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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生装置と接続可能な情報処理装置であって：
　複数のコンテンツデータを記憶するコンテンツ記憶部と；
　前記コンテンツ記憶部に記憶されたコンテンツデータの属性情報を有するホストデータ
ベースを記憶するホスト記憶部と；
　前記再生装置が記憶する複数のコンテンツデータを特定するコンテンツ特定部と；
　前記特定された各コンテンツデータの属性情報を，前記ホストデータベースから抽出す
る属性情報抽出部と；
　前記抽出された属性情報に基づき，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名
を最下位階層とし，前記特定された各コンテンツデータが属する複数種類のグループのう
ち少なくとも１つのグループのグループ名を上位階層として含む階層構造化された複数種
類のテーブルを作成するテーブル作成部と；
　前記複数種類のテーブルのうち少なくとも第１及び第２のテーブルを前記再生装置に転
送する転送部と；
を備え，
　前記第１のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの属する第１のグループの
グループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第１の規則で並
べ替えたテーブルであり，
　前記第２のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの属するグループの第２の
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グループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第２の規則で並
べ替えたテーブルである，情報処理装置。
【請求項２】
　前記第１の規則と前記第２の規則は，それぞれ，コンテンツ名の読み順又は文字列順，
コンテンツ名に対応するコンテンツデータのトラック番号順，コンテンツ名に対応するコ
ンテンツデータに付与された評価値が高い順，コンテンツ名に対応するコンテンツデータ
の前記再生装置に対する追加日時順，ユーザにより定義されたコンテンツ名の並び順，コ
ンテンツ名に対応するコンテンツデータの再生日時順のうち，相異なるいずれかである，
請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記属性情報は，前記グループ名として各コンテンツデータに対応するアルバム名を含
んでおり，
　前記第１のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの前記アルバム名単位で，
前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コ
ンテンツデータのトラック番号順で並べ替えたテーブルである，請求項１に記載の情報処
理装置。
【請求項４】
　前記属性情報は，前記グループ名として各コンテンツデータに対応するアーティスト名
を含んでおり，
　前記第２のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの前記アーティスト名単位
で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名の読み順又
は文字列順で並べ替えたテーブルである，請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記情報処理装置のコンテンツ記憶部に記憶されたコンテンツデータを前記再生装置の
コンテンツ記憶部に追加する，或いは，前記再生装置のコンテンツ記憶部に記憶されたコ
ンテンツデータを削除するコンテンツ更新部を備え，
　前記コンテンツ特定部は，前記コンテンツ更新部による追加／削除処理内容に基づき，
前記再生装置が記憶する複数のコンテンツデータを特定する，請求項１に記載の情報処理
装置。
【請求項６】
　前記コンテンツ特定部は，前記再生装置にアクセスして，前記再生装置が記憶するコン
テンツデータの属性情報を取得し，当該取得した属性情報に基づき，前記再生装置が記憶
する複数のコンテンツデータを特定する，請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記テーブルは，前記再生装置におけるコンテンツデータ検索時に順次表示される複数
の表示画面に１対１対応する階層構造を有する検索表示用テーブルである，請求項１に記
載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記検索表示用テーブルは，
　前記グループ名としてのコンテンツ名の頭文字単位で，前記特定された各コンテンツデ
ータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名の読み順又は文字列順で配列したイニシャル全
コンテンツ検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータに対応するアルバム名単位で，前記特定され
た各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コンテンツデー
タのトラック番号順で配列したアルバム検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータに対応するアーティスト名単位及びアルバム
名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対
応する各コンテンツデータのトラック番号順で配列したアーティスト検索表示用テーブル
；
　前記グループ名としてのコンテンツデータに対応するジャンル単位，アーティスト名単
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位及びアルバム名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コ
ンテンツ名に対応する各コンテンツデータのトラック番号順で配列したジャンル検索表示
用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータの評価値レベル単位で，前記特定された各コ
ンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コンテンツデータに付
与された評価値が高い順に配列したレーティング検索表示用テーブル；
　前記グループ名として少なくともコンテンツデータのリリース日時単位で，前記特定さ
れた各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名の読み順又は文字列順で配
列した年代検索表示用テーブル；
　前記グループ名としての転送時期単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテ
ンツ名を，当該コンテンツ名に対応するコンテンツデータの前記再生装置に対する追加日
時順で配列した転送時期検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータに対応するアーティスト名単位で，前記特定
された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名の読み順又は文字列順で
配列したアーティスト全コンテンツ検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータのプレイリスト単位で，ユーザにより定義さ
れたコンテンツ名の並び順でコンテンツ名を配列したプレイリスト検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータの再生時期単位で，前記特定された各コンテ
ンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コンテンツデータの再生日
時順で配列した再生履歴検索表示用テーブル；または，
　前記グループ名としてのコンテンツデータのアーティスト名単位で，前記特定された各
コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コンテンツデータに
付与された評価値の大きさ順で配列したアーティストリンク検索表示用テーブル；
の少なくともいずれかを含む，請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　情報処理装置と接続可能な再生装置であって：
　複数のコンテンツデータを記憶するコンテンツ記憶部と；
　前記情報処理装置によって，前記コンテンツ記憶部が記憶する複数のコンテンツデータ
が特定され，前記特定された各コンテンツデータの属性情報が，前記情報処理装置のコン
テンツ記憶部に記憶された各コンテンツデータの属性情報を有するホストデータベースか
ら抽出され，前記抽出された属性情報に基づき作成された，前記特定された各コンテンツ
データのコンテンツ名を最下位階層とし，前記特定された各コンテンツデータが属する複
数種類のグループのうち少なくとも１つのグループのグループ名を上位階層として含む階
層構造化された複数種類のテーブルのうち少なくとも第１及び第２のテーブルを，前記情
報処理装置から取得する取得部と；
　前記第１のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの属する第１のグループの
グループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第１の規則で並
べ替えたテーブルであり，前記第２のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの
属するグループの第２のグループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテ
ンツ名を第２の規則で並べ替えたテーブルであって，前記第１及び第２のテーブルを記憶
するターミナル記憶部と；
　第１の操作に応じて前記ターミナル記憶部から前記第１のテーブルを読み出して，前記
第１のテーブル内の前記第１の規則で並べ替えられたコンテンツ名を表示部に表示し，第
２の操作に応じて前記第２のテーブルを読み出して，前記第２のテーブル内の前記第２の
規則で並べ替えられたコンテンツ名を前記表示部に表示する表示制御部と；
　前記表示制御部により表示されたコンテンツ名から１のコンテンツ名を選択する選択部
と；
　前記再生装置のコンテンツ記憶部に記憶されているコンテンツデータのうち，前記選択
部により選択されたコンテンツ名に対応するコンテンツデータを再生する再生部と；
を備える，再生装置。
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【請求項１０】
　前記第１の規則と前記第２の規則は，それぞれ，コンテンツ名の読み順又は文字列順，
コンテンツ名に対応するコンテンツデータのトラック番号順，コンテンツ名に対応するコ
ンテンツデータに付与された評価値が高い順，コンテンツ名に対応するコンテンツデータ
の前記再生装置に対する追加日時順，ユーザにより定義されたコンテンツ名の並び順，コ
ンテンツ名に対応するコンテンツデータの再生日時順のうち，相異なるいずれかである，
請求項９に記載の再生装置。
【請求項１１】
　前記属性情報は，前記グループ名として各コンテンツデータに対応するアルバム名を含
んでおり，
　前記第１のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの前記アルバム名単位で，
前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コ
ンテンツデータのトラック番号順で並べ替えたテーブルである，請求項９に記載の再生装
置。
【請求項１２】
　前記属性情報は，前記グループ名として各コンテンツデータに対応するアーティスト名
を含んでおり，
前記第２のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの前記アーティスト名単位で
，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名の読み順又は
文字列順で並べ替えたテーブルである，請求項９に記載の再生装置。
【請求項１３】
　前記テーブルは，前記再生装置におけるコンテンツデータ検索時に順次表示される複数
の表示画面に１対１対応する階層構造を有する検索表示用テーブルである，請求項９に記
載の再生装置。
【請求項１４】
　前記検索表示用テーブルは，
　前記グループ名としてのコンテンツ名の頭文字単位で，前記特定された各コンテンツデ
ータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名の読み順又は文字列順で配列したイニシャル全
コンテンツ検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータに対応するアルバム名単位で，前記特定され
た各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コンテンツデー
タのトラック番号順で配列したアルバム検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータに対応するアーティスト名単位及びアルバム
名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対
応する各コンテンツデータのトラック番号順で配列したアーティスト検索表示用テーブル
；
　前記グループ名としてのコンテンツデータに対応するジャンル単位，アーティスト名単
位及びアルバム名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コ
ンテンツ名に対応する各コンテンツデータのトラック番号順で配列したジャンル検索表示
用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータの評価値レベル単位で，前記特定された各コ
ンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コンテンツデータに付
与された評価値が高い順に配列したレーティング検索表示用テーブル；
　前記グループ名として少なくともコンテンツデータのリリース日時単位で，前記特定さ
れた各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名の読み順又は文字列順で配
列した年代検索表示用テーブル；
　前記グループ名としての転送時期単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテ
ンツ名を，当該コンテンツ名に対応するコンテンツデータの前記再生装置に対する追加日
時順で配列した転送時期検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータに対応するアーティスト名単位で，前記特定
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された各コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名の読み順又は文字列順で
配列したアーティスト全コンテンツ検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータのプレイリスト単位で，ユーザにより定義さ
れたコンテンツ名の並び順でコンテンツ名を配列したプレイリスト検索表示用テーブル；
　前記グループ名としてのコンテンツデータの再生時期単位で，前記特定された各コンテ
ンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コンテンツデータの再生日
時順で配列した再生履歴検索表示用テーブル；または，
　前記グループ名としてのコンテンツデータのアーティスト名単位で，前記特定された各
コンテンツデータのコンテンツ名を，当該コンテンツ名に対応する各コンテンツデータに
付与された評価値の大きさ順で配列したアーティストリンク検索表示用テーブル；
の少なくともいずれかを含む，請求項１３に記載の再生装置。
【請求項１５】
　再生装置と接続可能な情報処理装置における通信方法であって：
　前記再生装置が記憶する複数のコンテンツデータを特定するコンテンツ特定ステップと
；
　前記特定された各コンテンツデータの属性情報を，前記情報処理装置のコンテンツ記憶
部に記憶された複数のコンテンツデータの属性情報を有するホストデータベースから抽出
する属性情報抽出ステップと；
　前記抽出された属性情報に基づき，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名
を最下位階層とし，前記特定された各コンテンツデータが属する複数種類のグループのう
ち少なくとも１つのグループのグループ名を上位階層として含む階層構造化された複数種
類のテーブルを作成するテーブル作成ステップと；
　前記複数種類のテーブルのうち少なくとも第１及び第２のテーブルを前記再生装置に転
送する転送ステップと；
を含み，
　前記第１のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの属する第１のグループの
グループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第１の規則で並
べ替えたテーブルであり，
　前記第２のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの属するグループの第２の
グループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第２の規則で並
べ替えたテーブルである，通信方法。
【請求項１６】
　情報処理装置と接続可能な再生装置における再生方法であって：
　前記情報処理装置によって，前記再生装置が記憶する複数のコンテンツデータが特定さ
れ，前記特定された各コンテンツデータの属性情報が，前記情報処理装置のコンテンツ記
憶部に記憶された各コンテンツデータの属性情報を有するホストデータベースから抽出さ
れ，前記抽出された属性情報に基づき作成された，前記特定された各コンテンツデータの
コンテンツ名を最下位階層とし，前記特定された各コンテンツデータが属する複数種類の
グループのうち少なくとも１つのグループのグループ名を上位階層として含む階層構造化
された複数種類のテーブルのうち少なくとも第１及び第２のテーブルを，前記情報処理装
置から取得する取得ステップと；
　前記第１のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの属する第１のグループの
グループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第１の規則で並
べ替えたテーブルであり，前記第２のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの
属するグループの第２のグループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテ
ンツ名を第２の規則で並べ替えたテーブルであって，前記第１及び第２のテーブルをター
ミナル記憶部に記録するステップと；
　第１の操作に応じて前記ターミナル記憶部から前記第１のテーブルを読み出して，前記
第１のテーブル内の前記第１の規則で並べ替えられたコンテンツ名を表示部に表示し，第
２の操作に応じて前記第２のテーブルを読み出して，前記第２のテーブル内の前記第２の
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規則で並べ替えられたコンテンツ名を前記表示部に表示する表示制御ステップと；
　前記表示制御ステップで表示されたコンテンツ名から１のコンテンツ名を選択する選択
ステップと；
　前記再生装置のコンテンツ記憶部に記憶されているコンテンツデータのうち，前記選択
ステップで選択されたコンテンツ名に対応するコンテンツデータを再生する再生ステップ
と；
を含む，再生方法。
【請求項１７】
　再生装置と接続可能な情報処理装置をして：
　前記再生装置に記憶されている複数のコンテンツデータ，又は，前記再生装置に記憶さ
れる予定の複数のコンテンツデータを特定するコンテンツ特定処理と；
　前記特定された各コンテンツデータの属性情報を，前記情報処理装置のコンテンツ記憶
部に記憶された複数のコンテンツデータの属性情報を有するホストデータベースから抽出
する属性情報抽出処理と；
　前記抽出された属性情報に基づき，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名
を最下位階層とし，前記特定された各コンテンツデータが属する複数種類のグループのう
ち少なくとも１つのグループのグループ名を上位階層として含む階層構造化された複数種
類のテーブルを作成するテーブル作成処理と；
　前記複数種類のテーブルのうち少なくとも第１及び第２のテーブルを前記再生装置に転
送する転送処理と；
を実行させるコンピュータプログラムであって，
　前記第１のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの属する第１のグループの
グループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第１の規則で並
べ替えたテーブルであり，
　前記第２のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの属するグループの第２の
グループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第２の規則で並
べ替えたテーブルである，コンピュータプログラム。
【請求項１８】
　情報処理装置と接続可能な再生装置をして：
　前記情報処理装置によって，前記再生装置が記憶する複数のコンテンツデータが特定さ
れ，前記特定された各コンテンツデータの属性情報が，前記情報処理装置のコンテンツ記
憶部に記憶された各コンテンツデータの属性情報を有するホストデータベースから抽出さ
れ，前記抽出された属性情報に基づき作成された，前記特定された各コンテンツデータの
コンテンツ名を最下位階層とし，前記特定された各コンテンツデータが属する複数種類の
グループのうち少なくとも１つのグループのグループ名を上位階層として含む階層構造化
された複数種類のテーブルのうち少なくとも第１及び第２のテーブルを，前記情報処理装
置から取得する取得処理と；
　前記第１のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの属する第１のグループの
グループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第１の規則で並
べ替えたテーブルであり，前記第２のテーブルは，前記特定された各コンテンツデータの
属するグループの第２のグループ名単位で，前記特定された各コンテンツデータのコンテ
ンツ名を第２の規則で並べ替えたテーブルであって，前記第１及び第２のテーブルをター
ミナル記憶部に記録する処理と；
　第１の操作に応じて前記ターミナル記憶部から前記第１のテーブルを読み出して，前記
第１のテーブル内の前記第１の規則で並べ替えられたコンテンツ名を表示部に表示し，第
２の操作に応じて前記第２のテーブルを読み出して，前記第２のテーブル内の前記第２の
規則で並べ替えられたコンテンツ名を前記表示部に表示する表示制御処理と；
　前記表示制御処理で表示されたコンテンツ名から１のコンテンツ名を選択する選択処理
と；
　前記再生装置のコンテンツ記憶部に記憶されているコンテンツデータのうち，前記選択
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処理で選択されたコンテンツ名に対応するコンテンツデータを再生する再生処理と；
を実行させる，コンピュータプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，情報処理装置，再生装置，通信方法，再生方法及びコンピュータプログラム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年，音楽コンテンツデータなどのデジタルコンテンツデータ（以下，単に「コンテン
ツ」という。）の記録再生装置として，ハードディスクドライブ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ　
Ｄｒｉｖｅ：ＨＤＤ）や半導体メモリ等の大容量記憶媒体を備えた記録再生装置が開発さ
れている。かかる記録再生装置としては，一般的に大容量記憶媒体を実装容易なパーソナ
ルコンピュータ等の情報処理装置（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ：ＰＣ）のみな
らず，小型で持ち運びが便利な携帯型再生装置（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｅｖｉｃｅ：ＰＤ
）も普及している。かかる携帯型再生装置は，上記記憶媒体の記憶容量増大に伴い，多数
（例えば，数千，数万曲規模）のコンテンツを記憶可能となっている。
【０００３】
　一般的には，情報処理装置から携帯型再生装置にコンテンツを転送し，携帯型再生装置
でコンテンツを再生するといった利用方法がなされている。例えば，特許文献１には，オ
ーディオサーバから携帯型オーディオプレーヤに，大量の楽曲コンテンツを容易に転送す
るための技術が開示されている。
【０００４】
　しかし，上記のように携帯型再生装置に多くのコンテンツを転送して再生する場合には
，携帯型再生装置において，記憶媒体に記憶された大量のコンテンツの中から，再生を所
望するコンテンツを迅速に検索可能にする必要がある。従来の携帯型再生装置は，コンテ
ンツとその属性情報（タイトル，アルバム名，アーティスト名など）とが一覧となったリ
レーショナルデータベース（ＲＤＢ）を有しており，このＲＤＢを検索キーに基づきクエ
リー（Ｑｕｅｒｙ）して，検索表示用のデータテーブルを作成し検索用の表示画面を生成
していた。例えば，アーティスト名１を検索キーとした場合には，このアーティスト名１
で検索してアルバム名を並び替えたテーブルを作成して表示していた。
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－９３２２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら，一般的に，携帯型再生装置は，ＰＣ等の情報処理装置と比べて処理能力
が低く，電力的制約もある。よって，上記ＲＤＢを検索キーに応じてクエリーして検索画
面を表示する処理は計算負荷が高いため，この処理を携帯型再生装置が行うと，時間がか
かり煩雑であるだけでなく，バッテリ電力を大量消費してしまうという問題があった。既
存の携帯型再生装置では，データを予め文字コード順にソートしてＲＤＢに格納するなど
して，ＲＤＢの高速化に主眼をおいて開発がなされているが，検索対象のコンテンツ数が
数千，数万単位となると，どうしても処理速度及び電力消費の面で問題が生じていた。
【０００７】
　そこで，本発明は，上記問題に鑑みてなされたものであり，本発明の目的とするところ
は，処理能力が低く電力面の制約がある再生装置においても，高度な検索処理を実現させ
ることが可能な，新規かつ改良された情報処理装置，再生装置，通信方法，再生方法及び
コンピュータプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　上記課題を解決するために，本発明のある観点によれば，再生装置と接続可能な情報処
理装置であって：複数のコンテンツデータを記憶するコンテンツ記憶部と；上記コンテン
ツ記憶部に記憶されたコンテンツデータの属性情報を有するホストデータベースを記憶す
るホスト記憶部と；上記再生装置が記憶する複数のコンテンツデータを特定するコンテン
ツ特定部と；上記特定された各コンテンツデータの属性情報を，上記ホストデータベース
から抽出する属性情報抽出部と；上記抽出された属性情報に基づき，上記特定された各コ
ンテンツデータのコンテンツ名を最下位階層とし，上記特定された各コンテンツデータが
属するグループのグループ名を上位階層として含む階層構造化された複数種類のテーブル
を作成するテーブル作成部と；上記複数種類のテーブルは，上記特定された各コンテンツ
データのコンテンツ名を第１の規則で並べ替えた第１のテーブルと，上記特定された各コ
ンテンツデータの属するグループのグループ名単位で，上記特定された各コンテンツデー
タのコンテンツ名を第２の規則で並べ替えた第２のテーブルとを含み，少なくとも当該第
１及び第２のテーブルを上記再生装置に転送する転送部と；を備えることを特徴とする，
情報処理装置装置が提供される。
【０００９】
　また，上記第１の規則と上記第２の規則は，それぞれ，コンテンツ名の読み順又は文字
列順，コンテンツデータのトラック番号順，各コンテンツデータに付与された評価値が高
い順，上記再生装置に対するコンテンツデータの追加日時順，ユーザ定義順，コンテンツ
データの再生日時順のうち，相異なるいずれかであるようにしてもよい。
【００１０】
　また，上記属性情報は，上記グループ名として各コンテンツデータに対応するアルバム
名を含んでおり，上記第１のテーブルは，上記特定された各コンテンツデータのコンテン
ツ名を，当該コンテンツ名の読み順又は文字列順で並べ替えたテーブルであり，上記第２
のテーブルは，上記特定された各コンテンツデータの上記アルバム名単位で，上記特定さ
れた各コンテンツデータをトラック番号順で並べ替えたテーブルであるようにしてもよい
。
【００１１】
　また，上記属性情報は，上記グループ名として各コンテンツデータに対応するアーティ
スト名を含んでおり，上記テーブル作成部は，上記特定された各コンテンツデータの上記
アーティスト名単位で，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，読み順又
は文字列順で並べ替えた第３のテーブルを作成するようにしてもよい。
【００１２】
　また，上記コンテンツ記憶部に記憶されたコンテンツデータを上記再生装置のコンテン
ツ記憶部に追加する，或いは，上記再生装置のコンテンツ記憶部に記憶されたコンテンツ
データを削除するコンテンツ更新部を備え，上記コンテンツ特定部は，上記コンテンツ更
新部による追加／削除処理内容に基づき，上記再生装置が記憶する複数のコンテンツデー
タを特定するようにしてもよい。
【００１３】
　また，上記コンテンツ特定部は，上記再生装置にアクセスして，上記再生装置が記憶す
るコンテンツデータの属性情報を取得し，当該取得した属性情報に基づき，上記再生装置
が記憶する複数のコンテンツデータを特定するようにしてもよい。
【００１４】
　また，上記テーブルは，上記再生装置におけるコンテンツデータ検索時に順次表示され
る複数の表示画面に１対１対応する階層構造を有する検索表示用テーブルようにしてもよ
い。
【００１５】
　また，上記検索表示用テーブルは，上記グループ名としてのイニシャル単位で，上記特
定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，読み順又は文字列順で配列したイニシャ
ル全コンテンツ検索表示用テーブル；上記グループ名としてのアルバム名単位で，上記特
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定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，トラック番号順で配列したアルバム検索
表示用テーブル；上記グループ名としてのアーティスト名単位及びアルバム名単位で，上
記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名をトラック番号順で配列したアーティス
ト検索表示用テーブル；上記グループ名としてのジャンル単位，アーティスト名単位及び
アルバム名単位で，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，トラック番号
順で配列したジャンル検索表示用テーブル；上記グループ名としての評価値レベル単位で
，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，各コンテンツデータに付与され
た評価値が高い順に配列したレーティング検索表示用テーブル；上記グループ名として少
なくともリリース日時単位で，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，読
み順又は文字列順で配列した年代検索表示用テーブル；上記グループ名としての転送時期
単位で，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，上記再生装置に対するコ
ンテンツデータの追加日時順で配列した転送時期検索表示用テーブル；上記グループ名と
してのアーティスト名単位で，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を，読
み順又は文字列順で配列したアーティスト全コンテンツ検索表示用テーブル；上記グルー
プ名としてのプレイリスト単位で，コンテンツ名をユーザ定義順で配列したプレイリスト
検索表示用テーブル；上記グループ名としての再生時期単位で，上記特定された各コンテ
ンツデータのコンテンツ名を，コンテンツデータの再生日時順で配列した再生履歴検索表
示用テーブル；または，上記グループ名としてのアーティスト名単位で，上記特定された
各コンテンツデータのコンテンツ名を，各コンテンツデータに付与された評価値の大きさ
順で配列したアーティストリンク検索表示用テーブル；の少なくともいずれかを含むよう
にしてもよい。
【００１６】
　また，上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，情報処理装置と接続可
能な再生装置であって：複数のコンテンツデータを記憶するコンテンツ記憶部と；上記情
報処理装置によって，上記コンテンツ記憶部が記憶する複数のコンテンツデータが特定さ
れ，上記特定された各コンテンツデータの属性情報が，上記情報処理装置のコンテンツ記
憶部に記憶された各コンテンツデータの属性情報を有するホストデータベースから抽出さ
れ，上記抽出された属性情報に基づき作成された，上記特定された各コンテンツデータの
コンテンツ名を最下位階層とし，上記特定された各コンテンツデータが属するグループの
グループ名を上位階層として含む階層構造化された複数種類のテーブルを，上記情報処理
装置から取得する取得部と；上記取得された複数種類のテーブルは，上記特定された各コ
ンテンツデータのコンテンツ名を第１の規則で並べ替えた第１のテーブルと，上記特定さ
れた各コンテンツデータの属するグループのグループ名単位で，上記特定された各コンテ
ンツデータのコンテンツ名を第２の規則で並べ替えた第２のテーブルとを含み，少なくと
も当該第１及び上記第２のテーブルを記憶するターミナル記憶部と；第１の操作に応じて
上記ターミナル記憶部から上記第１のテーブルを読み出して，上記第１のテーブル内の上
記第１の規則で並べ替えられたコンテンツ名を表示部に表示し，第２の操作に応じて上記
第２のテーブルを読み出して，上記第２のテーブル内の上記第２の規則で並べ替えられた
コンテンツ名を上記表示部に表示する表示制御部と；上記表示制御部により表示されたコ
ンテンツ名から１のコンテンツ名を選択する選択部と；上記コンテンツ記憶部に記憶され
ているコンテンツデータのうち，上記選択部により選択されたコンテンツ名に対応するコ
ンテンツデータを再生する再生部と；を備えることを特徴とする，再生装置が提供される
。
【００１７】
　また，上記第１の規則と上記第２の規則は，それぞれ，コンテンツ名の読み順又は文字
列順，コンテンツデータのトラック番号順，各コンテンツデータに付与された評価値が高
い順，上記再生装置に対するコンテンツデータの追加日時順，ユーザ定義順，コンテンツ
データの再生日時順のうち，相異なるいずれかであるようにしてもよい。
【００１８】
　また，上記属性情報は，上記グループ名として各コンテンツデータに対応するアルバム
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名を含んでおり，上記第１のテーブルは，上記特定された各コンテンツデータのコンテン
ツ名を，当該コンテンツ名の読み順又は文字列順で並べ替えたテーブルであり，上記第２
のテーブルは，上記特定された各コンテンツデータの上記アルバム名単位で，上記特定さ
れた各コンテンツデータをトラック番号順で並べ替えたテーブルであるようにしてもよい
。
【００１９】
　また，上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，再生装置と接続可能な
情報処理装置における通信方法であって：上記再生装置が記憶する複数のコンテンツデー
タを特定するコンテンツ特定ステップと；上記特定された各コンテンツデータの属性情報
を，上記情報処理装置のコンテンツ記憶部に記憶された複数のコンテンツデータの属性情
報を有するホストデータベースから抽出する属性情報抽出ステップと上記抽出された属性
情報に基づき，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を最下位階層とし，上
記特定された各コンテンツデータが属するグループのグループ名を上位階層として含む階
層構造化された複数種類のテーブルを作成するテーブル作成ステップと；上記複数種類の
テーブルは，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第１の規則で並べ替え
た第１のテーブルと，上記特定された各コンテンツデータの属するグループのグループ名
単位で，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第２の規則で並べ替えた第
２のテーブルとを含み，少なくとも当該第１及び第２のテーブルを上記再生装置に転送す
る転送ステップと；を含むことを特徴とする，通信方法が提供される。
【００２０】
　また，上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，情報処理装置と接続可
能な再生装置における再生方法であって：上記情報処理装置によって，上記再生装置が記
憶する複数のコンテンツデータが特定され，上記特定された各コンテンツデータの属性情
報が，上記情報処理装置のコンテンツ記憶部に記憶された各コンテンツデータの属性情報
を有するホストデータベースから抽出され，上記抽出された属性情報に基づき作成された
，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を最下位階層とし，上記特定された
各コンテンツデータが属するグループのグループ名を上位階層として含む階層構造化され
た複数種類のテーブルを，上記情報処理装置から取得する取得ステップと；上記取得され
た複数種類のテーブルは，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第１の規
則で並べ替えた第１のテーブルと，上記特定された各コンテンツデータの属するグループ
のグループ名単位で，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第２の規則で
並べ替えた第２のテーブルとを含み，少なくとも当該第１及び上記第２のテーブルをター
ミナル記憶部に記録するステップと；第１の操作に応じて上記ターミナル記憶部から上記
第１のテーブルを読み出して，上記第１のテーブル内の上記第１の規則で並べ替えられた
コンテンツ名を表示部に表示し，第２の操作に応じて上記第２のテーブルを読み出して，
上記第２のテーブル内の上記第２の規則で並べ替えられたコンテンツ名を上記表示部に表
示する表示制御ステップと；上記表示制御ステップで表示されたコンテンツ名から１のコ
ンテンツ名を選択する選択ステップと；上記再生装置のコンテンツ記憶部に記憶されてい
るコンテンツデータのうち，上記選択ステップで選択されたコンテンツ名に対応するコン
テンツデータを再生する再生ステップと；を含むことを特徴とする，再生方法が提供され
る。
【００２１】
　また，上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，再生装置と接続可能な
情報処理装置をして上記再生装置に記憶されている複数のコンテンツデータ，又は，上記
再生装置に記憶される予定の複数のコンテンツデータを特定するコンテンツ特定処理と；
上記特定された各コンテンツデータの属性情報を，上記情報処理装置のコンテンツ記憶部
に記憶された複数のコンテンツデータの属性情報を有するホストデータベースから抽出す
る属性情報抽出処理と；上記抽出された属性情報に基づき，上記特定された各コンテンツ
データのコンテンツ名を最下位階層とし，上記特定された各コンテンツデータが属するグ
ループのグループ名を上位階層として含む階層構造化された複数種類のテーブルを作成す
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るテーブル作成処理と；上記複数種類のテーブルは，上記特定された各コンテンツデータ
のコンテンツ名を第１の規則で並べ替えた第１のテーブルと，上記特定された各コンテン
ツデータの属するグループのグループ名単位で，上記特定された各コンテンツデータのコ
ンテンツ名を第２の規則で並べ替えた第２のテーブルとを含み，少なくとも当該第１及び
第２のテーブルを上記再生装置に転送する転送処理と；を実行させることを特徴とする，
コンピュータプログラムが提供される。
【００２２】
　また，上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，情報処理装置と接続可
能な再生装置をして：上記情報処理装置によって，上記再生装置が記憶する複数のコンテ
ンツデータが特定され，上記特定された各コンテンツデータの属性情報が，上記情報処理
装置のコンテンツ記憶部に記憶された各コンテンツデータの属性情報を有するホストデー
タベースから抽出され，上記抽出された属性情報に基づき作成された，上記特定された各
コンテンツデータのコンテンツ名を最下位階層とし，上記特定された各コンテンツデータ
が属するグループのグループ名を上位階層として含む階層構造化された複数種類のテーブ
ルを，上記情報処理装置から取得する取得処理と；上記取得された複数種類のテーブルは
，上記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第１の規則で並べ替えた第１のテ
ーブルと，上記特定された各コンテンツデータの属するグループのグループ名単位で，上
記特定された各コンテンツデータのコンテンツ名を第２の規則で並べ替えた第２のテーブ
ルとを含み，少なくとも当該第１及び上記第２のテーブルをターミナル記憶部に記録する
処理と；第１の操作に応じて上記ターミナル記憶部から上記第１のテーブルを読み出して
，上記第１のテーブル内の上記第１の規則で並べ替えられたコンテンツ名を表示部に表示
し，第２の操作に応じて上記第２のテーブルを読み出して，上記第２のテーブル内の上記
第２の規則で並べ替えられたコンテンツ名を上記表示部に表示する表示制御処理と；上記
表示制御処理で表示されたコンテンツ名から１のコンテンツ名を選択する選択処理と；上
記再生装置のコンテンツ記憶部に記憶されているコンテンツデータのうち，上記選択処理
で選択されたコンテンツ名に対応するコンテンツデータを再生する再生処理と；を実行さ
せることを特徴とする，コンピュータプログラムが提供される。
【００２３】
　また，上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，再生装置と接続可能な
情報処理装置であって：情報処理装置が管理する記憶媒体に記憶されるコンテンツデータ
の属性情報を有するホストデータベースと；再生装置から，当該再生装置が管理する記憶
媒体に記憶されるコンテンツデータの属性情報を有するターミナルデータベースを取得す
る取得部と；ホストデータベースとターミナルデータベースとを比較する比較部と；比較
部による比較結果に応じて，ターミナルデータベースを更新するために必要なレコードを
生成するレコード生成部と；レコードの各々は，属性情報として，各コンテンツデータの
コンテンツ名及び当該各コンテンツデータが属するグループ名を少なくとも有し，レコー
ド生成部により生成されたレコード内のコンテンツ名を第１の規則で並べ替えた結果に基
づきターミナルデータベースの一部を更新する第１の更新部と；レコード生成部により生
成されたレコード内のグループ名が示すグループ単位で，レコード内のコンテンツ名を第
２の規則で並べ替えた結果に基づきターミナルデータベースの一部を更新する第２の更新
部と；第１の更新部と第２の更新部により更新されたターミナルデータベースを再生装置
に転送する転送部と；を備えることを特徴とする，情報処理装置が提供される。
【００２４】
　また，転送部は，ホストデータベースのレコード数がターミナルデータベースのレコー
ド数よりも多いとき，ターミナルデータベースに追加されたレコードに対応するコンテン
ツデータを再生装置に転送するようにしてもよい。
【００２５】
　また，ホストデータベースのレコード数がターミナルデータベースのレコード数よりも
少ないとき，再生装置が管理する記憶媒体に記憶されるコンテンツデータの一部を削除す
るコンテンツ更新部を備えるようにしてもよい。
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【００２６】
　また，第１の更新部は，レコード生成部により生成されたレコード内のコンテンツ名を
発音順で並べ替えた結果に基づきターミナルデータベースの一部を更新し，第２の更新部
は，レコード生成部により生成されたレコード内のグループ名としてのアルバム名が示す
アルバム単位で，レコード内のコンテンツ名をトラック番号順に並べ替えた結果に基づき
ターミナルデータベースの一部を更新するようにしてもよい。
【００２７】
　また，更に，レコードの各々は，各コンテンツデータに対応するアーティスト名を有し
，レコード内のアーティスト名が示すアーティスト単位で，レコード内のコンテンツ名を
発音順で並べ替えた結果に基づきターミナルデータベースの一部を更新する第３の更新部
を備えるようにしてもよい。
【００２８】
　また，上記課題を解決するために，本発明の別の観点によれば，情報処理装置と接続可
能な再生装置であって：再生装置が管理する記憶媒体に記憶されるコンテンツデータの属
性情報を有するターミナルデータベースと；情報処理装置に，ターミナルデータベースを
転送する転送部と；情報処理装置が，当該情報処理装置が管理するコンテンツデータの属
性情報を有するホストデータベースとターミナルデータベースとを比較し，当該比較結果
に応じて，ターミナルデータベースを更新するために必要な，各コンテンツデータのコン
テンツ名及び当該各コンテンツデータが属するグループ名を属性情報として各々有するレ
コードを生成し，当該レコード内のコンテンツ名を第１の規則で並べ替えた結果に基づき
ターミナルデータベースの一部を更新すると共に，当該レコード内のグループ名が示すグ
ループ単位で，レコード内のコンテンツ名を第２の規則で並べ替えた結果に基づき当該タ
ーミナルデータベースの一部を更新することにより得られるターミナルデータベースを，
情報処理装置から取得する取得部と；第１の操作に応じてターミナルデータベース内の第
１の規則で並べ替えた結果を出力し，第２の操作に応じてターミナルデータベース内の第
２の規則で並べ替えられた結果を出力する出力制御部と；出力された結果から一のコンテ
ンツ名を選択する選択部と；選択部により選択されたコンテンツ名に対応する記憶媒体に
記憶されるコンテンツデータを再生する再生部と；を備えることを特徴とする，再生装置
が提供される。
【００２９】
　上記構成により，情報処理装置と再生装置とが接続されたとき，情報処理装置が再生装
置が記憶するコンテンツを特定し，特定されたコンテンツの属性情報を情報処理装置のホ
ストデータベースから抽出して，当該属性情報のコンテンツ名を第１の規則（例えば，読
み順／文字順）でソートした階層構造を有する第１のテーブルと，当該属性情報のコンテ
ンツ名をグループ名単位で第２の規則（例えば，トラック順）でソートした階層構造を有
する第２のテーブルとを作成して，この第１及び第２のテーブルを再生装置に転送して記
録する。
【００３０】
　これにより，再生装置は，かかる第１及び第２のテーブルに基づき，再生装置に記憶さ
れているコンテンツのコンテンツ名を，少なくとも２種類の規則でソートして表示でき，
高度な検索を可能ならしめる。さらに，この際，再生装置自体は，検索表示用のテーブル
を作成する処理を行う必要が無く，格納されているテーブルをそのまま，階層ごとに表示
するだけでよい。従って，再生装置の処理負荷を軽減できるとともに，バッテリ消費を抑
制できる。よって，処理能力が低くバッテリ面で制約のある再生装置においても，高度な
検索を実現可能である。
【発明の効果】
【００３１】
　以上説明したように本発明によれば，処理能力が低く電力面の制約がある再生装置にお
いても，高度な検索処理を実現させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００３２】
　以下に添付図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
，同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００３３】
　（第１の実施形態）
　以下に，本発明の第１の実施形態にかかる通信システム，情報処理装置，再生装置，通
信方法，再生方法，コンピュータプログラムについて詳細に説明する。
【００３４】
　＜本実施形態にかかる概要＞
　以下に，本発明の第１の実施形態にかかる通信システムにおける情報処理装置１０と携
帯型再生装置２０との関係の概要について説明する。
【００３５】
　これに先立ち，まず，図３３及び図３４を参照して，従来における情報処理装置１０’
と携帯型再生装置２０’との関係について説明する。
【００３６】
　図３３に示すように，従来では，情報処理装置１０’は，リレーショナルデータベース
１２（以下，「ＲＤＢ」という。）を保有しており，このＲＤＢ１２を携帯型再生装置２
０’に転送して，携帯型再生装置２０’の記憶媒体に記録する。このＲＤＢ１２は，図３
４（ａ）に示すように，コンテンツと，このコンテンツに関する属性情報（コンテンツの
アーティスト名，アルバム名，タイトル，トラック番号など）とが関連付けられたデータ
ベースである。
【００３７】
　このため，従来の携帯型再生装置２０’においてコンテンツの検索用画面１３を出力す
るためには，まず，上記ＲＤＢ１２をクエリーして，図３４（ｂ）に示すような構造のア
ーティスト検索表示用テーブル１４を，検索キーに応じて毎回，作成する必要があった。
このアーティスト検索表示用テーブル１４を利用して検索用画面１３表示する際には，ま
ず，ＲＤＢ１２内の各コンテンツの全てのレコードに基づき，アーティスト名を検索キー
としてアルバム名をソート（並び替え）したテーブルを作成して表示し，さらに，このう
ち１のアルバム名が検索キーとして入力されると，当該アルバム内に含まれるトラック（
コンテンツ）のタイトルを，トラック番号順にソートしたテーブルを作成して表示してい
た。
【００３８】
　このように，従来では，コンテンツの検索用の表示を行うために，検索キーに応じてＲ
ＤＢ１２を度々，クエリーする必要があった。しかし，このクエリー処理は，計算負荷が
高く，処理能力の低い携帯型再生装置２０’では時間を要する処理であり，さらに，電力
消費も大きいため，携帯時の携帯型再生装置２０’のバッテリ持ちに悪影響をおよぼすと
いう問題があった。そこで，従来の携帯型再生装置２０’では，計算負荷を低減するため
に，ハッシュテーブルを利用するなどして，ＲＤＢ１２へのデータの格納方法を工夫して
いる。しかし，このように工夫しても，携帯型再生装置２０’が例えば数千，数万規模の
大量のコンテンツを保有している場合には，必然的に計算負荷が高くなるので，検索処理
が遅くなり，バッテリ消費量も増加してしまっていた。
【００３９】
　次に，図１及び図２を参照して，本発明の第１の実施形態にかかる情報処理装置１０と
携帯型再生装置２０との関係について概略的に説明する。図１は，本実施形態にかかる携
帯型再生装置２０において，検索用画面１６を表示する方式を示す概念図であり，図２は
，本実施形態にかかる携帯型再生装置２０が有する２種類の検索表示用テーブル１５ａ，
１５ｂを示す説明図である。
【００４０】
　図１に示すように，本実施形態では，携帯型再生装置２０で使用されうる複数種類の検
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索表示用テーブル１５を，情報処理装置１０が予め作成し，この複数種類の検索表示用テ
ーブル１５を携帯型再生装置２０に転送して記録しておく。
【００４１】
　この複数種類の検索表示用テーブル１５には，例えば，アルバム検索表示用テーブル１
５ａ，アーティスト検索表示用テーブル１５ｂ，ジャンル検索表示用テーブル１５ｃ，イ
ニシャル全曲検索表示用テーブル１５ｄ，などがある。このうち，アルバム検索表示用テ
ーブル１５ａは，図２（ａ）に示すように，アルバム名－トラック（タイトル）の２階層
構造を有し，アーティスト検索表示用テーブル１５ｂは，図２（ｂ）に示すように，アー
ティスト名－アルバム名－トラック（タイトル）の３階層構造を有する。このような各種
の検索表示用テーブル１５は，それぞれ，携帯型再生装置２０におけるコンテンツ（楽曲
）検索時に順次，表示される各表示画面に１：１対応するデータ構造となっている。
【００４２】
　携帯型再生装置２０は，このような複数種類の検索表示用テーブル１５を保有している
ので，上記従来のようなＲＤＢ１２のクエリー処理を行うことなく，検索表示用テーブル
１５ａ～１５ｄをそのまま検索用画面１６として表示できる点が特徴的である。従って，
携帯型再生装置２０では，クエリー処理の計算負荷がゼロになるので，検索画面表示時の
検索処理を迅速に実行でき，バッテリ消費量も低減できるという利点がある。
【００４３】
　以下に，このような本実施形態にかかる携帯型再生装置２０における検索画面の表示手
法を実現するための構成について詳細に説明する。
【００４４】
　＜システム構成＞
　次に，図３に基づいて，本実施形態にかかる通信システム１００の全体構成について説
明する。なお，図３は，本実施形態にかかる通信システム１００の全体構成を概略的に示
すブロック図である。
【００４５】
　図３に示すように，本実施形態にかかる通信システム１００は，例えば，複数の情報処
理装置１０－１，２，…，ｎ，（以下では「情報処理装置１０」又は「ＰＣ１０」と総称
する場合もある。）と，複数の携帯型再生装置（ＰＤ）２０－１，２，…，ｎ，（以下で
は「携帯型再生装置２０」又は「ＰＤ２０」と総称する場合もある。）と，据え置き型の
再生装置２１，配信サーバ３０と，これら装置を相互に接続するネットワーク５およびロ
ーカルライン９と，記憶媒体７と，から構成される。
【００４６】
　また，本実施形態におけるコンテンツデータ（以下，「コンテンツ」）は，例えば，音
楽，講演，ラジオ番組等の音声（Ａｕｄｉｏ）コンテンツや，映画，テレビジョン番組，
ビデオプログラム等の動画，或いは，写真，絵画，図表等を構成する静止画からなる映像
（Ｖｉｄｅｏ）コンテンツ，電子図書（Ｅ－ｂｏｏｋ），ゲーム，ソフトウェアなど，任
意のコンテンツであってよい。以下では，コンテンツとして，音声コンテンツ，特に，配
信サーバから配信された音楽コンテンツ，或いは音楽ＣＤからリッピングされた音楽コン
テンツの例を挙げて説明するが，本発明はかかる例に限定されない。また，本実施形態に
かかるコンテンツは，例えば，著作権管理対象コンテンツ，即ち，チェックイン・チェッ
クアウト方式やグループ管理方式などの著作権管理方式で著作権管理されるコンテンツで
あってもよいし，或いは，著作権管理されないコンテンツであってもよい。
【００４７】
　情報処理装置１０は，コンテンツを記録及び再生することが可能な記録再生装置である
。より具体的には，情報処理装置１０は，例えば，パーソナルコンピュータ（Ｐｅｒｓｏ
ｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ：以下「ＰＣ」という。）等のコンピュータ装置（ノート型，
デスクトップ型を問わない。）で構成されるが，かかる例に限定されず，ネットワーク５
を介した通信機能を有する機器であれば，例えばＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ），家庭用ゲーム機，情報家電などで構成することもできる。
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【００４８】
　この情報処理装置１０は，例えば，ネットワーク５を介して配信サーバ３０との間で通
信接続可能である。この情報処理装置１０は，例えば，コンテンツ配信サービス用のソフ
トウェアや，リッピングコンテンツ共有サービス用のソフトウェアをインストール可能で
ある。これにより，情報処理装置１０は，配信サーバ３０から配信されたコンテンツ（以
下，「配信コンテンツ」）を取得し，この配信コンテンツをストレージ装置や記憶媒体７
などの記録手段に記録することができる。
【００４９】
　また，情報処理装置１０は，例えば，セルフレコーディング（自己録音，録画等）やリ
ッピングなどによって，新規にコンテンツを作成して，ストレージ装置や記憶媒体７に記
録することができる。なお，セルフレコーディングとは，情報処理装置１０自身が有する
撮像装置／集音装置によって撮像／集音した映像／音声等を，映像／音声のデジタルデー
タとして記録することをいう。また，リッピングとは，音楽ＣＤ，ビデオＤＶＤ，ソフト
ウェア用ＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に記録されているデジタル形式のコンテンツデータ（
音声データや映像データ等）を抽出し，コンピュータで処理可能なファイル形式に変換し
て，ストレージ装置や記憶媒体７に記録することをいう。
【００５０】
　情報処理装置１０は，上記配信コンテンツおよびリッピングコンテンツを，例えば，Ａ
ＴＲＡＣ３（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ　Ａｃｏｕｓｔｉｃ　Ｃｏｄｉｎｇ
）方式，またはＭＰ３（ＭＰＥＧ　Ａｕｄｉｏ　Ｌａｙｅｒ－３）方式などの所定の圧縮
符号化方式で圧縮符号化し，ＤＥＳ（Ｄａｔａ　Ｅｎｃｒｙｐｔｉｏｎ　Ｓｔａｎｄａｒ
ｄ）などの暗号化方式で暗号化して記録できる。
【００５１】
　さらに，情報処理装置１０は，上記配信コンテンツやリッピングコンテンツを，他の情
報処理装置１０または携帯型再生装置２０との間で，ネットワーク５やローカルライン９
を介して送受信する，或いは記憶媒体７を介してやり取りすることができる。これにより
，複数の情報処理装置１０，携帯型再生装置２０間で，コンテンツを提供／取得して，コ
ンテンツを共有できる。
【００５２】
　携帯型再生装置２０は，携帯可能なコンテンツ再生装置であるポータブルデバイス（Ｐ
ｏｒｔａｂａｌｅ　Ｄｅｖｉｃｅ：以下「ＰＤ」という。）で構成される。より具体的に
は，携帯型再生装置２０は，例えば数十ＧＢの記憶容量を有するハードディスクドライブ
（ＨＤＤ）を備えた携帯型オーディオプレーヤなどで構成されるが，かかる例に限定され
ず，携帯型映像／音声プレーヤ，ＰＤＡ，携帯電話，ＰＨＳなど，各種の携帯可能な装置
であってもよい。また，携帯型再生装置２０に内蔵された記憶媒体，或いは装填可能なリ
ムーバブル記憶媒体７は，上記ＨＤＤの例に限定されず，光ディスク，光磁気ディスク，
フラッシュメモリ，ＦｅＲＡＭ，及び，磁気メモリなど，ランダムアクセス可能な記憶媒
体であれば構わない。なお，この携帯型再生装置２０は，コンテンツ再生専用機であって
もよい。
【００５３】
　この携帯型再生装置２０は，例えば，ローカルライン９を介して情報処理装置１０にロ
ーカル接続可能であり，情報処理装置１０との間で各種のデータを通信可能である。この
ローカルライン９は，例えば，例えばＵＳＢ（Ｕｎｉｖａｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕ
ｓ）ケーブル，ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ）ケーブル等の有線ケーブルなどで構成される。なお，情報処理装置１０と携帯型
再生装置２０とは，無線通信で通信可能に構成されてもよい。
【００５４】
　かかる携帯型再生装置２０は，ローカルライン９を介して情報処理装置１０から転送さ
れたコンテンツや，リムーバブル記憶媒体７によって提供されたコンテンツを再生するこ
とができる。
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【００５５】
　また，据え置き型の再生装置２１は，例えば，据え置き型の音楽記録／再生装置などで
構成される。この据え置き型の再生装置２１は，上述した携帯型再生装置２０と略同一の
機能を有する。以下では，再生装置として，主に携帯型再生装置２０の例について詳細に
説明するが，当該説明は据え置き型の再生装置２１にも適用されうるものである。
【００５６】
　配信サーバ３０は，サーバ機能を備えたコンピュータ装置などで構成される。この配信
サーバ３０は，コンテンツ配信サービスを提供するサーバであり，ユーザが所有する情報
処理装置１０からの配信要求に応じて，当該情報処理装置１０にネットワーク５を介して
コンテンツを配信する。
【００５７】
　この配信サーバ３０は，例えば，電子音楽配信（ＥＭＤ；Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｍｕ
ｓｉｃ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ）サービスを提供するＥＭＤサーバなどである。この
配信サーバ３０は，配信対象の音楽コンテンツを，例えば，ＡＴＲＡＣ３方式またはＭＰ
３方式などの圧縮符号化方式で圧縮符号化し，ＤＥＳなどの暗号化方式で暗号化した上で
，情報処理装置１０に配信する。また，配信サーバ３０は，暗号化された配信コンテンツ
とともに，当該配信コンテンツを復号するためのコンテンツ鍵を暗号化して，情報処理装
置１０に送信する。また，配信サーバ３０は，上記コンテンツの配信に応じて，コンテン
ツを購入したユーザに対し課金処理を行う。
【００５８】
　ネットワーク５は，上記情報処理装置１０および配信サーバ３０を双方向通信可能に接
続する通信回線網である。このネットワーク５は，例えば，インターネット，電話回線網
，衛星通信網等の公衆回線網や，ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ），ＬＡ
Ｎ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ），ＩＰ－ＶＰＮ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ－Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｐｒｉｖａｔｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等の専用回線網など
で構成されており，有線・無線を問わない。
【００５９】
　さらに，かかるネットワーク５は，私的ネットワークを含むものである。この私的ネッ
トワークとは，著作権管理の観点からみて，私的使用の範囲内でコンテンツを共有する複
数の情報処理装置１０を相互に接続するネットワークである。かかる私的ネットワークの
具体例としては，例えば，同一ユーザによって使用される複数の情報処理装置１０を接続
するネットワークや，同一の家庭内で使用される複数の情報処理装置１０を接続するホー
ムネットワーク，小規模の限られたグループ（会社，友人等）内で使用される複数の情報
処理装置１０を接続するＬＡＮなどが挙げられる。
【００６０】
　リムーバブル記憶媒体７は，コンテンツ，コンテンツの属性情報等の各種データを格納
し，情報処理装置１０や携帯型再生装置２０に脱着可能な記憶媒体であり，例えば，ＤＶ
Ｄ－Ｒ，ＤＶＤ－ＲＷ，ＤＶＤ－ＲＡＭ，ＣＤ－Ｒ，ＣＤ－ＲＷ，光磁気ディスク等の各
種の光ディスクや，フレキシブルディスク，ハードディスク等の磁気ディスク，各種の半
導体メモリなどである。なお，このリムーバブル記憶媒体７は，例えば，暗号鍵等を用い
てコンテンツのコピーや再生等を制限する著作権管理機能付きの記憶媒体であってもよい
。
【００６１】
　このリムーバブル記憶媒体７は，情報処理装置１０間におけるコンテンツの提供／取得
を行うための記憶媒体として機能する。例えば，情報処理装置１０－１によってコンテン
ツが書き込まれたリムーバブル記憶媒体７を，情報処理装置１０－２にローディングして
当該コンテンツを読み出すことにより，情報処理装置１０－１から情報処理装置１０－２
に対しコンテンツを提供することができる。さらに，情報処理装置１０は，ネットワーク
５に接続不能な携帯型再生装置２０との間でも，リムーバブル記憶媒体７を介してコンテ
ンツを提供／取得することができる。また，このリムーバブル記憶媒体７は，情報処理装
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置１０間におけるコンテンツ属性情報の提供／取得を行うための記憶媒体としても機能す
る。さらに，このリムーバブル記憶媒体７は，販売店の店頭等に設けられたコンテンツ販
売端末（図示せず。）に挿入され，ユーザ操作に応じて購入されたコンテンツを記憶して
，情報処理装置１０に提供することもできる。
【００６２】
　＜情報処理装置（ＰＣ）のハードウェア構成＞
　次に，図４に基づいて，本実施形態にかかる情報処理装置１０のハードウェア構成につ
いて説明する。なお，図４は，本実施形態にかかる情報処理装置１０のハードウェア構成
の例を概略的に示すブロック図である。
【００６３】
　図４に示すように，情報処理装置１０は，例えば，ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１０１と，ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０
２と，ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３と，ホストバス１０
４と，ブリッジ１０５と，外部バス１０６と，インタフェース１０７と，入力装置１０８
と，出力装置１１０と，ストレージ装置（ＨＤＤ）１１１と，ドライブ１１２と，接続ポ
ート１１４と，通信装置１１５とを備える。
【００６４】
　ＣＰＵ１０１は，演算処理装置および制御装置として機能し，各種プログラムに従って
動作し，情報処理装置１０内の各部を制御する。ＲＯＭ１０２は，ＣＰＵ１０１が使用す
るプログラムや演算パラメータ等を記憶する。ＲＡＭ１０３は，ＣＰＵ１０１の実行にお
いて使用するプログラムや，その実行において適宜変化するパラメータ等を一次記憶する
。これらはＣＰＵバスなどから構成されるホストバス１０４により相互に接続されている
。
【００６５】
　ホストバス１０４は，ブリッジ１０５を介して，ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ／Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）バスなどの外部バス
１０６に接続されている。
【００６６】
　入力装置１０８は，例えば，マウス，キーボード，タッチパネル，ボタン，スイッチ，
レバー等の操作手段と，入力信号を生成してＣＰＵ１０１に出力する入力制御回路などか
ら構成されている。情報処理装置１０のユーザは，この入力装置１０８を操作することに
より，情報処理装置１０に対して各種のデータを入力したり，処理動作を指示したりする
ことができる。
【００６７】
　出力装置１１０は，例えば，ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）ディスプレ
イ装置，液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）装置，ランプ等の表示装置と，スピーカ等の音声出
力装置などで構成される。この出力装置１１０は，例えば，再生されたコンテンツを出力
する。具体的には，表示装置は再生された映像データ等の各種情報をテキストまたはイメ
ージで表示する。一方，音声出力装置は，再生された音声データ等を発音する。
【００６８】
　ストレージ装置１１１は，本実施形態にかかる情報処理装置１０の記憶部の一例として
構成されたデータ格納用の装置であり，例えば，ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖ
ｅ）で構成される。このストレージ装置１１１は，記憶媒体であるハードディスクを駆動
し，ＣＰＵ１０１が実行するプログラムや各種データを格納する。
【００６９】
　ドライブ１１２は，記憶媒体用リーダライタであり，情報処理装置１０に内蔵，或いは
外付けされる。このドライブ１１２は，情報処理装置１０にローディングされた磁気ディ
スク，光ディスク，光磁気ディスク，または半導体メモリ等のリムーバブル記憶媒体７に
対して，コンテンツ，コンテンツの属性情報などの各種データを記録／再生する。
【００７０】
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　具体的には，ドライブ１１２は，リムーバブル記憶媒体７に記録されているデータを読
み出して，インタフェース１０７，外部バス１０６，ブリッジ１０５，およびホストバス
１０４を介して接続されているＲＡＭ１０３に供給する。ＣＰＵ１０１は，必要に応じて
，これらのデータをＲＯＭ１０２またはストレージ装置１１１などに格納する。一方，ド
ライブ１１２は，ＲＯＭ１０２またはストレージ装置１１１などに格納されているデータ
や，新たに生成したデータ，外部装置から取得したデータをＣＰＵ１０１から受け取り，
リムーバブル記憶媒体７に書き込む。
【００７１】
　接続ポート１１４は，例えば携帯型再生装置２０等の外部周辺機器を接続するためのポ
ートであり，例えば，ＵＳＢ，ＩＥＥＥ１３９４等の接続端子を有する。接続ポート１１
４は，インタフェース１０７，および外部バス１０６，ブリッジ１０５，ホストバス１０
４等を介してＣＰＵ１０１等に接続されている。かかる接続ポート１１４によって，情報
処理装置１０は，携帯型再生装置２０とローカルライン９を介して，コンテンツおよびそ
の属性情報，制御信号などの各種のデータを通信可能となる。本接続ポート１１４は，有
線通信に限らず，無線通信により，携帯型再生装置２０と通信接続可能である。例えば，
本接続ポート１１４は，Bluetooth, 802.11a/b/g等に対応することもできる。
【００７２】
　通信装置１１５は，例えば，ネットワーク５に接続するための通信デバイス等で構成さ
れた通信インタフェースである。この通信装置１１５は，他の情報処理装置（ＰＣ）１０
や配信サーバ３０等の外部機器との間で，ネットワーク５を介して，コンテンツおよびそ
の属性情報，制御信号などの各種データを送受信する。本通信装置１１５は，例えば，Et
hernet（登録商標）や，Giga Ethernet（登録商標）に対応し，また，無線アクセスポイ
ントとダイレクトに通信可能な環境においては，例えば，Bluetooth, 802.11a/b/g等の無
線通信に対応していればよい。
【００７３】
　なお，配信サーバ３０のハードウェア構成は，上述の情報処理装置１０のハードウェア
構成とほぼ同様であるので，説明を省略する。
【００７４】
　＜携帯型再生装置（ＰＤ）のハードウェア構成＞
　まず，図５に基づいて，本実施形態にかかる携帯型再生装置２０のハードウェア構成に
ついて説明する。なお，図５は，本実施形態にかかる携帯型再生装置２０のハードウェア
構成の例を概略的に示すブロック図である。
【００７５】
　図５に示すように，携帯型再生装置２０は，例えば，メイン制御装置２０１と，フラッ
シュメモリ２０２と，ＲＡＭ２０３と，データ処理装置２０４と，バス２０６と，入力装
置２０８と，表示装置２１０と，ストレージ装置（ＨＤＤ）２１１と，デコーダ２１３と
，通信装置２１５と，オーディオ出力回路２１６と，リモートコントローラ２１８と，ヘ
ッドフォン２１９と，上記携帯型再生装置２０の各部に電力供給するバッテリ（図示せず
。）とを備える。
【００７６】
　メイン制御装置２０１は，制御装置として機能し，携帯型再生装置２０の各部を制御す
る。フラッシュメモリ２０２は，例えば，メイン制御装置２０１の動作を規定したプログ
ラムや，各種のデータを記憶する。また，ＲＡＭ２０３は，例えばＳＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃ
ｈｒｏｎｏｕｓ　ＤＲＡＭ）で構成され，メイン制御装置２０１の処理に関する各種デー
タを一次記憶する。
【００７７】
　データ処理装置２０４は，システムＬＳＩ等で構成され，携帯型再生装置２０内で転送
されるデータを処理する。バス２０６は，メイン制御装置２０１，フラッシュメモリ２０
２，ＲＡＭ２０３，データ処理装置２０４，入力装置２０８，表示装置２１０，ストレー
ジ装置（ＨＤＤ）２１１，デコーダ２１３，通信装置２１５およびオーディオ出力回路２
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１６などを接続するデータ線である。
【００７８】
　入力装置２０８とリモートコントローラ２１８は，例えば，タッチパネル，ボタンキー
，レバー，ダイヤル等の操作手段と，ユーザによる操作手段に対する操作に応じて入力信
号を生成してメイン制御装置２０１に出力する入力制御回路などから構成されている。携
帯型再生装置２０のユーザは，この入力装置２０８や，後述のリモートコントローラ２１
８を操作することにより，携帯型再生装置２０に対して各種のデータを入力したり処理動
作を指示したりすることができる。
【００７９】
　表示装置２１０は，例えばＬＣＤパネルおよびＬＣＤ制御回路や，有機ＥＬ（Ｏｒｇａ
ｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）パネルおよび有機ＥＬ制御回路な
どで構成される。この表示装置２１０は，メイン制御装置２０１の制御に応じて，各種情
報をテキストまたはイメージで表示する。例えば，携帯型再生装置２０内に保有されてい
るコンテンツの属性情報（タイトル名，アルバム名，アーティスト名，評価値など）を表
示できる。
【００８０】
　ストレージ装置２１１は，本実施形態にかかる携帯型再生装置２０の記憶部の一例とし
て構成されたデータ格納用の装置である。このストレージ装置２１１は，例えば数十ＧＢ
の記憶容量を有するハードディスクドライブ（ＨＤＤ）で構成され，圧縮されたコンテン
ツや，メイン制御装置２０１のプログラム，処理データ等の各種のデータを格納する。な
お，携帯型再生装置２０が具備する記憶媒体としては，このハードディスクドライブ以外
にも，フラッシュメモリ２０２等の半導体メモリや，リムーバブル記憶媒体７を採用でき
る。
【００８１】
　デコーダ２１３は，暗号化されているコンテンツデータの復号処理，デコード処理，サ
ラウンド処理，ＰＣＭデータへの変換処理などを行う。
【００８２】
　通信装置２１５は，ＵＳＢコントローラおよびＵＳＢ端子などで構成され，ＵＳＢケー
ブル等のローカルライン９介して接続された情報処理装置１０との間で，コンテンツ，コ
ンテンツの属性情報，制御信号などの各種データを送受信する。本通信装置２１５は，有
線通信に限らず，無線通信により，情報処理装置１０と通信接続可能である。例えば，本
通信装置２１５は，Bluetooth, 802.11a/b/g等に対応することもできる。
【００８３】
　オーディオ出力回路２１６は，デコーダ２１３により復号され，ＣＰＵによってＤＡ変
換されたアナログ音声データを増幅してリモートコントローラ２１８に出力する。このア
ナログ音声データは，リモートコントローラ２１８からヘッドフォン２１９に出力され，
ヘッドフォン２１９に内蔵されたスピーカから出力される。
【００８４】
　ここで，このようなハードウェア構成の携帯型再生装置２０における主なデータフロー
について説明する。
【００８５】
　まず，携帯型再生装置（ＰＤ）２０が，情報処理装置（ＰＣ）１０から，コンテンツを
受信したときのデータフローについて説明する。携帯型再生装置２０と情報処理装置１０
とが，ＵＳＢケーブル等のローカルライン９で接続されると，情報処理装置１０では，携
帯型再生装置２０は外部記憶媒体（ＨＤＤ）として認識される。この状態で，情報処理装
置１０が携帯型再生装置２０にコンテンツデータおよび制御情報を送信すると，通信装置
２１５は，これらのデータを受信する。次いで，受信されたコンテンツデータは，通信装
置２１５によってストレージ装置２１１に直接記憶される。一方，通信装置２１５によっ
て受信された制御情報は，データ処理装置２０４を経由して，メイン制御装置２０１に入
力され，所定の記憶領域に記憶される。
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【００８６】
　次に，携帯型再生装置（ＰＤ）２０が，コンテンツを再生するときのデータフローにつ
いて説明する。まず，コンテンツの再生要求がメイン制御装置２０１に入力され，メイン
制御装置２０１によって当該コンテンツの再生が許可された場合には，データ処理装置２
０４は，再生対象のコンテンツをストレージ装置２１１から読み出して，ＲＡＭ２０３に
転送すると同時並行して，ＲＡＭ２０３に転送されたコンテンツをデコーダ２１３に転送
する。次いで，デコーダ２１３は，暗号化されているコンテンツの復号処理，デコード処
理，サラウンド処理，ＰＣＭデータへの変換処理などを行い，メイン制御装置２０１に転
送する。さらに，メイン制御装置２０１は，入力されたＰＣＭデータを，ＤＡ変換器（図
示せず。）によってボリューム調整を行いアナログ音声データに変換して，オーディオ出
力回路２１６のアンプに転送する。オーディオ出力回路２１６は，このアナログ音声デー
タをリモートコントローラ２１８を介して，ヘッドフォン２１９から出力する。
【００８７】
　＜携帯型再生装置（ＰＤ）の機能構成＞
　次に，図６に基づいて，本実施形態にかかる携帯型再生装置２０の主な機能について説
明する。なお，図６は，本実施形態にかかる携帯型再生装置２０の機能を概略的に示すブ
ロック図である。
【００８８】
　図６に示すように，携帯型再生装置２０は，例えば，コンテンツ記憶部２２０と，再生
操作部２２２と，再生部２２４と，日時情報生成部２２６と，再生履歴生成部２２８と，
再生履歴記憶部２３０と，削除指示受付部２３２と，削除コンテンツ記憶部２３４と，転
送部２３６と，通信部２３８と，取得部２４０と，ターミナル記憶部２４４と，評価値入
力部２４６と，表示制御部２４８と，表示部２５０と，を主に備える。
【００８９】
　コンテンツ記憶部２２０は，例えば，ＨＤＤ等のストレージ装置２１１，フラッシュメ
モリ２０２，リムーバブル記憶媒体７などの記憶媒体で構成され，複数のコンテンツを記
憶する機能を有する。コンテンツ記憶部２２０に記憶されているコンテンツには，コンテ
ンツを一意に識別するコンテンツＩＤが付加されている。コンテンツ記憶部２２０に記憶
されているコンテンツは，例えば，携帯型再生装置２０が情報処理装置１０から転送され
たコンテンツや，リムーバブル記憶媒体７を介して取得したコンテンツなどである。また
，コンテンツ記憶部２２０に記憶されているコンテンツは，携帯型再生装置２０が，配信
サーバ３０や，他の携帯型再生装置２０などの外部装置から取得したコンテンツであって
もよい。
【００９０】
　再生操作部２２２は，携帯型再生装置２０が備える入力装置２０８を介してユーザ入力
された，コンテンツに対する再生操作を受け付けて，受け付けた再生操作の情報を，再生
部２２４に提供する。ユーザが入力可能な再生操作には，例えば，再生するコンテンツの
選択，選択したコンテンツの再生，再生中のコンテンツの早送り，再生中のコンテンツの
巻き戻し，再生中のコンテンツの再生停止（一時停止を含む），再生中のコンテンツのス
キップなどを携帯型再生装置２０に実行させるための操作が含まれる。再生中のコンテン
ツのスキップとは，１のコンテンツを再生している途中で，巻き戻し操作または早送り操
作を行うことによって，再生対象を１のコンテンツから他のコンテンツに切り替えること
をいう。
【００９１】
　かかる再生操作部２２２は，本実施形態にかかる選択部として機能する。即ち，再生操
作部２２２は，後述する表示制御部２４８により表示部２５０に表示されたコンテンツ名
の一覧から，ユーザ入力に応じて１のコンテンツ名を選択し，選択したコンテンツ名のコ
ンテンツの再生を，再生部２２４に指示できる。なお，再生操作部２２２は，再生対象の
コンテンツを所定の基準（プレイリスト等）に基づき，自動的に選択可能に構成すること
もできる。
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【００９２】
　再生部２２４は，コンテンツ記憶部２２０に記憶されているコンテンツを再生する機能
を有する。この再生部２２４は，再生操作部２２２から再生操作の情報を取得し，取得し
た再生操作の情報に基づいて，コンテンツに対する処理を行う。再生部２２４が行うコン
テンツに対する処理には，コンテンツの再生，再生中のコンテンツの早送り，再生中のコ
ンテンツの巻き戻し，再生中のコンテンツの再生停止などが含まれる。
【００９３】
　再生部２２４は，コンテンツに対する各処理を開始すると，処理の開始（以後，再生部
２２４によるコンテンツに対する処理の開始を，イベントの発生とも称する。）を再生履
歴生成部２２８に通知する。再生部２２４は，イベントの発生を通知する際に，開始した
処理の種別（コンテンツの再生，再生中のコンテンツの早送り，再生中のコンテンツの巻
き戻し，再生中のコンテンツの再生停止など。以後，開始した処理の種別を，イベント種
別とも称する。）と，処理対象のコンテンツの識別情報（例えば，コンテンツＩＤ）とを
再生履歴生成部２２８に提供する。
【００９４】
　日時情報生成部２２６は，日時の情報を生成する。詳細には，日時情報生成部２２６は
，携帯型再生装置２０の内蔵時計から日付と時刻を取得し，日付と時刻の情報が含まれる
日時情報を生成する。日時情報生成部２２６は，再生履歴生成部２２８からの要求を受け
て日時情報を生成し，生成した日時情報を再生履歴生成部２２８に出力する。
【００９５】
　再生履歴生成部２２８は，再生部２２４によるコンテンツに対する処理内容を表す再生
履歴情報を生成し，再生履歴記憶部２３０に記録する機能を有する。具体的には，再生履
歴生成部２２８は，再生部２２４が行うコンテンツに対する処理に応じて，イベントログ
を生成し，生成したイベントログを再生履歴記憶部２３０に書き込む機能を有する。なお
，このイベントログは，コンテンツの再生履歴を表す再生履歴情報に相当する。
【００９６】
　詳細には，再生履歴生成部２２８は，イベントの発生を再生部２２４から通知される。
再生履歴生成部２２８は，イベントの発生の通知を受けると，日時情報生成部２２６から
日時情報を取得し，取得した日時情報と，イベントの発生の通知に含まれるイベント種別
と処理対象のコンテンツＩＤとを関連付けてイベントログを生成する。そして，生成した
イベントログを，イベントログが時系列に並ぶように再生履歴記憶部２３０に書き込む。
【００９７】
　再生履歴記憶部２３０は，例えば，ＨＤＤ等のストレージ装置２１１，フラッシュメモ
リ２０２などで構成され，再生履歴生成部２２８によって生成されたイベントログを記憶
する。
【００９８】
　ここで，図７～図１０を参照して，イベントログについて詳細に説明する。図７は，再
生操作とイベントログとの関係を示す説明図である。図７中の「ＣＩＤ１」「ＣＩＤ２」
はコンテンツＩＤを示し，「Ｐｌａｙ」はコンテンツの再生，「ＦＦ」は再生中のコンテ
ンツの早送り，「Ｐａｕｓｅ」は再生中のコンテンツの一時停止，「Ｓｔｏｐ」は再生中
のコンテンツの再生停止を示す。また，図７中のｔは時間の経過を示しており，ｔ１～ｔ

７は，再生操作に基づく各イベントが発生した日時を示す。
【００９９】
　まず，ユーザによる再生操作と，その再生操作に応じて行われる再生部２２４の処理と
を図７（ａ）を参照して説明する。図７（ａ）の例によれば，ユーザはまずＣＩＤ１のコ
ンテンツの再生を携帯型再生装置２０に指示し，その指示に応じて再生部２２４が日時ｔ

１にＣＩＤ１のコンテンツの再生を開始する。次に，ユーザは，ＣＩＤ１のコンテンツの
再生中に，再生中のコンテンツの早送りを携帯型再生装置２０に指示し，その指示に応じ
て再生部２２４が日時ｔ２にＣＩＤ１のコンテンツの早送りを開始する。ユーザが早送り
の指示を解除すると，再生部２２４は，指示が解除された時点，すなわち日時ｔ３から再
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び，ＣＩＤ１のコンテンツの再生を開始する。
【０１００】
　次に，ユーザは，ＣＩＤ１のコンテンツの再生中に，再生中のコンテンツの一時停止を
携帯型再生装置２０に指示し，その指示に応じて再生部２２４が日時ｔ４にＣＩＤ１のコ
ンテンツの再生停止を開始する。ユーザが一時停止の指示を解除すると，再生部２２４は
，指示が解除された時点，すなわち日時ｔ５から再び，ＣＩＤ１のコンテンツの再生を開
始する。続いて，ユーザの指示を受けることなく，日時ｔ６で再生部２２４はＣＩＤ２の
コンテンツの再生を開始する。これは，ＣＩＤ１のコンテンツの再生が，ＣＩＤ１のコン
テンツを構成するコンテンツデータの最後まで行われて，その後，再生順序がＣＩＤ１の
次であるＣＩＤ２のコンテンツの再生が自動的に開始されたことを示す。そして，ＣＩＤ
２のコンテンツの再生中に，ユーザは再生中のコンテンツの再生停止を携帯型再生装置２
０に指示し，その指示に応じて再生部２２４が日時ｔ７でＣＩＤ２のコンテンツの再生停
止を開始する。
【０１０１】
　上記のように，再生部２２４は，ユーザによるコンテンツの再生操作に応じて，コンテ
ンツに対する各処理を開始する。そして，再生部２２４は，ユーザの指示に応じて，ある
処理（第１の処理とする）を開始した後，ユーザの指示に応じて次の処理（第２の処理と
する）を開始するまでの間，継続して第１の処理を行う。つまり，再生部２２４は，ｔ１

からｔ２の間は再生処理，ｔ２からｔ３の間は早送り処理，ｔ３からｔ４の間は再生処理
，ｔ４からｔ５の間は一時停止処理，ｔ５からｔ７の間は再生処理をそれぞれ行う。
【０１０２】
　再生部２２４による各処理の開始は，イベントの発生として再生履歴生成部２２８に通
知される。そして，イベント発生ごとに再生履歴生成部２２８によりイベントログが生成
され，生成されたイベントログは再生履歴記憶部２３０に記録される。イベントログは，
１イベント１レコードとして生成され，イベントの発生順で時系列をなして記録される。
また，イベントログには，処理対象のコンテンツを識別するために，コンテンツＩＤも含
まれる。図７（ａ）に示した各イベントの発生状況に基づいて生成されたイベントログを
図７（ｂ）に示した。図７（ｂ）に示すように，各イベントの発生に対応して，Ｒｅｃｏ
ｒｄ＃１～Ｒｅｃｏｒｄ＃９で示されるイベントログが生成される。Ｒｅｃｏｒｄ＃１と
Ｒｅｃｏｒｄ＃７は，処理対象のコンテンツを特定するためのレコードである。再生履歴
記憶部２３０には，コンテンツＩＤが格納されたレコードに続いて，イベントの発生日時
（ｔ１～ｔ７）とイベント種別（ＰＬＡＹ，ＦＦ，ＳＴＯＰなど）とが格納されたレコー
ドが，イベントの発生日時順に記録される。
【０１０３】
　図９に，再生履歴記憶部２３０に記憶されるイベントログのデータフォーマットの一例
を挙げ，図７（ｂ）のイベントログをかかるフォーマットで再生履歴記憶部２３０に格納
した場合のレコード例を示した。図９に示すように，再生履歴記憶部２３０には，８バイ
ト単位でイベントログが記憶される。１バイト目（符号２８０，符号２８４等）にはイベ
ントＩＤが格納され，イベントＩＤに続いてコンテンツＩＤ（符号２８２）または日時情
報（符号２８６）が格納される。
【０１０４】
　イベントＩＤについて図８を参照して説明する。イベントＩＤは，イベント種別を示す
ＩＤである。図示のように，各イベントＩＤ２７０は各々処理内容２７２と対応付けられ
おり，イベントＩＤ「００」はコンテンツの開始を示し，「０１」はコンテンツの再生，
「０２」は再生停止，「０３」は早送り，「０４」は巻き戻しを示す。かかる対応付けに
基づいて，図７（ｂ）および図９を参照する。
【０１０５】
　図７（ｂ）のＲｅｃｏｒｄ＃１は，図９では，１バイト目に格納されるイベントＩＤ「
００」と，その次に格納されるコンテンツＩＤ２８２に対応する。なお，本例では，コン
テンツＩＤを２４バイトとしたため，イベントＩＤ「００」が格納される８バイトのレコ
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ード中の２バイト目から８バイト目までを空白とし，次の３レコード（８バイト×３＝２
４バイト）を使用してコンテンツＩＤを格納している。
【０１０６】
　図７（ｂ）のＲｅｃｏｒｄ＃２は，図９では，１バイト目に格納されるイベントＩＤ「
０１」（符号２８４）と，イベントＩＤに続いて格納される日時情報ｔ１（符号２８６）
に対応する。日時情報は，８バイトで構成される１レコード中の２バイト目から８バイト
目までの７バイトを使用して格納される。
【０１０７】
　図７（ｂ）のＲｅｃｏｒｄ＃３は，図９では，１バイト目に格納されるイベントＩＤ「
０３」と，イベントＩＤに続いて格納される日時情報ｔ２に対応する。以後，上記と同様
に，図７（ｂ）のＲｅｃｏｒｄ＃４～Ｒｅｃｏｒｄ＃９が，図９に示したフォーマットで
再生履歴記憶部２３０に格納される。
【０１０８】
　図１０に，ユーザによる再生操作の種類と，各再生操作に応じて作成されるイベントロ
グとを対応付けて示した。携帯型再生装置２０には，入力装置として例えばボタンが備え
られており，ユーザはそのボタンを操作して，Ｎｅｘｔ，Ｓｅａｒｃｈ，Ｐｒｅｖ，Ｒｅ
ｐｅａｔ，Ｐａｕｓｅ，Ｒｅｗ，ＦＦの各指示を携帯型再生装置２０に与えることができ
る。また，Ｎｅｘｔは，コンテンツの再生がされている状態においては，再生中のコンテ
ンツの次の再生順序とされるコンテンツを再生させる指示である。Ｓｅａｒｃｈは，検索
されたコンテンツを再生させる指示である。また，Ｐｒｅｖは，コンテンツの再生がされ
ている状態においては，再生中のコンテンツの前の再生順序とされるコンテンツを再生さ
せる指示である。Ｒｅｐｅａｔは，コンテンツの再生がされていない状態で，直前に再生
されたコンテンツを再度再生させる指示である。または，Ｒｅｐｅａｔは，コンテンツの
再生がされている状態においては，再生中のコンテンツを再度再生させる指示である。Ｐ
ａｕｓｅは，再生中のコンテンツの再生を一時的に停止させる指示である。Ｒｅｗは，再
生中のコンテンツを巻き戻しさせる指示である。ＦＦは，再生中のコンテンツを早送りさ
せる指示である。
【０１０９】
　Ｒｅｗで曲をまたぐ場合とは，再生中のコンテンツを巻き戻しさせる指示をし，かつ，
再生対象が再生中のコンテンツから他のコンテンツ（再生順序が再生中のコンテンツより
も前のコンテンツ）に移動するまで巻き戻しをさせた場合である。同様に，ＦＦで曲をま
たぐ場合とは，再生中のコンテンツを早送りさせる指示をし，かつ，再生対象が再生中の
コンテンツから他のコンテンツ（再生順序が再生中のコンテンツよりも後のコンテンツ）
に移動するまで早送りをさせた場合である。換言すると，ＲｅｗまたはＦＦで曲をまたぐ
場合は，ユーザにより再生中のコンテンツのスキップが指示された場合に相当する。
【０１１０】
　ユーザの再生操作により，ＮｅｘｔまたはＳｅａｒｃｈの指示がされた場合には，図示
のように，再生されていたコンテンツ（ＣＩＤ１）の再生停止（Ｓｔｏｐ）がイベントロ
グとして記録された後に，ＮｅｘｔまたはＳｅａｒｃｈにより指定されたコンテンツのコ
ンテンツＩＤ（ＣＩＤ２）が記録され，続いて再生開始（Ｐｌａｙ）が記録される。
【０１１１】
　ユーザの再生操作により，Ｐｒｅｖの指示がされた場合には，図示のように，再生され
ていたコンテンツ（ＣＩＤ１）の再生停止（Ｓｔｏｐ）がイベントログとして記録された
後に，Ｐｒｅｖにより指定されたコンテンツのコンテンツＩＤ（ＣＩＤ１）が記録され，
続いて再生開始（Ｐｌａｙ）が記録される。
【０１１２】
　ユーザの再生操作により，Ｒｅｐｅａｔの指示がされた場合には，図示のように，再生
されていたコンテンツ（ＣＩＤ１）の再生停止（Ｓｔｏｐ）がイベントログとして記録さ
れた後に，Ｒｅｐｅａｔにより再度再生されるコンテンツのコンテンツＩＤ（ＣＩＤ１）
が記録され，続いて再生開始（Ｐｌａｙ）が記録される。
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【０１１３】
　ユーザの再生操作により，Ｐａｕｓｅの指示がされた場合には，図示のように，再生さ
れていたコンテンツ（ＣＩＤ１）の再生停止（Ｓｔｏｐ）がイベントログとして記録され
，その後，Ｐａｕｓｅの解除に伴って再開された同コンテンツの再生が，再生開始（Ｐｌ
ａｙ）として記録される。
【０１１４】
　ユーザの再生操作により，Ｒｅｗの指示がされた場合には，図示のように，再生されて
いたコンテンツ（ＣＩＤ１）の再生停止（Ｓｔｏｐ）がイベントログとして記録され，そ
の後，Ｒｅｗの解除に伴って再開された同コンテンツの再生が，再生開始（Ｐｌａｙ）と
して記録される。ＦＦの指示がされた場合も同様である。
【０１１５】
　ユーザの再生操作により，Ｒｅｗの指示がされ曲をまたいだ場合には，図示のように，
再生されていたコンテンツ（ＣＩＤ１）の再生停止（Ｓｔｏｐ）がイベントログとして記
録され，その後，Ｒｅｗの解除に伴って再生が開始されたコンテンツのコンテンツＩＤ（
ＣＩＤ２）と，再生開始（Ｐｌａｙ）が記録される。ＦＦの指示がされた場合も同様であ
る。
【０１１６】
　以上，イベントログについて詳細に説明した。携帯型再生装置２０は，上述のように，
イベントログに，コンテンツに対する処理の内容と，各処理の開始日時とを含ませること
により，ユーザによるコンテンツの再生操作の状況をイベントログに反映させることがで
きる。ユーザによるコンテンツの再生操作の状況には，例えば，ユーザがコンテンツを再
生させた時期や回数，コンテンツの再生中に巻き戻しや早送りをした回数，コンテンツを
スキップした回数などが含まれる。
【０１１７】
　ここで，再び図６に戻り，携帯型再生装置２０の機能構成についての説明を続ける。
【０１１８】
　削除指示受付部２３２は，ユーザ入力に応じて，コンテンツ記憶部２２０に記憶されて
いる複数のコンテンツの削除指示を受けると，当該削除指示されたコンテンツに対応する
コンテンツＩＤを，削除コンテンツ記憶部２３４に記録する。具体的には，削除指示受付
部２３２は，削除予定リストを生成して削除コンテンツ記憶部２３４に記憶する。この削
除予定リストは，携帯型再生装置２０においてユーザにより削除指示を受けたコンテンツ
に対応するコンテンツＩＤのリストである。なお，削除指示受付部２３２は，削除予定リ
スト以外にも，削除指示されたコンテンツを特定できる情報（例えば，タイトル名，アル
バム名，アーティスト名等のコンテンツの属性情報）を記録するようにしてもよい。
【０１１９】
　削除コンテンツ記憶部２３４は，例えば，ＨＤＤ等のストレージ装置２１１，フラッシ
ュメモリ２０２などで構成され，上記削除予定リストを記憶する。
【０１２０】
　転送部２３６は，情報処理装置１０や配信サーバ３０等の外部装置からの転送要求に応
じて，再生履歴記憶部２３０に記憶されたイベントログ（再生履歴情報）を，通信部２３
８を介して，当該外部装置に転送する機能を有する。詳細には，転送部２３６は，接続さ
れている情報処理装置１０からの要求を受けると，再生履歴記憶部２３０からイベントロ
グを読み出し，読み出したイベントログを上記接続されている情報処理装置１０に送信す
る。
【０１２１】
　また，転送部２３６は，情報処理装置１０の要求に応じて，コンテンツ記憶部２２０に
記憶されている１又は２以上のコンテンツに対応する演算評価値を，ターミナル記憶部２
４４から読み出して，上記再生履歴情報と共に，或いは単独で，情報処理装置１０に転送
する。これにより，情報処理装置１０は，転送された演算評価値と，情報処理装置１０に
記憶されている当該コンテンツの演算評価値とを例えば平均して，当該コンテンツに対応
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する新たな演算評価値を作成して，携帯型再生装置２０に送信することができる。
【０１２２】
　また，転送部２３６は，コンテンツ記憶部２２０に記憶されている１又は２以上のコン
テンツに対応する入力評価値が，評価値記憶部としてのターミナル記憶部２４４に記憶さ
れている場合には，情報処理装置１０の要求に応じて，当該各入力評価値をターミナル記
憶部２４４から読み出して，上記再生履歴情報と共に，或いは単独で，情報処理装置１０
に転送する。これによって，情報処理装置１０は，転送された入力評価値と，情報処理装
置１０に記憶されている当該コンテンツの入力評価値とを例えば平均して，当該コンテン
ツに対応する新たな入力評価値を作成して，携帯型再生装置２０に送信することができる
。
【０１２３】
　また，転送部２３６は，情報処理装置１０からの要求に応じて，上記イベントログと共
に，携帯型再生装置２０のデバイスＩＤを当該情報処理装置１０に転送する。このデバイ
スＩＤは，携帯型再生装置２０を識別するための識別子である。かかるデバイスＩＤを送
信することにより，情報処理装置１０に当該デバイスＩＤを記録して，当該デバイスＩＤ
に対応する携帯型再生装置２０を情報処理装置１０に登録することができる。例えば，か
かる登録を条件として，当該デバイスＩＤに対応する携帯型再生装置２０と当該情報処理
装置１０との間で，例えば，コンテンツ，コンテンツの属性情報，再生履歴情報，演算評
価値，入力評価値，削除予定リスト，プレイリストなどの情報を，やり取りできるように
してもよい。これにより，不特定多数の機器間で，これらの情報を共有できないようにで
きる。
【０１２４】
　また，転送部２３６は，携帯型再生装置２０に接続された情報処理装置１０からの要求
に応じて，特定のコンテンツデータの再生履歴情報と共に，削除コンテンツ記憶部２３４
に記憶された削除予定リストを，当該情報処理装置１０に転送することもできる。これに
より，携帯型再生装置２０に接続された情報処理装置１０に対して，携帯型再生装置２０
のコンテンツ記憶部２２０に記憶されているコンテンツの削除を要求し，情報処理装置１
０により当該コンテンツを削除させることができる。
【０１２５】
　つまり，携帯型再生装置２０は，処理能力やバッテリの制約上，自身でコンテンツの削
除を行うことが好適ではない。このため，ユーザからコンテンツの削除を要求された場合
，携帯型再生装置２０はそのコンテンツのコンテンツＩＤを削除予定リストに書き込んで
保存しておく。そして，情報処理装置１０と携帯型再生装置２０が接続された際に，削除
予定リストを送信する。これにより，接続されている情報処理装置１０のコンテンツ更新
部により，この削除予定リストで特定される１又は２以上のコンテンツが，携帯型再生装
置２０のコンテンツ記憶部２２０から削除される。
【０１２６】
　取得部２４０は，情報処理装置１０から各種の情報を取得する機能を有する。具体的に
は，取得部２４０は，携帯型再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０に記憶されているコ
ンテンツの属性情報を含む複数種類の検索表示用テーブル１５（図１，図２参照）を，携
帯型再生装置２０から取得して，ターミナル記憶部２４４に記憶する。また，取得部２４
０は，情報処理装置１０から，コンテンツ，プレイリスト，転送履歴，コンテンツに付加
された評価値であるレーティング（Ｒａｔｉｎｇ）情報などを取得する。取得部２４０は
，このように取得したコンテンツ，プレイリスト等の各種情報を，コンテンツ記憶部２２
０，ターミナル記憶部２４４，プレイリスト記憶部（図示せず。）等の記憶媒体に記録す
る。
【０１２７】
　ターミナル記憶部２４４は，例えば，ＨＤＤ等のストレージ装置２１１，フラッシュメ
モリ２０２などで構成される。このターミナル記憶部２４４は，上記各コンテンツの属性
情報（タイトル（コンテンツ名），アルバム名，アーティスト名，ジャンル，リリース年
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，評価値，イニシャル情報，再生履歴，転送履歴など）を，当該コンテンツのコンテンツ
ＩＤと関連付けて記憶する。このターミナルデータ記憶部２４４は，上記情報処理装置１
０から転送された複数種類の検索表示用テーブル１５を記憶している。この検索表示用テ
ーブル１５は，上記携帯型再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０に記憶されているコン
テンツに関する各種の属性情報を階層化して含むデータテーブルである。この検索表示用
テーブル１５は，携帯型再生装置２０におけるコンテンツ検索時に表示制御部２４８によ
って順次表示される複数の表示画面に１対１対応する階層構造を有する。かかる検索表示
用テーブル１５は，本実施形態にかかる特徴的構成であり，その詳細については後述する
。
【０１２８】
　評価値入力部２４６は，ユーザ入力に応じて，コンテンツ記憶部２２０に記憶されてい
るコンテンツに対応する入力評価値を設定する。例えば，特定のコンテンツの再生中に，
ユーザが所定の操作を行うと，表示制御部２４８により携帯型再生装置２０の表示部２５
０に，入力評価値設定画面が表示される。これに応じて，ユーザが評価値入力操作を行う
と，評価値入力部２４６は，当該評価値入力操作に応じて，入力評価値を例えば「１，２
，３，４，５ポイント」の５段階で設定する。
【０１２９】
　評価値入力部２４６は，このように設定した入力評価値を，対応するコンテンツのコン
テンツＩＤに関連付けて，ターミナル記憶部２４４に記録する。これによって，携帯型再
生装置２０においても，コンテンツの入力評価値を設定して，即時，最新の入力評価値を
コンテンツに関連付けて表示できるようになる。
【０１３０】
　表示制御部２４８は，表示部２５０における各種情報の表示を制御する。詳細には，表
示制御部２４８は，再生操作部２２２によるコンテンツの検索時などには，ユーザの選択
操作内容に応じて，各種の検索画面を表示部２５０に順次表示させる。このとき，表示制
御部２４８は，上記図１で説明したように，上記ターミナル記憶部２４４内に記憶されて
いる検索表示用テーブル１５を，クエリーすることなくそのまま表示できる。
【０１３１】
　この表示制御部２４８は，検索画面を表示するに際しては，検索表示に利用する検索表
示用テーブル１５の種類によって，多様なバリエーションの検索画面を表示できる。例え
ば，表示制御部２４８は，ユーザの第１の操作に応じて，検索表示のために１の検索表示
用テーブル１５を選択し，この検索表示用テーブル１５内に含まれる第１の規則（例えば
読み順）で並べ替えられたコンテンツ名（タイトル）を，表示部２５０に表示する。また
，表示制御部２４８は，第２の操作に応じて，他の検索表示用テーブル１５を選択し，当
該他の検索表示用テーブル１５内に含まれる第２の規則（例えばトラック番号順）で並べ
替えられたコンテンツ名を表示部２５０に表示する。なお，この検索画面の詳細について
は後述する。
【０１３２】
　また，表示制御部２４８はターミナル記憶部２４４内の同一のコンテンツに関する演算
評価値又は入力評価値を読み出し，演算評価値より入力評価値を優先的に表示部２５０に
表示させる。また，あるコンテンツの演算評価値が表示されているときに，評価値入力部
２４６により，当該コンテンツの入力評価値が設定された場合には，表示制御部２４８は
，上記表示中の演算評価値の代わりに，上記設定された入力評価値を表示部２５０に表示
させる。なお，この演算評価値及び入力評価値については後述する。また，表示制御部２
４８は，図示しないプレイリスト記憶部に記憶されているプレイリストを表示部２５０に
表示させることもできる。
【０１３３】
　以上，本実施形態にかかる携帯型再生装置２０の各部の機能構成について説明した。な
お，上記再生操作部２２２，再生部２２４，日時情報生成部２２６，削除指示受付部２３
２，転送部２３６，取得部２４０，評価値入力部２４６，及び表示制御部２４８などは，
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例えば，上記各機能を有するハードウェアとして構成されてもよいし，或いは，上記各機
能をコンピュータに実現させるプログラムを携帯型再生装置２０にインストールすること
によって構成されてもよい。
【０１３４】
　＜情報処理装置（ＰＣ）の機能構成＞
　図１１に示すように，情報処理装置１０は，コンテンツ記憶部１２０と，再生操作部１
２２と，再生部１２４と，日時情報生成部１２６と，再生履歴生成部１２８と，再生履歴
記憶部１３０と，通信部１３２と，接続検知部１３４と，取得部１３６と，再生履歴解析
部１３８と，解析結果記憶部１４０と，評価値演算部１４２と，評価値入力部１４４と，
ホスト記憶部１４６と，プレイリスト生成部１４８，コンテンツ更新部１５０と，コンテ
ンツ特定部１５２と，属性情報抽出部１５４と，テーブル作成部１５６と，転送部１５８
と，配信サービス利用部１６０と，リッピング部１６２と，表示制御部１６４と，表示部
１６６と，を主に備える。
【０１３５】
　このうち，コンテンツ記憶部１２０，再生操作部１２２，再生部１２４，日時情報生成
部１２６，再生履歴生成部１２８，及び再生履歴記憶部１３０は，上述した携帯型再生装
置２０が備えるコンテンツ記憶部２２０，再生部２２４，再生操作部２２２，日時情報生
成部２２６，再生履歴生成部２２８，および再生履歴記憶部２３０とほぼ同様の機能構成
を有するため，説明を省略する。情報処理装置１０は，携帯型再生装置２０と同様に，ユ
ーザによる再生操作に基づいてコンテンツに対する各処理を行い，イベントログを生成し
て記録することができる。
【０１３６】
　なお，コンテンツ記憶部１２０は，例えば，ＨＤＤ等のストレージ装置１１１，半導体
メモリ，リムーバブル記憶媒体７などの記憶媒体で構成され，複数のコンテンツを記憶す
る機能を有する。
【０１３７】
　通信部１３２は，例えば，上記接続ポート１１４や通信装置１１５などで構成されてお
り，ローカルライン９やネットワーク５を介して，携帯型再生装置２０及び配信サーバ３
０との間で各種の情報を通信可能である。
【０１３８】
　接続検知部１３４は，通信部１３２を介して他の外部装置が情報処理装置１０に接続さ
れたことを検知する。具体的には，接続検知部１３４は，接続ポート１１４に携帯型再生
装置２０が，上記ローカルライン９を介してローカル接続されたことを検知し，取得部１
３６に通知する。また，接続検知部１３４は，携帯型再生装置２０と情報処理装置１０と
の連続接続時間を検知することができ，当該連続接続時間が特定時間（例えば１時間）を
経過していることを検知すると，その旨を取得部１３６に通知する。
【０１３９】
　取得部１３６は，携帯型再生装置２０から，コンテンツ，コンテンツの属性情報，イベ
ントログ，演算評価値，入力評価値，プレイリスト等の各種情報を，通信部１３２を介し
て取得する機能を有する。具体的には，取得部１３６は，上記接続検知部１３４から，携
帯型再生装置２０との接続の検知の通知を受けると，接続されている携帯型再生装置２０
から，当該携帯型再生装置２０に記憶されているイベントログを取得する。そして，取得
部１３６は，携帯型再生装置２０から取得したイベントログを再生履歴解析部１３８に出
力する。また，取得部１３６は，携帯型再生装置２０から，当該携帯型再生装置２０内に
記憶されている各コンテンツの演算評価値と入力評価値を取得し，評価値演算部１４２に
出力する。
【０１４０】
　また，取得部１３６は，携帯型再生装置２０から，携帯再生装置２０のコンテンツ記憶
部２２０に記憶されているコンテンツや，当該コンテンツの属性情報，上記検索表示用テ
ーブル１５などを取得することもできる。このように取得されたコンテンツは，コンテン
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ツ記憶部１２０に記憶され，属性情報や検索表示用テーブル１５は，ホストデータベース
１７０に記憶される，或いは，コンテンツ更新部１５０に出力される。また，取得部１３
６は，携帯再生装置２０から，１又は２以上のコンテンツＩＤを含む削除予定リストを取
得し，コンテンツ更新部１５０に出力する。さらに，取得部１３６は，評価値を演算させ
るため，上記取得した削除予定リストを評価値演算部１４２にも出力する。
【０１４１】
　再生履歴解析部１３８は，再生履歴記憶部１３０に記憶されているイベントログ，及び
上記取得部１３６が携帯型再生装置２０から取得したイベントログの解析を行う。以後，
再生履歴記憶部１３０に記憶されているイベントログを，情報処理装置１０のイベントロ
グと称し，取得部１３６が携帯型再生装置２０から取得したイベントログを，携帯型再生
装置２０のイベントログと称する。また，どちらのイベントログでもよい場合は，単にイ
ベントログと称し，双方のイベントログを指す場合には双方のイベントログと称する。
【０１４２】
　具体的には，再生履歴解析部１３８は，イベントログから，各コンテンツの再生開始日
時，再生終了日時，再生回数，休止回数，スキップ回数，リピート回数，および総再生時
間を求める。再生履歴解析部１３８は，イベントログから，コンテンツＩＤが格納された
レコードの直後に位置する再生開始のイベントログに含まれる日時情報を抽出することに
より，各コンテンツＩＤに該当する各コンテンツの再生開始日時を求めることができる。
【０１４３】
　また，再生履歴解析部１３８は，イベントログから，各コンテンツの再生開始日時また
は再生停止のイベントログに含まれる日時情報を抽出することにより，各コンテンツの再
生終了日時を求めることができる。詳細に説明すると，コンテンツＩＤが格納されたレコ
ードの直前に位置する再生停止のイベントログは，その再生停止イベントの発生によって
再生が停止されたコンテンツの再生終了を示している。従って，コンテンツＩＤが格納さ
れたレコードの直前に位置する再生停止のイベントログに含まれる日時情報は，その再生
停止イベントの発生によって再生が停止されたコンテンツの再生終了日時を示す。
【０１４４】
　一方，コンテンツＩＤが格納されたレコードの直前に，再生停止のイベントログが無い
場合には，コンテンツＩＤが格納されたレコードの直後に位置する再生開始のイベントロ
グが，新たなコンテンツの再生開始とともに，直前のコンテンツの再生終了を示している
。従って，コンテンツＩＤが格納されたレコードの直前に，再生停止のイベントログが無
い場合には，コンテンツＩＤが格納されたレコードの直後に位置する再生開始のイベント
ログに含まれる日時情報が，新たなコンテンツの再生開始日時とともに，直前のコンテン
ツの再生終了日時を示す。そこで，再生履歴解析部１３８は，イベントログから，各コン
テンツの再生開始または再生停止のイベントログに含まれる日時情報を抽出することによ
り，各コンテンツの再生終了日時を求めることができる。
【０１４５】
　また，再生履歴解析部１３８は，コンテンツＩＤが格納されたレコードの直後に位置す
る再生開始のイベントログに基づいて，各コンテンツの再生回数を求めることができる。
また，再生履歴解析部１３８は，図８に示した各再生操作に応じたイベントログに基づい
て，各コンテンツの休止回数，スキップ回数，リピート回数を求めることができる。また
，再生履歴解析部１３８は，コンテンツごとに，関連するイベントログを抽出して計算す
ることにより，各コンテンツの総再生時間を求めることができる。
【０１４６】
　再生履歴解析部１３８は，イベントログの解析後，解析結果を解析結果記憶部１４０に
記録する。解析結果記憶部１４０は，ＨＤＤ等のストレージ装置２１１又はフラッシュメ
モリ２０２等の記憶媒体で構成され，再生履歴解析部１３８によるイベントログの解析結
果を記憶する。詳細には，解析結果記憶部１４０には，解析結果として，例えば，各コン
テンツの再生回数，休止回数，スキップ回数，リピート回数，総再生時間の情報が格納さ
れる。また，解析結果記憶部１４０には，解析結果として，例えば，各コンテンツの再生
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開始日時，再生終了日時，１回毎の継続再生時間が格納されてもよい。ここで，図１２お
よび図１３を参照して，解析結果記憶部１４０に記憶される解析結果について説明する。
【０１４７】
　図１２および図１３は，解析結果記憶部１４０に記憶される解析結果の一例を示した図
である。図１２は，再生履歴解析部１３８が，イベントログから各コンテンツについての
再生状況を解析した結果を解析結果記憶部１４０に格納した場合の，解析結果記憶部１４
０の記憶内容を示す（以後，再生状況テーブルとも称する）。図１２に示すように，解析
結果記憶部１４０の再生状況テーブルには，コンテンツごとに，コンテンツＩＤ（ＣＩＤ
）１４０ａ，再生回数１４０ｂ，休止回数１４０ｃ，スキップ回数１４０ｄ，リピート回
数１４０ｅ，および総再生時間１４０ｆが関連付けて記憶されている。
【０１４８】
　再生履歴解析部１３８により解析されたイベントログが，情報処理装置１０のイベント
ログである場合には，再生状況テーブルには，情報処理装置１０において再生されたコン
テンツのコンテンツＩＤ，再生回数，休止回数，スキップ回数，リピート回数，総再生時
間が格納される。再生履歴解析部１３８により解析されたイベントログが，携帯型再生装
置２０のイベントログである場合には，再生状況テーブルには，携帯型再生装置２０にお
いて再生されたコンテンツのコンテンツＩＤ，再生回数，休止回数，スキップ回数，リピ
ート回数，総再生時間が格納される。また，再生履歴解析部１３８により解析されたイベ
ントログが，情報処理装置１０のイベントログおよび携帯型再生装置２０のイベントログ
である場合には，再生状況テーブルには，情報処理装置１０または携帯型再生装置２０の
少なくともいずれかにおいて再生されたコンテンツのコンテンツＩＤ，再生回数，休止回
数，スキップ回数，リピート回数，総再生時間が格納される。情報処理装置１０と携帯型
再生装置２０の双方で再生されたコンテンツについては，情報処理装置１０での再生回数
等と携帯型再生装置２０での再生回数等が合計された値が解析結果記憶部１４０に格納さ
れる。
【０１４９】
　コンテンツＩＤ１４０ａは，コンテンツを一意に識別する識別子である。再生回数１４
０ｂは，コンテンツＩＤ１４０ａによって識別されるコンテンツが再生された回数である
。休止回数１４０ｃは，コンテンツＩＤ１４０ａによって識別されるコンテンツが再生さ
れている途中に再生が停止された回数である。スキップ回数１４０ｄは，コンテンツＩＤ
１４０ａによって識別されるコンテンツが再生されている途中でスキップされた回数であ
る。リピート回数１４０ｅは，コンテンツＩＤ１４０ａによって識別されるコンテンツが
繰り返し再生された回数である。総再生時間１４０ｆは，コンテンツＩＤ１４０ａによっ
て識別されるコンテンツが再生された時間の合計である。なお，総再生時間１４０ｆには
，コンテンツが実際に再生されていた時間の合計が格納されることが望ましい。つまり，
総再生時間１４０ｆに格納される時間には，早送りされていた時間や，巻き戻しをされて
いた時間，再生が停止されていた時間などは含まれないことが望ましい。
【０１５０】
　図１３は，再生履歴解析部１３８が，イベントログから，各コンテンツの再生ごとの履
歴を解析した結果を解析結果記憶部１４０に格納した場合の，解析結果記憶部１４０の記
憶内容を示す（以後，再生履歴テーブルとも称する）。イベントログにおいてコンテンツ
ＩＤが格納されているレコードの直後に位置する再生開始のイベントから，上述の再生終
了までを１つの再生の履歴とする。図１３に示すように，解析結果記憶部１４０の再生履
歴テーブルには，コンテンツＩＤ１４０ａ，再生開始日時１４０ｇ，再生終了日時１４０
ｈ，および継続再生時間１４０ｉが関連付けて記憶されている。
【０１５１】
　再生履歴解析部１３８により解析されたイベントログが，情報処理装置１０のイベント
ログである場合には，再生履歴テーブルには，情報処理装置１０において再生されたコン
テンツの再生開始日時，再生終了日時および継続再生時間が格納される。再生履歴解析部
１３８により解析されたイベントログが，携帯型再生装置２０のイベントログである場合
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には，再生履歴テーブルには，携帯型再生装置２０において再生されたコンテンツの再生
開始日時，再生終了日時および継続再生時間が格納される。また，再生履歴解析部１３８
により解析されたイベントログが，情報処理装置１０のイベントログおよび携帯型再生装
置２０のイベントログである場合には，再生履歴テーブルには，情報処理装置１０または
携帯型再生装置２０のいずれかにおいて再生されたコンテンツの再生開始日時，再生終了
日時および継続再生時間が格納される。
【０１５２】
　コンテンツＩＤ１４０ａは，コンテンツを一意に識別する識別子である。再生開始日時
１４０ｇは，コンテンツＩＤ１４０ａによって識別されるコンテンツの再生が開始された
日時である。詳細には，再生開始日時１４０ｇには，イベントログにおいてコンテンツＩ
Ｄが格納されているレコードの直後に位置する再生開始のイベントログに含まれる日時情
報が格納される。再生終了日時１４０ｈは，コンテンツＩＤ１４０ａによって識別される
コンテンツが，再生開始日時１４０ｇに格納された日時に再生が開始された際の再生終了
日時が格納される。再生終了日時は，上述のように求めることができる。継続再生時間１
４０ｉは，コンテンツＩＤ１４０ａによって識別されるコンテンツが，再生開始日時１４
０ｇに格納された日時に再生が開始された際の継続再生時間が格納される。この継続再生
時間１４０ｉに格納される時間には，巻き戻し，早送り，および一時停止されていた時間
等が含まれないようにしてもよい。詳細には，上述の方法により求めることの可能なコン
テンツの再生終了日時１４０ｈから再生開始日時１４０ｇを減算した時間から，さらに，
巻き戻し，早送り，一時停止されていた時間を減算することにより，実際にコンテンツが
継続再生されていた時間を求めることができる。
【０１５３】
　以上，解析結果記憶部１４０に記憶される解析結果について詳細に説明した。図１１に
戻り，評価値演算部１４２について説明する。
【０１５４】
　評価値演算部１４２は，携帯型再生装置２０のイベントログの解析結果と情報処理装置
１０のイベントログの解析結果とに基づいて，演算評価値を演算する機能を有する。
【０１５５】
　ここで，本実施形態にかかる「演算評価値」と「入力評価値」について詳細に説明する
。本実施形態にかかる通信システム１００では，上記のような各情報処理装置１０及び携
帯型再生装置２０におけるコンテンツの再生履歴（イベントログ）に基づき，各コンテン
ツの評価値を自動的に演算することができる。「演算評価値」は，このようにコンテンツ
の再生履歴情報に基づき自動的に演算された評価値であり，この演算評価値を自動生成し
てコンテンツに関連付けることを「自動レーティング（Ａｕｔｏ－Ｒａｔｉｎｇ）」とい
う。これに対して，「入力評価値」は，ユーザ入力に基づき設定された評価値であり，こ
の入力評価値を手動で設定してコンテンツに関連付けることを「手動レーティング（Ｍａ
ｎｕａｌ－Ｒａｔｉｎｇ）」という。
【０１５６】
　この演算評価値及び入力評価値の用途としては，例えば，（１）ユーザがコンテンツを
検索する際の参考パラメータとしての使用や，（２）ユーザの嗜好性を把握するプロファ
イルデータを算出するための指標としての使用，（３）情報処理装置１０から携帯型再生
装置２０に多数のコンテンツを転送する際に，記憶容量の制限から携帯型再生装置２０内
で削除するコンテンツを選別するための基準としての使用，などがある。
【０１５７】
　以下に，図１４に基づいて，上記演算評価値と入力評価値について具体的に説明する。
なお，図１４は，本実施形態にかかる携帯型再生装置２０でのコンテンツ再生時における
，演算評価値が表示された表示画面４ａと，入力評価値が表示された表示画面４ｂを示す
説明図である。
【０１５８】
　図１４（ａ）に示すように，自動レーティングの演算評価値は，表示画面４ａ上で例え
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ば薄い色の星マーク「☆」の数で表示される。一方，図１４（ｂ）に示すように，手動レ
ーティングの入力評価値は，表示画面４ｂ上で例えば濃い色の星マーク「★」の数で表示
される。このため，ユーザは，双方の評価値を区別できるようになっている。この自動レ
ーティングの演算評価値と，手動レーティングの入力評価値は，ともに例えば５段階（１
ポイントから５ポイント）で表示される。図１４（ａ）の例では，「タイトル１」のコン
テンツの演算評価値は３ポイントであり，図１４（ｂ）の例では，「タイトル３」のコン
テンツの入力評価値は５ポイントである。
【０１５９】
　また，演算評価値は，上記のように，表示される場合には５段階表示であるが，実際の
数値としては，例えば少数点以下一桁（０．１単位）までの値を有している。従って，例
えば，実際の演算評価値の小数点以下を四捨五入して，整数ポイント（０，１，２，３，
４，５ポイント）として表示される。例えば，演算された演算評価値が３．２ポイントで
あっても，３ポイントとして表示される。
【０１６０】
　また，演算評価値の初期値は，コンテンツ配信サービス側で自由に設定することが可能
である。例えば，当該サービス側が特別な設定を行わない場合には，コンテンツの演算評
価値の初期値は，例えば「３．０」に設定される。例えば，配信サーバからのダウンロー
ド，リッピング，他のソフトウェアからのインポート等により取得されたコンテンツの演
算評価値は，初期値の「３．０」に設定される。なお，レーベルやサービス側が推挙した
いコンテンツ（曲）については，例えば３．０以上のポイントを初期値として設定しても
よい。
【０１６１】
　ここで，図１５を参照して，演算評価値の具体的な演算手法（自動レーティングのポイ
ント増減手法）について説明する。自動レーティングでは，各コンテンツに対するユーザ
の嗜好性を反映させる必要があるので，ユーザの嗜好に合うコンテンツ（例えば再生頻度
が高いコンテンツ）に対しては演算評価値が高くなるように演算し，一方，ユーザの嗜好
に合わないコンテンツ（例えば再生頻度が低いコンテンツ）に対しては演算評価値が低く
なるよう演算することが好ましい。
【０１６２】
　まず，ユーザの嗜好に合うコンテンツ（例えば好きな曲）の演算評価値を加算する方式
について説明する。コンテンツが十分な時間にわたり再生され，ユーザによって視聴され
た場合には，当該コンテンツはユーザの嗜好に合うと判断できる。このため，コンテンツ
が特定時間以上継続的に再生される度に，当該コンテンツの評価が高くなるように演算評
価値を演算することが好ましい。
【０１６３】
　そこで，本実施形態では，図１５に示すように，「再生開始後，所定の加算基準時間（
Ｎ秒）以上スキップされないで継続的に再生されたコンテンツ」の演算評価値を，所定の
加算ポイント（例えば０．２ポイント）だけ加算する。即ち，コンテンツの継続再生時間
が，所定の加算基準時間（Ｎ秒）以上であれば，所定の加算ポイントだけ加算する。これ
により，コンテンツの再生開始後，十分に継続再生された場合には，当該コンテンツの評
価が高くなるように演算評価値を演算することができる。
【０１６４】
　例えば，所定の加算基準時間Ｎは，一般的な１つのコンテンツの再生時間（例えば５分
）やユーザの視聴傾向などに応じて，当該一般的な１つのコンテンツの再生時間以下の任
意の時間に設定できる。また，所定の加算ポイントは，ユーザの視聴傾向などに応じて自
由に設定できる。本実施形態では，加算基準時間Ｎが例えば６０秒（１分）に設定され，
所定の加算ポイントが０．２ポイントに設定された例で説明する。
【０１６５】
　この場合，あるコンテンツが６０秒以上再生される度ごとに，当該コンテンツの演算評
価値が０．２ポイントずつ加算されることになる。ただし，演算評価値の上限値（例えば
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５．０）まで増加した場合には，それ以上は加算されない。
【０１６６】
　次に，ユーザの嗜好に合わないコンテンツ（例えば嫌いな曲）の演算評価値を減算する
方式について説明する。ユーザの嗜好に合わないコンテンツに対して当該ユーザが行う操
作としては，「操作１」再生されたコンテンツ（曲）を聴いて気に入らないので，スキッ
プする操作，「操作２」携帯型再生装置２０上で削除を所望するコンテンツを削除予定リ
ストに登録する操作，などが考えられる。
【０１６７】
　そこで，本実施形態では，上記「操作１」に対応するため，図１５に示すように，「再
生開始後，所定の減算基準時間（Ｍ秒）未満でスキップされたコンテンツ」の演算評価値
を，所定の第１の減算ポイント（例えば０．１ポイント）だけ減算する。即ち，コンテン
ツの継続再生時間が，所定の基準時間（Ｍ秒）未満であれば，演算評価値は，所定の第１
の減算ポイントだけ減算される。これにより，コンテンツの再生開始後，早期にスキップ
された場合には，当該コンテンツの評価が低くなるように演算評価値を演算することがで
きる。
【０１６８】
　なお，所定の減算基準時間Ｍは，一般的な１つのコンテンツの再生時間やユーザの視聴
傾向などに応じて，任意の時間に設定できる。この所定の減算基準時間Ｍは，上記所定の
加算基準時間Ｎと同一であってもよいし（Ｎ＝Ｍ），或いは，上記所定の加算基準時間Ｎ
よりも短い時間であってもよい（Ｎ＞Ｍ）。Ｎ＝Ｍである場合には，あるコンテンツが再
生されると，スキップの有無にかかわらず，当該コンテンツの演算評価値を必ず増減させ
るようにすることができる。一方，Ｎ＞Ｍである場合には，あるコンテンツが再生される
と，継続再生時間がＭ以上Ｎ未満のコンテンツに関しては，演算評価値を増減しないよう
にできる。
【０１６９】
　また，所定の第１の減算ポイントは，ユーザの視聴傾向などに応じて自由に設定できる
が，演算評価値が過度に低くならないようにするためには，第１の減算ポイントを上記加
算ポイント「０．２」よりも小さい値にすることが好ましい。本実施形態では，減算基準
時間Ｎは，例えば「６０秒（Ｍ＝Ｎ）」に設定され，所定の減算ポイントが「０．１」ポ
イントに設定された例で説明する。
【０１７０】
　この場合，あるコンテンツが６０秒未満でスキップされる度ごとに，当該コンテンツの
演算評価値が０．１ポイントずつ減算されることになる。ただし，演算評価値の下限値（
例えば１．０）まで減少した場合には，それ以上は減算されない。
【０１７１】
　また，上記「操作２」に対応するため，「削除予定リストに登録されたコンテンツ」の
演算評価値を，所定の第２の減算ポイント（例えば１．０ポイント）だけ減算する。この
所定の第２の減算ポイントは，ユーザの視聴傾向などに応じて自由に設定できるが，コン
テンツの削除指示を行ったユーザの意向を演算評価値に大きく反映させるためには，所定
の第２の減算ポイントを，上記加算ポイント（０．２）及び第１の減算ポイント（０．１
）よりも，数倍以上大きい値に設定することが好ましい。
【０１７２】
　以上の演算基準にしたがい，本実施形態にかかる評価値演算部１４２は，イベントログ
を解析して得られた各コンテンツの再生時間長や，スキップの有無，削除予定リストへの
登録の有無に基づき，演算評価値を自動算出する。
【０１７３】
　一方，手動レーティングに関しては，ユーザが手動で情報処理装置（ＰＣ）１０上でも
携帯型再生装置（ＰＤ）２０上でも，１～５ポイントの５段階で入力評価値を設定するこ
とができる。この入力評価値は，コンテンツの取得直後（例えば，コンテンツの配信直後
，リッピング直後など）には，値を有していない。その後，ユーザ入力に基づき入力評価
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値が設定されると，その後に当該コンテンツの入力設定値がユーザにより再入力されるま
で固定値となる。
【０１７４】
　また，この手動レーティングの入力評価値が，あるコンテンツについて入力設定される
と，この入力評価値が表示され，当該コンテンツの演算評価値は表示されないようになる
。つまり，同一コンテンツについては，演算評価値よりも入力評価値が優先的に表示され
る。従って，通常では，ユーザが表示画面４ａ，表示画面４ｂで確認できるのは，入力評
価値又は演算評価値のいずれか一方のみであり，入力評価値が設定されているコンテンツ
については入力評価値が表示され（図１４（ｂ）参照），入力評価値が設定されていない
コンテンツについては演算評価値が表示される（図１４（ａ）参照）。
【０１７５】
　このような入力評価値の優先表示により，同一の表示画面上で，同一コンテンツに関し
て複数種類の評価値が表示される煩雑さ，及びユーザの混乱を防止でき，また，ユーザの
意向を尊重した評価値を表示できる。しかし，かかる例に限定されず，入力評価値よりも
演算評価値を優先的に表示するようにしてもよいし，或いは，双方の評価値を同一画面上
に表示するようにしてもよい。
【０１７６】
　なお，入力評価値の設定表示後も，自動レーティングの演算評価値は記憶され続け，コ
ンテンツ再生に伴う当該演算評価値の演算処理も継続的に行われる。また，ユーザが特定
の操作を行えば，手動レーティングの入力評価値の表示を外して，自動レーティングの演
算評価値を再表示することもできる。これにより，ユーザは，入力評価値の設定後であっ
ても演算評価値を確認できる。
【０１７７】
　また，本実施形態にかかる自動レーティングでは，携帯型再生装置２０から情報処理装
置１０にイベントログを送信して，情報処理装置１０で演算評価値を演算した後に，携帯
型再生装置２０に演算評価値を転送する構成である。従って，携帯型再生装置２０でコン
テンツが再生されてイベントログが記録されたとしても，携帯型再生装置２０において，
そのイベントログが演算評価値に即時反映されることはない。一方，手動レーティングに
関しては，新たに入力設定された入力評価値は，情報処理装置１０及び携帯型再生装置２
０の表示画面上に即時反映される。
【０１７８】
　以上のように，本実施形態では，自動レーティングでの演算評価値と，手動レーティン
グでの入力評価値という２種類の評価値に基づき，各コンテンツを評価することができる
。
【０１７９】
　また，一般に，再生装置，特に，携帯型再生装置（ＰＤ）２０では，情報処理装置（Ｐ
Ｃ）１０と比べて，プロセッサの処理能力が低い上に，バッテリ面での制約がある。従っ
て，携帯型再生装置２０で再生履歴に基づき評価値を自動的に演算するようにすると，演
算処理に時間がかかるだけでなく，バッテリが消耗してしまうという問題がある。
【０１８０】
　しかし，本実施形態にかかる自動レーティングでは，携帯型再生装置２０の代わりに情
報処理装置１０の評価値演算部１４２が，演算評価値の演算処理を実行し，携帯型再生装
置２０に演算結果である演算評価値を転送する構成である。これにより，演算評価値を迅
速に演算でき，携帯型再生装置２０のバッテリ消耗を節減できる。
【０１８１】
　また，評価値演算部１４２は，情報処理装置１０と携帯型再生装置２０との接続の有無
にかかわらず，例えば，情報処理装置１０の再生部１２４により１のコンテンツの再生処
理がなされる度（コンテンツの再生イベントが発生する度）ごとに，当該再生処理に応じ
た再生履歴情報（イベントログの解析結果）に基づき，情報処理装置１０の演算評価値を
演算することもできる。これにより，ホスト記憶部１４６に記憶されている情報処理装置
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１０の演算評価値を，個々のコンテンツの再生処理ごとにダイナミックに更新していくこ
とができる。
【０１８２】
　また，評価値演算部１４２は，取得部１３６により取得された携帯型再生装置２０の演
算評価値と，ホスト記憶部１４６に記憶されている情報処理装置１０の演算評価値とを合
算（例えば，双方の平均値を算出）して，新たな演算評価値を算出する機能を有する。ま
た，評価値演算部１４２は，取得部１３６により取得された携帯型再生装置２０の入力評
価値と，ホスト記憶部１４６に記憶されている情報処理装置１０の入力評価値とを合算（
双方の平均値を算出）して，新たな入力評価値を算出する機能を有する。
【０１８３】
　このように，評価値演算部１４２は，情報処理装置１０に記憶されている演算評価値及
び入力評価値と，携帯型再生装置２０に記憶されている演算評価値及び入力評価値とを，
それぞれ合算して同期（シンク）をとる評価値同期部としても機能する。
【０１８４】
　以上，評価値演算部１４２による演算評価値の具体的な演算手法について説明した。こ
のように，評価値演算部１４２は，コンテンツの再生状況（継続再生時間や，スキップの
有無など）に応じて，当該コンテンツの演算評価値を自動的に増減させる。これによって
，各コンテンツの演算評価値にユーザの嗜好を反映させることができ，ユーザにとって利
便性の高いレーティングを実現できる。
【０１８５】
　また，上記評価値演算部１４２は，上記のようにして演算された演算評価値や，合算し
た入力評価値を，コンテンツに関連付けて，ホスト記憶部１４６に記録する。下記では，
再び，図１１に戻り，情報処理装置１０の機能構成についての説明を続ける。
【０１８６】
　評価値入力部１４４は，上記評価値入力部２４６と同様に，ユーザ入力に応じて，コン
テンツ記憶部１２０に記憶されているコンテンツに対応する入力評価値を設定する。さら
に，評価値入力部１４４は，このように設定した入力評価値と当該コンテンツのコンテン
ツＩＤとをホスト記憶部１４６に記録する。これによって，情報処理装置１０において，
コンテンツの入力評価値を設定して，即時，最新の入力評価値を表示できるようになる。
【０１８７】
　ホスト記憶部１４６は，例えば，ＨＤＤ等のストレージ装置１１１，フラッシュメモリ
等の半導体メモリ，リムーバブル記憶媒体７などの記憶媒体で構成され，コンテンツの属
性情報などの各種情報を記憶する。このホスト記憶部１４６は，ホストデータベース１７
０を格納している。ホストデータベース１７０は，例えば，リレーショナルデータベース
（ＲＤＢ）などで構成され，コンテンツ記憶部１２０に記憶されたコンテンツの属性情報
を記憶する。このホストデータベース１７０の記憶データに基づいて，上記複数種類の検
索表示用データテーブル１５が作成される。
【０１８８】
　ここで，図１６を参照して，ホスト記憶部１４６の記憶内容について説明する。
【０１８９】
　図１６に示すように，ホスト記憶部１４６のホストデータベース１７０には，例えば，
コンテンツＩＤ１４０ａ，タイトル１７０ｂ，アーティスト名１７０ｃ，アルバム名１７
０ｄ，ジャンル１７０ｅ，演奏時間１７０ｆ，演算評価値１７０ｇ，入力評価値１７０ｈ
，リリース年１７０ｉなどの情報が，各コンテンツに関連付けて記憶されている。コンテ
ンツＩＤ１４０ａは，コンテンツを一意に識別する識別子である。タイトル１７０ｂは，
コンテンツの再生により演奏される楽曲の名称（コンテンツ名に相当する。）であり，ア
ーティスト名１７０ｃは，その楽曲を歌唱，演奏，作曲，作詞，プロデュース等するアー
ティストの名称であり，アルバム名１７０ｄは，その楽曲が収録されている音楽アルバム
の名称であり，ジャンル１７０ｅは，その楽曲が属するジャンル（例えば，ジャズ，ポッ
プス，ロック等）であり，演奏時間１７０ｆは，その楽曲の演奏時間であり，演算評価値
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１７０ｇは，上記自動レーティングによりその楽曲に対して自動的に付加された評価ポイ
ントであり，入力評価値１７０ｈは，上記手動レーティングによりその楽曲に対して手動
で付加された評価ポイントであり，リリース年１７０ｉは，その楽曲がリリース（発売）
された年度である。
【０１９０】
　プレイリスト生成部１４８は，解析結果記憶部１４０に記憶されているイベントログの
解析結果や，ホスト記憶部１４６に記憶されている各種の属性情報，ユーザ入力等に基づ
いて，所定の条件を満たすコンテンツの属性情報を集合化したプレイリストを生成する。
【０１９１】
　プレイリストは，コンテンツの識別情報（コンテンツＩＤ等）及びコンテンツの属性情
報を集合化したリストであり，情報処理装置１０および携帯型再生装置２０は，プレイリ
ストに従って，プレイリスト内のコンテンツＩＤに対応するコンテンツの再生を行うこと
ができる。従って，例えばユーザの嗜好に沿ったコンテンツの属性情報を集合化したプレ
イリストを携帯型再生装置２０や情報処理装置１０が有していれば，携帯型再生装置２０
や情報処理装置１０はそのプレイリストに沿ってコンテンツを再生することで，ユーザの
嗜好に沿ったコンテンツを再生することができる。
【０１９２】
　コンテンツの属性情報には，コンテンツの再生により演奏される楽曲のタイトル，その
楽曲のアルバム名，アーティスト名等の情報が含まれる。プレイリスト生成部１４８は，
上記ホスト記憶部１４６内のホストデータベース１７０からコンテンツの属性情報を取得
することができる。詳細には，プレイリスト生成部１４８は，解析結果記憶部１４０から
所定の条件を満たすコンテンツのコンテンツＩＤを抽出し，抽出したコンテンツＩＤに対
応するコンテンツＩＤをホストデータベース１７０から検索する。そして，プレイリスト
生成部１４８は，検索されたコンテンツＩＤに関連付けられているコンテンツの属性情報
をホストデータベース１７０から取得する。
【０１９３】
　プレイリスト生成部１４８は，プレイリスト生成時に，該当するコンテンツＩＤをコン
テンツＩＤ１４０ａから検索する。そしてプレイスリスト生成部１４８は，ホスト記憶部
１４６内のホストデータベース１７０から，図１６に示したタイトル１７０ｂ，アーティ
スト名１７０ｃ，アルバム名１７０ｄ，ジャンル１７０ｅ，演奏時間１７０ｆ，演算評価
値１７０ｇ，入力評価値１７０ｈ，リリース年ｉなどの各情報を取得して，それらの情報
をコンテンツの属性情報としてプレイリストに含ませることができる。
【０１９４】
　プレイリスト生成部１４８は，所定の条件を満たすコンテンツによってプレイリストを
生成する。所定の条件は，例えば，再生された期間，総再生時間，再生回数，スキップ回
数，休止回数，リピート回数，演算評価値，入力評価値，リリース年などである。以下，
各条件について詳細に説明する。
【０１９５】
　まず，再生された期間を所定の条件にする場合について説明する。プレイリスト生成部
１４８は，解析結果記憶部１４０の再生履歴テーブルに記憶された，各コンテンツの再生
開始日時および再生終了日時に基づいて，特定の期間に再生されたコンテンツの属性情報
を集合化したプレイリストを作成することができる。特定の期間（例えば，２００５年４
月，２００４年１２月２３日～２００４年１２月２５日，など）は，ユーザ入力によって
定められてもよい。より詳細には，プレイリスト生成部１４８は，入力された特定の期間
内に，再生開始日時または再生終了日時の少なくともいずれかが含まれるコンテンツを，
解析結果記憶部１４０から抽出することにより，特定の期間に再生されたコンテンツによ
るプレイリストを生成することができる。
【０１９６】
　次に，総再生時間を所定の条件にする場合について説明する。プレイリスト生成部１４
８は，解析結果記憶部１４０の再生状況テーブルに記憶された，各コンテンツの総再生時
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間に基づいて，所定の時間以上再生されたコンテンツの属性情報を集合化したプレイリス
トを生成することができる。所定の時間は，ユーザ入力によって定められてもよいし，或
いは，プレイリスト生成部１４８等が予め定めておいてもよい。なお，プレイリスト生成
部１４８は，上記の各コンテンツの総再生時間に基づいて，総再生時間が長い順（または
短い順）に，所定数のコンテンツの属性情報を集合化したプレイリストを生成することも
できる。
【０１９７】
　次に，再生回数を所定の条件にする場合について説明する。プレイリスト生成部１４８
は，解析結果記憶部１４０の再生状況テーブルに記憶された，各コンテンツの再生回数に
基づいて，所定の回数以上再生されたコンテンツの属性情報を集合化したプレイリストを
生成することができる。所定の回数は，ユーザ入力によって定められてもよいし，或いは
，プレイリスト生成部１４８等が予め定めておいてもよい。なお，プレイリスト生成部１
４８は，上記の各コンテンツの再生回数に基づいて，再生回数が多い順（または少ない順
）に，所定数のコンテンツの属性情報を集合化したプレイリストを生成することもできる
。
【０１９８】
　次に，スキップ回数を所定の条件にする場合について説明する。プレイリスト生成部１
４８は，解析結果記憶部１４０の再生状況テーブルに記憶された，各コンテンツのスキッ
プ回数に基づいて，スキップ回数が所定の回数以下であるコンテンツの属性情報を集合化
したプレイリストを生成することができる。所定の回数は，ユーザ入力によって定められ
てもよいし，或いは，プレイリスト生成部１４８等が予め定めておいてもよい。なお，プ
レイリスト生成部１４８は，上記の各コンテンツのスキップ回数に基づいて，スキップ回
数が少ない順（または多い順）に，所定数のコンテンツの属性情報を集合化したプレイリ
ストを生成することもできる。
【０１９９】
　次に，休止回数を所定の条件にする場合について説明する。プレイリスト生成部１４８
は，解析結果記憶部１４０の再生状況テーブルに記憶された，各コンテンツの休止回数に
基づいて，休止回数が所定の回数以下であるコンテンツの属性情報を集合化したプレイリ
ストを生成することができる。所定の回数は，ユーザ入力によって定められてもよいし，
或いは，プレイリスト生成部１４８等が予め定めておいてもよい。なお，プレイリスト生
成部１４８は，上記の各コンテンツの休止回数に基づいて，休止回数が少ない順（または
多い順）に，所定数のコンテンツの属性情報を集合化したプレイリストを生成することも
できる。
【０２００】
　次に，リピート回数を所定の条件にする場合について説明する。プレイリスト生成部１
４８は，解析結果記憶部１４０の再生状況テーブルに記憶された，各コンテンツのリピー
ト回数に基づいて，リピート回数が所定の回数以上であるコンテンツの属性情報を集合化
したプレイリストを生成することができる。所定の回数は，ユーザ入力によって定められ
てもよいし，或いは，プレイリスト生成部１４８等が予め定めておいてもよい。なお，プ
レイリスト生成部１４８は，上記の各コンテンツのリピート回数に基づいて，リピート回
数が多い順（または少ない順）に，所定数のコンテンツの属性情報を集合化したプレイリ
ストを生成することもできる。
【０２０１】
　次に，演算評価値を所定の条件にする場合について説明する。プレイリスト生成部１４
８は，ホストデータベース１７０に記憶された，各コンテンツの演算評価値に基づいて，
同一の或いは所定範囲の演算評価値を有するコンテンツの属性情報を集合化したプレイリ
ストを生成することができる。このプレイリスト作成の基準となる演算評価値は，ユーザ
入力によって定められてもよいし，或いは，プレイリスト生成部１４８等が予め定めてお
いてもよい。なお，プレイリスト生成部１４８は，演算評価値が高い順（または低い順）
順に，所定数のコンテンツの属性情報を集合化したプレイリストを生成することもできる
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。
【０２０２】
　次に，入力評価値を所定の条件にする場合について説明する。プレイリスト生成部１４
８は，ホストデータベース１７０に記憶された，各コンテンツの入力評価値に基づいて，
同一の或いは所定範囲の入力評価値を有するコンテンツの属性情報を集合化したプレイリ
ストを生成することができる。このプレイリスト作成の基準となる入力評価値は，ユーザ
入力によって定められてもよいし，或いは，プレイリスト生成部１４８等が予め定めてお
いてもよい。なお，プレイリスト生成部１４８は，上記の各コンテンツの入力評価値に基
づいて，入力評価値が高い順（または低い順）に，所定数のコンテンツの属性情報を集合
化したプレイリストを生成することもできる。
【０２０３】
　次に，リリース年を所定の条件にする場合について説明する。プレイリスト生成部１４
８は，ホストデータベース１７０に記憶された，各コンテンツのリリース年に基づいて，
同一の或いは所定期間内のリリース年を有するコンテンツの属性情報を集合化したプレイ
リストを生成することができる。このプレイリスト作成の基準となるリリース年度は，ユ
ーザ入力によって定められてもよいし，或いは，プレイリスト生成部１４８等が予め定め
ておいてもよい。なお，プレイリスト生成部１４８は，リリース年が新しい順（または古
い順）に，所定数のコンテンツの属性情報を集合化したプレイリストを生成することもで
きる。
【０２０４】
　また，プレイリスト生成部１４８は，上記の総再生時間，再生回数，スキップ回数，休
止回数，リピート回数，演算評価値，入力評価値，リリース年の全部または一部に基づい
て，ユーザの嗜好に沿うと推定されるコンテンツの属性情報を集合化したプレイリストを
生成してもよい。具体的にはプレイリスト生成部１４８は，例えば，総再生時間が比較的
長く，かつ再生回数およびリピート回数が比較的多く，かつスキップ回数および休止回数
が比較的少なく，かつ演算評価値及び入力評価値が高いコンテンツを選ぶことにより，ユ
ーザの嗜好に合うコンテンツからなるプレイリストを生成することができる。
【０２０５】
　上述のように，ユーザによるコンテンツの再生操作の状況が反映されたイベントログの
解析結果に基づいてプレイリストを生成することにより，プレイリスト生成部１４８は，
ユーザの再生操作が反映された多様なプレイリストを生成することが可能となる。
【０２０６】
　なお，解析結果記憶部１４０に記憶されている解析結果が，情報処理装置１０のイベン
トログの解析結果である場合には，プレイリスト生成部１４８により生成されるプレイリ
ストは，情報処理装置１０におけるユーザの再生操作が反映されたプレイリストとなる。
一方，解析結果記憶部１４０に記憶されている解析結果が，携帯型再生装置２０のイベン
トログの解析結果である場合には，プレイリスト生成部１４８により生成されるプレイリ
ストは，携帯型再生装置２０におけるユーザの再生操作が反映されたプレイリストとなる
。また，解析結果記憶部１４０に記憶されている解析結果が，双方のイベントログの解析
結果である場合には，プレイリスト生成部１４８により生成されるプレイリストは，情報
処理装置１０および携帯型再生装置２０の双方におけるユーザの再生操作が反映されたプ
レイリストとなる。
【０２０７】
　また，プレイリスト生成部１４８は，ユーザ入力に基づいて，ユーザが自己の嗜好に合
うコンテンツを手動で選択したプレイリストを生成することもできる。
【０２０８】
　以上のようなプレイリスト生成部１４８により生成されたプレイリストは，例えばホス
ト記憶部１４６や，別途のプレイリスト記憶部（図示せず。）などの記憶媒体に記憶され
る。
【０２０９】
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　コンテンツ更新部１５０は，コンテンツ記憶部１２０に記憶された１又は２以上のコン
テンツを，携帯型再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０に追加する，或いは，携帯型再
生装置２０のコンテンツ記憶部２２０に記憶されたコンテンツを削除する。
【０２１０】
　具体的には，コンテンツ更新部１５０は，携帯型再生装置２０に対するコンテンツ追加
指示を受けると，追加対象のコンテンツをコンテンツ記憶部１２０から読み出し，携帯型
再生装置２０にアクセスし，さらに，追加対象のコンテンツをコンテンツ記憶部２２０に
記録するように携帯型再生装置２０を制御する。
【０２１１】
　また，コンテンツ更新部１５０は，携帯型再生装置２０からのコンテンツ削除指示を受
けると，携帯型再生装置２０にアクセスして，コンテンツ記憶部２２０から削除対象のコ
ンテンツを削除するよう携帯型再生装置２０を制御する。
【０２１２】
　また，コンテンツ更新部１５０は，情報処理装置１０と携帯型再生装置２０とが接続さ
れたときに，双方に記憶されたコンテンツの同期（シンク）の指示を受けると，情報処理
装置１０のコンテンツ記憶部１２０に記憶されるコンテンツと，携帯型再生装置２０のコ
ンテンツ記憶部２２０に記憶されるコンテンツとが同一となるように，各コンテンツ記憶
部１２０，２２０に記憶されているコンテンツを過不足無く相互にやり取りして記録する
よう制御する。なお，かかるコンテンツの同期処理は，情報処理装置１０と携帯型再生装
置２０とがローカルライン９を介して接続されたときに自動的に行っても良い。
【０２１３】
　このように，コンテンツ更新部１５０は，情報処理装置１０と携帯型再生装置２０とが
接続された状態で，携帯型再生装置２０に記憶されるコンテンツを，情報処理装置１０側
から更新（追加／削除／同期）する機能を有する。これは，携帯型再生装置２０と情報処
理装置１０とがローカルライン９を介して接続されると，情報処理装置１０では，携帯型
再生装置２０が外部記憶媒体（ＨＤＤ等）として認識され，情報処理装置１０側から携帯
型再生装置２０に対してデータの追加／削除を実行できるように設計されていることによ
る。
【０２１４】
　また，コンテンツ更新部１５０は，携帯再生装置２０から削除予定リストが取得される
と，当該削除予定リストに含まれているコンテンツＩＤに対応するコンテンツを，携帯型
再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０から削除するよう制御する。かかる削除予定リス
トを使用して，情報処理装置１０が，携帯型再生装置２０内のコンテンツの削除制御を行
うことにより，携帯型再生装置２０の処理負荷を低減して，バッテリの消耗を抑制できる
。
【０２１５】
　コンテンツ特定部１５２は，携帯型再生装置２０が記憶する複数のコンテンツを特定す
る。ここで，コンテンツ特定部１５２の特定対象である「携帯型再生装置２０が記憶する
複数のコンテンツ」とは，コンテンツ特定部１５２による特定時点において携帯型再生装
置２０が記憶しているコンテンツ（以下「特定時点コンテンツ」という）に限られず，コ
ンテンツ特定部１５２による特定時点において携帯型再生装置２０に記録されることが決
定しているコンテンツがある場合には，当該コンテンツと上記特定時点コンテンツであり
，また，コンテンツ特定部１５２による特定時点において携帯型再生装置２０から削除さ
れることが決定しているコンテンツがある場合には，当該コンテンツを除いた上記特定時
点コンテンツである。
【０２１６】
　コンテンツ特定部１５２は，例えば，情報処理装置１０に接続された携帯型再生装置２
０にアクセスして，当該携帯型再生装置２０が記憶する各コンテンツの属性情報（コンテ
ンツＩＤ，コンテンツ名等）を取得する。これによって，コンテンツ特定部１５２は，当
該取得した属性情報に基づき，携帯型再生装置２０が記録しているコンテンツを特定でき
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る。
【０２１７】
　また，上記コンテンツ更新部１５０によって，携帯型再生装置２０のコンテンツが追加
／削除された場合，或いは，追加／削除されることが決定している場合には，コンテンツ
特定部１５２は，当該コンテンツ更新部１５０による追加／削除処理対象のコンテンツを
表す情報（コンテンツＩＤ等）を取得する。これによって，コンテンツ特定部１５２は，
当該取得した情報に基づき，携帯型再生装置２０に追加／削除されたコンテンツ，或いは
，追加／削除される予定のコンテンツを特定して，この結果，携帯型再生装置２０が記憶
するコンテンツを特定できる。
【０２１８】
　このように，コンテンツ特定部１５２は，情報処理装置１０に接続された携帯型再生装
置２０にアクセスして，当該携帯型再生装置２０が記憶する各コンテンツの属性情報を取
得し，当該取得した属性情報と，コンテンツ更新部１５０による追加／削除処理内容に基
づき，携帯型再生装置２０が記憶する複数のコンテンツを特定する。上記のようなコンテ
ンツ更新部１５０及びコンテンツ特定部１５２は，ホストデータベースと前記ターミナル
データベースとを比較する比較部として機能する。
【０２１９】
　属性情報抽出部１５４は，上記コンテンツ特定部１５２により特定された各コンテンツ
の属性情報を，ホストデータベース１７０から抽出する。例えば，上記コンテンツ特定部
１５２により，携帯型再生装置２０が記憶する１０００個のコンテンツが特定された場合
，属性情報抽出部１５４は，ホストデータベース１７０を検索して，当該１０００個のコ
ンテンツの属性情報を抽出する。属性情報抽出部１５４は，抽出した属性情報をテーブル
作成部１５６に出力する。
【０２２０】
　テーブル作成部１５６は，上記属性情報抽出部１５４により抽出された各コンテンツの
属性情報に基づき，複数種類の検索表示用テーブル１５を作成する。この検索表示用テー
ブル１５は，上記特定された各コンテンツのコンテンツ名（例えば，楽曲のタイトル）を
最下位階層とし，上記特定された各コンテンツが属するグループのグループ名（例えば，
アルバム名，アーティスト名，ジャンル，リリース年，評価値などの属性情報）を上位階
層として含むように階層構造化されたテーブルである。
【０２２１】
　テーブル作成部１５６は，上記属性情報抽出部１５４から入力された各コンテンツの属
性情報の中から，所定の基準で少なくとも２種類のグループを選択し，さらに，この選択
したグループ単位でコンテンツ名を少なくとも２つの規則で並び替え（ソート）すること
によって，少なくとも２つの検索表示用テーブル１５（第１の検索表示用テーブル，第２
の検索表示用テーブル，…）を作成する。
【０２２２】
　例えば，テーブル作成部１５６は，上記特定された各コンテンツのタイトルを，そのタ
イトルの読み順又は文字列順でソート（イニシャルソート，詳細は後述する）ことにより
，第１の検索表示用テーブルの一例である「イニシャル全曲検索表示用テーブル」を作成
する。また，テーブル作成部１５６は，上記特定された各コンテンツのアルバム名単位で
，上記特定された各コンテンツのタイトルを，各アルバム内のトラック番号順にソートす
ることにより，第２の検索表示用テーブルの一例である「アルバム検索表示用テーブル」
（図２（ａ）参照）を作成する。また，テーブル作成部１５６は，上記特定された各コン
テンツのアーティスト名単位で，上記特定された各コンテンツのタイトルを，そのタイト
ルの読み順又は文字列順にソートすることにより，第３の検索表示用テーブルの一例であ
る「アーティスト全曲検索表示用テーブル」を作成する。
【０２２３】
　このように，属性情報抽出部１５４及びテーブル作成部１５６は，検索キーとして属性
情報のグループ名を用いて，ホストデータベース１７０を多様にクエリーして，複数種類
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の検索表示用テーブル１５を作成する。なお，上記テーブル作成部１５６は，複数の名称
データを，その読み順／文字列順で並び替えるイニシャルソート機能を有するが詳細は後
述する。上記のような属性情報抽出部１５４及びテーブル作成部１５６は，再生装置２０
から取得したターミナルデータベースを更新する更新部（第１～第３の更新部）として機
能する。
【０２２４】
　転送部１５８は，テーブル転送部として機能し，上記テーブル作成部１５６が作成した
複数の検索表示用テーブル１５を，通信部１３２を介して携帯型再生装置２０に転送する
。
【０２２５】
　また，転送部１５８は，評価値転送部としても機能し，上記評価値演算部１４２により
演算された演算評価値を，通信部１３２を介して携帯型再生装置２０に転送する。このと
き，転送部１５８は，当該演算評価値の転送後に，携帯型再生装置２０に対し，携帯型再
生装置２０に記憶されている当該演算評価値の演算の基礎となったイベントログを削除す
るよう指示することもできる。これにより，不要となった携帯型再生装置２０のイベント
ログを削除することができる。また，転送部１５８は，ホスト記憶部１４６に記憶されて
いる携帯型再生装置２０の演算評価値及び入力評価値を携帯型再生装置２０に転送するこ
ともできる。
【０２２６】
　また，転送部１５８は，コンテンツ転送部としても機能し，コンテンツ記憶部１２０に
記憶されている１又は２以上のコンテンツを，携帯型再生装置２０に転送することができ
る。この転送時には，転送される複数のコンテンツの演算評価値又は入力評価値に基づき
，当該転送される複数のコンテンツの一部を選択的に転送するようにしてもよい。例えば
，演算評価値又は入力評価値が高いものを優先的に選択して，或いは，演算評価値又は入
力評価値が所定ポイント以上（例えば４．０ポイント以上）であるものを選択して転送し
てもよい。これにより，携帯型再生装置２０にユーザの嗜好に合致したコンテンツを優先
して転送し，嗜好に合致しないコンテンツを転送しないようにできる。
【０２２７】
　また，コンテンツがサブスクリプション対応のコンテンツである場合，換言すると，所
定期間の利用が許可されたコンテンツである場合には，転送部１５８は，そのコンテンツ
を転送する前に，当該コンテンツが利用期間内であるか否かを，コンテンツに付与されて
いる権利情報に基づいて判断することができる。そして，利用期間内である場合には，転
送部１５８はそのコンテンツを携帯型再生装置２０に転送し，利用期間外である場合には
，転送部１５８はコンテンツの転送を行わず，エラーメッセージ等を表示させる。
【０２２８】
　また，コンテンツ転送部１５８は，コンテンツ記憶部１２０に記憶されているコンテン
ツの一部又は全部を携帯型再生装置２０に転送する際に，携帯型再生装置２０のコンテン
ツ記憶部２２０が不足する場合には，携帯型再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０に記
憶されているコンテンツの一部を，上記コンテンツの演算評価値または入力評価値に応じ
て（例えば評価値が低いコンテンツが順に），自動的に選択して削除してもよい。
【０２２９】
　そして，転送部１５８は，かかるコンテンツ更新部１５０によるコンテンツの自動削除
後に，転送対象のコンテンツを携帯型再生装置２０に転送する。かかる構成により，携帯
型再生装置２０の記憶容量が不足する場合には，携帯型再生装置２０のコンテンツ記憶部
２２０のコンテンツを転送に必要な分だけ自動的に削除することができ，携帯型再生装置
２０のコンテンツ記憶部２２０に，転送対象のコンテンツを記憶するための空き容量を容
易に確保することができる。さらに，演算評価値又は入力評価値が低いコンテンツから順
に選択して削除することで，ユーザの嗜好に合わない不要なコンテンツを優先的に削除し
，ユーザの嗜好に合う必要なコンテンツを残存させることができる。従って，限られた記
憶容量の中で，携帯型再生装置２０に記憶されているコンテンツを，ユーザの要否に応じ
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て自動的に整理できるので，ユーザの利便性が向上する。
【０２３０】
　ただし，コンテンツ更新部１５０は，本情報処理装置１０又は他の情報処理装置１０の
リッピング部１６２により，リムーバブル記憶媒体７からリッピングされたコンテンツ（
リッピングコンテンツ）については，携帯型再生装置２０に対応する記憶媒体から削除せ
ず，例えば，配信サーバ３０から配信された配信コンテンツを優先的に削除する。これに
より，再び，コンテンツをリッピングする必要があるようなリッピングコンテンツを，ユ
ーザの許可無く自動的に削除してしまうことを防止できる。一方，配信コンテンツを再度
入手困難な場合も考えられるため，情報処理装置１０のコンテンツ更新部１５０は，配信
コンテンツよりも，リッピングコンテンツを優先的に削除するようにしてもよい。
【０２３１】
　また，転送部１５８は，プレイリスト転送部としても機能し，上記プレイリスト生成部
１４８により生成されたプレイリストを，携帯型再生装置２０に送信することができる。
なお，プレイリスト転送部としての転送部１５８がプレイリストを送信する相手先は，イ
ベントログを情報処理装置１０に提供した携帯型再生装置２０であってもよいし，イベン
トログを記録する機能を備えていないコンテンツ再生機器であってもよい。かかるコンテ
ンツ再生機器にプレイリストを送信することにより，情報処理装置１０または携帯型再生
装置２０におけるユーザの再生操作が反映された本実施形態にかかるプレイリストを，一
般のコンテンツ再生機器にも利用させることができる。
【０２３２】
　配信サービス利用部１６０は，上記配信サーバ３０との間で，コンテンツ配信サービス
に関する処理を行う。具体的には，配信サービス利用部１６０は，例えば，コンテンツ配
信サービスを利用するために必要なユーザ認証情報（ユーザＩＤ，パスワード等），課金
情報，コンテンツ配信リクエスト情報などの各種情報を，上記配信サーバ３０との間で送
受信したり，これらの情報の入出力を支援したりする。
【０２３３】
　また，配信サービス利用部１６０は，配信サーバ３０から送信された配信コンテンツと
当該配信コンテンツのライセンスを，ネットワーク５および通信装置１１５を介して受信
する。即ち，コンテンツ処理装置１０のユーザがコンテンツ配信サービスを利用してコン
テンツを購入すると，配信サービス利用部１６０は，上記配信サーバ３０から配信コンテ
ンツと，当該配信コンテンツの利用条件を定めたライセンスをダウンロードする。
【０２３４】
　また，配信サービス利用部１６０は，コンテンツの配信時に，配信サーバ３０から，配
信コンテンツの属性情報を受信する。この配信コンテンツの属性情報は，例えば，タイト
ル，アーティスト名，アルバム名，ジャンル，再生時間，コンテンツＩＤ，配信日時，デ
ータサイズ，データフォーマット，著作権管理方式のタイプ，などである。
【０２３５】
　以上のような配信サービス利用部１６０は，例えば，利用するコンテンツ配信サービス
に対応したコンテンツ配信サービス用のソフトウェアを，コンテンツ処理装置１０にイン
ストールすることによって構成される。なお，この配信サービス利用部１６０は，ユーザ
が利用する複数のコンテンツ配信サービス毎に複数設けられてもよい。
【０２３６】
　リッピング部１６２は，音楽コンテンツや映像コンテンツを記録したＣＤ，ＤＶＤ等の
記録媒体７ａに記録されているコンテンツをリッピングする。具体的には，リッピング部
１６２は，例えば，ユーザ入力に応じて，ドライブ１１２を制御して，記憶媒体７ａから
音楽／映像データ等を取り出し，かかる音楽／映像データをコンテンツ処理装置１０で処
理可能なフォーマット（例えばＡＴＲＡＣ３形式等）に変換したコンテンツを作成する。
【０２３７】
　表示制御部１６４は，表示部１６６における各種情報の表示を制御する。詳細には，表
示制御部１６４は，再生操作部１２２によるコンテンツの検索時などには，ユーザの選択
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操作内容に応じて，各種の検索画面を表示部１６６に順次表示させる。具体的には，表示
制御部１６４は，ユーザの操作内容に応じて，例えば上記テーブル作成部１５６により生
成された検索リスト（検索表示用テーブル１５）に従い，各種の検索画面を表示部１６６
に表示させるように制御する。これにより，コンテンツ記憶部１２０に記憶されている複
数のコンテンツに関し，そのタイトル等を，アルバム，アーティトスト，ジャンルごとに
分類して表示したり，或いは，評価値が高い順／低い順，再生回数が多い順，最近再生し
た順などでソートして表示したりできる。これにより，ユーザは，かかる表示内容を閲覧
しながら，自己の嗜好に合うコンテンツを容易かつ迅速に検索して，選択することができ
るので，便利である。なお，表示部１６６は，例えば，上記出力装置１１０などで構成さ
れる。
【０２３８】
　また，表示制御部１６４は，ホスト記憶部１４６内の演算評価値又は入力評価値を読み
出し，演算評価値より入力評価値を優先的に表示部１６６に表示させる。また，特定のコ
ンテンツの演算評価値が表示されているときに，評価値入力部１４４により特定のコンテ
ンツの入力評価値が設定された場合には，表示制御部１６４は，上記表示中の演算評価値
の代わりに，上記設定された入力評価値を表示部１６６に表示させるよう制御する。また
，表示制御部１６４は，ホスト記憶部１４６等に記憶されているプレイリストを表示部１
６６に表示させることもできる。
【０２３９】
　以上，本実施形態にかかる情報処理装置１０の各部の機能構成について説明した。なお
，上記再生操作部１２２，再生部１２４，日時情報生成部１２６，再生履歴生成部１２８
，接続検知部１３４，取得部１３６，再生履歴解析部１３８，評価値演算部１４２，評価
値入力部１４４，プレイリスト生成部１４８，コンテンツ更新部１５０，コンテンツ特定
部１５２，属性情報抽出部１５４，テーブル作成部１５６，転送部１５８，配信サービス
利用部１６０，リッピング部１６２，表示制御部１６４などは，例えば，上記各機能を有
するハードウェアとして構成されてもよいし，或いは，上記各機能をコンピュータに実現
させるプログラムを情報処理装置１０にインストールすることによって構成されてもよい
。
【０２４０】
　＜イニシャルソート機能＞
　次に，図１７～図２５を参照して，本実施形態にかかる情報処理装置１０が有するイニ
シャルソート機能について説明する。
【０２４１】
　イニシャルソートとは，各コンテンツの属性情報の名称（音楽コンテンツのタイトル（
コンテンツ名），アルバム名，アーティスト名など）の読み順／文字列順に基づいて，当
該コンテンツの属性情報を並び替えることをいう。なお，「属性情報の名称の読み順／文
字列順」とは，「属性情報の名称の文字列を構成する各文字の読み順」を意味する。以下
では，説明の便宜上，「読み順／文字列順」を「読み順」と表記する。
【０２４２】
　（ソート用テキスト生成の概要）
　情報処理装置１０は，図１７に示したように，後述するソート用テキスト生成モジュー
ル３１０を自動生成し，生成されたソート用テキスト生成モジュール３１０を用いて，メ
タ一覧３００に含まれる各メタデータにソート用テキストをそれぞれ付加することにより
，ソート用テキストメタ一覧３２０（ソート用テキストメタデータ）を生成する。その後
，情報処理装置１０は，ソートモジュール３３０を用いてソート用テキストメタ一覧３２
０の各メタデータをソートすることにより，ソート済メタ一覧３４０を生成する。
【０２４３】
　（イニシャルデータ生成の概要）
　ついで，情報処理装置１０は，イニシャルデータ生成モジュール３５０に基づいて，ソ
ート済メタ一覧３４０に含まれる各ソート済みメタデータのイニシャル（頭文字）を生成
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し，生成されたイニシャル情報をソート済メタ一覧３４０の各ソート済メタデータに追加
することによりイニシャル情報付きソート済メタ一覧３６０（イニシャル情報付きソート
済メタデータ）を生成する。
【０２４４】
　情報処理装置１０は，このようにして生成されたイニシャル情報付きソート済メタ一覧
３６０をコンテンツとともに携帯再生装置２０に送信するようになっている。また，情報
処理装置１０のテーブル作成部１５６は，このイニシャル情報付きソート済メタ一覧３６
０に基づき，コンテンツの属性情報をイニシャルソートして，上記検索表示用テーブル１
５を作成可能である。
【０２４５】
　（情報処理装置１０の機能）
　つぎに，情報処理装置１０の各機能を機能ブロックにて示した図１８を参照しながら，
情報処理装置１０の機能について説明する。情報処理装置１０は，コンテンツ取得部１７
２，情報取得部１７４，記憶部１８０，ソート用テキスト生成部１８２，ソート実行部１
８４，イニシャル情報生成部１８６，情報出力部１８８および表示部１９０により示した
機能ブロックを有している。
【０２４６】
　コンテンツ取得部１７２は，例えば，上述した配信サービス利用部１６０やリッピング
部１６２に相当し，配信サーバ３０や記憶媒体７などからコンテンツを取得する。情報取
得部１７４は，このコンテンツ取得部１７２により取得したコンテンツに付加されている
属性情報（アーティスト名，アルバム名，タイトル（曲名）など）としてのメタデータを
取得する。
【０２４７】
　記憶部１８０は，図１７のソート用テキスト生成モジュール３１０を生成するためのル
ールをそれぞれ規定した複数のモジュールを記憶する。複数のモジュールの一例としては
，定冠詞抜きモジュール１８０ａ，ザ抜きモジュール１８０ｂ，逆変換モジュール１８０
ｃ，英字変換モジュール１８０ｄ，あだな変換モジュール１８０ｅ，記号読み変換モジュ
ール１８０ｆ，難読名変換モジュール１８０ｇ，数字読み変換モジュール１８０ｈ，姓名
反転モジュール１８０ｉ，文字種分類モジュール１８０ｊ，ソートモジュール３３０ａお
よび文字種別ソートモジュール３３０ｂが挙げられる。
【０２４８】
　定冠詞抜きモジュール１８０ａは，メタデータから各言語（たとえば，英語，仏語，伊
語，独語，西語）の定冠詞を削除するというルールを規定したモジュールであり，このル
ールを用いてソート用テキストを生成する。たとえば，定冠詞抜きモジュール１８０ａは
，メタデータ「Ｔｈｅ　Ｂｅａｔ」からソート用テキスト「Ｂｅａｔ」を生成する。定冠
詞抜きモジュール１８０ａは，メタデータがどんな言語にて記述されていても適用可能で
ある。
【０２４９】
　ザ抜きモジュール１８０ｂは，メタデータから日本語で書かれた各言語の定冠詞（たと
えば，「ザ・」や「ザ＜空白＞」など）を削除するというルールを規定したモジュールで
あり，このルールを用いてソート用テキストを生成する。たとえば，ザ抜きモジュール１
８０ｂは，メタデータ「ザ　ビート」からソート用テキスト「ビート」を生成する。ザ抜
きモジュール１８０ｂは，メタデータが日本語にて記述されている場合に適用される。
【０２５０】
　逆変換モジュール１８０ｃは，ＩＭＥ（Ｉｎｐｕｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｅｄｉｔｏｒ：日
本語の文章を入力するためのソフトの総称でかな漢字変換が主な機能）の逆変換機能に類
する機能を用いて読みがなを取得するというルールを規定したモジュールであり，このル
ールを用いてソート用テキストを生成する。逆変換モジュール１８０ｃは，日本語，中国
語および韓国語に変換される場合に適用される。
【０２５１】
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　たとえば，アーティスト名であるメタデータが「砂原良一」であって，生成されるソー
ト用テキストが「ひらがな」または「カタカナ」である場合，逆変換モジュール１８０ｃ
は，メタデータ「砂原良一」からソート用テキスト「すなはらよしいち」または「スナハ
ラヨシイチ」をソート用テキストとして生成する。また，たとえば，アーティスト名が「
青山典子」である場合，逆変換モジュール１８０ｃは，メタデータ「青山典子」から，ひ
らがな「あおやまのりこ」またはカタカナ「アオヤマノリコ」をソート用テキストとして
生成する。
【０２５２】
　また，たとえば，生成されるソート用テキストが中国語の場合，逆変換モジュール１８
０ｃは，メタデータ「青山典子」から，ピンイン「ＱＩＮＧ（青）　ＳＨＡＮ（山）　Ｄ
ＩＡＮ（典）　ＺＩ（子）」をソート用テキストとして生成する。
【０２５３】

【０２５４】
　逆変換モジュール１８０ｃには，アーティスト名の読み仮名変換を行うアーティスト名
用逆変換モジュールと，曲名の読み仮名変換を行う曲名（一般）用逆変換モジュールの２
種類が存在していてもよい。メタ情報には，アーティスト名，曲名，アルバム名等さまざ
まな情報が含まれている。よって，各メタ情報に適切な逆変換モジュールを使うことによ
り，変換精度を向上させることが可能となる。例えば，アーティスト名には，アーティス
ト名用逆変換モジュールを使い，曲名には，曲名（一般）用逆変換モジュールを使う。こ
れにより，アーティスト名の「杏子」は「キョウコ」と変換され，曲名の中の「杏子」は
「アンズ」と正しく変換される。このようにして，アーティスト名の変換精度を圧倒的に
高めることができる。
【０２５５】
　加えて，正しく変換できなかったときのために，「逆変換モジュール」にユーザ自身が
「表示」と「読み」と「品詞（一般名詞，動詞，姓名，姓，名，グループ名など）」を登
録できるようにしておいてもよい。これによれば，同じ逆変換ができなかったアーティス
トの曲を次回リッピングしたときでも正しく変換することができる。また，その登録内容
をサーバに吸い上げて，辞書の改版をしてもよい。
【０２５６】
　英字変換モジュール１８０ｄは，英字に対してその読みがなを記憶した辞書を持ち，そ
の辞書に基づいて英字のメタデータから読みがなを取得するというルールを規定したモジ
ュールであり，このルールをメタデータに適用することにより読みがなのソート用テキス
トを生成する。英字変換モジュール１８０ｄは，英字から日本語，中国語または韓国語に
変換する場合に適用される。たとえば，英字「ＰＵＦＦＯ」を日本語に変換する場合，英
字変換モジュール１８０ｄは，英字に対する読みがなを記憶した辞書に基づいて英字「Ｐ
ＵＦＦＯ」からひらがな「ぱふぉー」またはカタカナ「パフォー」をソート用テキストと
して生成する。
【０２５７】
　あだな変換モジュール１８０ｅは，人名に対してそのあだなを記憶した辞書を持ち，そ
の辞書に基づいて人名のメタデータからあだなを取得するというルールを規定したモジュ
ールであり，このルールをメタデータに適用することによりあだなのソート用テキストを
生成する。たとえば，あだな変換モジュール１８０ｅは，人名に対するあだなを記憶した
辞書に基づいて，人名「浜孝一」からあだな「はまちゃん」をソート用テキストとして生
成する。
【０２５８】
　記号読み変換モジュール１８０ｆは，「☆」などの記号や特殊文字に対してその読みが
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なを記憶した辞書を持ち，その辞書に基づいて記号等から読みがなを取得するというルー
ルを規定したモジュールである。たとえば，記号読み変換モジュール１８０ｆは，記号等
に対する読みがなを記憶した辞書に基づいて，記号「☆」から「ほし」（または「スター
」，「ＳＴＡＲ」等）を生成する。これにより，「涙目がキラリ☆」から「涙目がキラリ
ほし」が生成される。
【０２５９】
　難読名変換モジュール１８０ｇは，難読名に対する読みがなを記憶した辞書を持ち，そ
の辞書に基づいて難読名のメタデータから読みがなを取得するというルールを規定したモ
ジュールであり，このルールをメタデータに適用することにより難読ソート用テキストを
生成する。たとえば，難読名変換モジュール１８０ｇは，難読名に対する読みがなを記憶
した辞書に基づいて，難読名「１３５Ｒ」から「いみごらいだー」を生成する。
【０２６０】
　数字読み変換モジュール１８０ｈは，数字の読み方に読みがなをつけるルールを規定し
たモジュールである。たとえば，数字読み変換モジュール１８０ｈは，「僕の瞳は１００
万ボルト」から「僕の瞳はひゃくまんボルト」を生成する。
【０２６１】
　姓名反転モジュール１８０ｉは，「姓，名」や「姓　名」の順に表記されているメタデ
ータを，「名　姓」に変換する。たとえば，姓名反転モジュール１８０ｉは，「Ｂａｃｋ
，Ｊｅｆｆ」や「Ｂａｃｋ　Ｊｅｆｆ」から「Ｊｅｆｆ　Ｂａｃｋ」を生成する。
【０２６２】
　文字種分類モジュール１８０ｊは，メタデータが２以上の文字種からなる場合，メタデ
ータを文字種毎のメタデータに分類する。たとえば，メタデータが英字と漢字との２つの
文字種によって表示される場合，文字種分類モジュール１８０ｊは，メタデータを英字の
メタデータと漢字のメタデータとに分類する。
【０２６３】
　ソートモジュール３３０ａは，生成されたソート用テキストに基づいてメタデータをソ
ートすることにより，ソート済みメタデータを生成する。文字種別ソートモジュール３３
０ｂは，文字種分類モジュール１８０ｊにより分類された文字種別メタデータをそれぞれ
ソートすることにより，文字種別ソート済みメタデータをそれぞれ生成する。
【０２６４】
　記憶部１８０は，上述した複数のモジュールを記憶するとともに，各モジュールにて規
定されるルールを適用するときの優先順位を記憶する。この優先順位にしたがって，優先
順位の高いモジュールに規定されたルールから順に各ルールがソート用テキストを生成す
るためのルールとして適用される。
【０２６５】
　ソート用テキスト生成部１８２は，記憶部１８０に記憶された複数のモジュールのうち
，所定の条件に応じたルールを規定した１または２以上のモジュール（ソート用テキスト
生成モジュール３１０）に基づいてソート用テキストを自動生成する。所定の条件の一例
としては，予め定められた初期条件の他，ユーザから指定された条件またはユーザが使用
している言語（たとえば，日本人なら日本語）に関する環境が挙げられる。
【０２６６】
　たとえば，図１９に示したように，所定の条件に基づいて，記憶部１８０に記憶された
複数のモジュールから定冠詞抜きモジュール１８０ａおよび逆変換モジュール１８０ｃが
選択された場合，ソート用テキスト生成部１８２は，定冠詞抜きモジュール１８０ａおよ
び逆変換モジュール１８０ｃに規定された各ルールにしたがって，メタ一覧３００に含ま
れる各メタデータ３００ａからソート用テキストメタ一覧３２０に示したソート用テキス
ト３２０ａをそれぞれ生成する。
【０２６７】
　ソート実行部１８４は，ソート用テキスト生成部１８２により自動生成されたソート用
テキスト３２０ａに基づいて，各ソート用テキスト３２０ａに対応する各メタ情報３００
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ａをソートすることにより，ソートされた複数のメタ情報（ソート済メタ情報３００ｂ）
からなるソート済メタ一覧３４０を生成する。
【０２６８】
　イニシャル情報生成部１８６は，ソート済メタデータ３００ｂに含まれる各メタ情報の
イニシャル（頭文字）の情報を生成し，生成されたイニシャル情報をソート済メタデータ
に追加することによりイニシャル情報付きソート済メタデータを生成する。
【０２６９】
　たとえば，イニシャル情報生成部１８６は，図２０に示したように，イニシャルデータ
生成モジュール３５０を用いて，ソート済メタ一覧３４０に含まれるメタ情報３００ｂの
頭文字をイニシャル情報３２０ｃとして生成し，イニシャル情報３２０ｃをソート済メタ
データ３００ｂに追加することによりイニシャル情報付きソート済メタ一覧３６０を生成
する。
【０２７０】
　一例を挙げると，イニシャル情報生成部１８６は，メタ情報「坂本龍三」の頭文字「サ
」をイニシャル情報として生成し，生成されたのイニシャル情報「サ」をソート済メタデ
ータ３００ｂに追加することによってイニシャル情報付きソート済メタ一覧３６０を生成
する。なお，イニシャル情報は，ソート済メタデータに含まれる各情報の頭文字を含んで
いればよく，たとえば，メタ情報「坂本龍三」のイニシャル情報を「サカ」と生成しても
よく，「サカモ」と生成してもよい。
【０２７１】
　また，イニシャル情報は，必ずしもイニシャル（頭文字）を含んだ情報でなくてもよく
，たとえば，ソート済みメタデータの総文字数をイニシャル情報としてもよいし，ソート
済みメタデータに含まれる特定の文字列をイニシャル情報としてもよい。たとえば，総文
字数をイニシャル情報とする場合，ソート済みメタデータ「坂本太郎」に対して「４」と
いうイニシャル情報が生成される。
【０２７２】
　また，特定の文字列「太郎」をイニシャル情報とする場合，ソート済みメタデータの各
情報に，「太郎」を（先頭に限らず）含んでいるときには，「太郎」というイニシャル情
報が生成される。これによれば，たとえば，曲名に「クリスマス」「恋」「海」などのキ
ーワードを含んでいるコンテンツにすばやくアクセスすることができる。
【０２７３】
　なお，以上のように説明したイニシャル情報生成の条件のうち，いずれかの条件を用い
てイニシャル情報を生成してもよいし，複数の条件を用いてイニシャル情報を生成しても
よい。たとえば，イニシャル情報としてイニシャル（頭文字）と総文字数と特定の文字列
とを条件とする場合，ソート済みメタデータ「坂本太郎」に対して，「サ」，「４」，「
太郎」という３つのイニシャル情報が生成される。
【０２７４】
　情報出力部１８８は，このようにして生成されたイニシャル情報付きソート済メタ一覧
３６０を外部装置（たとえば，携帯再生装置２０など）に表示させる。あるいは，表示部
１９０が，このようにして生成されたイニシャル情報付きソート済メタ一覧３６０を表示
してもよい。
【０２７５】
　このようにして，情報処理装置１０は，これらの機能ブロックに示した各機能を用いて
，予め定められたルールを規定したモジュールに基づいてコンテンツのメタデータを並べ
替え，さらに，並べ替えたメタデータにイニシャル情報を付加するようになっている。
【０２７６】
　なお，情報処理装置１０は，ＣＰＵ１０１，ＲＯＭ１０２，ＲＡＭ１０３およびインタ
フェース１０７を備えていて（図４参照），ＲＯＭ１０２は，上記各機能を実行するため
のプログラムをそれぞれ記憶している。ＣＰＵ１０１は，ＲＯＭ１０２に記憶された各プ
ログラムを実行することにより各機能を達成するようになっている。
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【０２７７】
　（イニシャルソート変更例）
　次に，上記情報処理装置１０のイニシャルソート機能に関し，ユーザにより設定された
条件に応じて，ソート用テキストおよびイニシャル情報が動的に設定されるようにした変
更例について説明する。
【０２７８】
　この変更例の情報処理装置１０では，ユーザが，ソート用テキストを自動生成するため
の条件とメタ情報のイニシャル文字のソート順とを予め設定する。ユーザが日本語を使用
する環境においては，ユーザは，図２１に示した日本語版のソート用テキスト自動生成設
定画面にてソート用テキストを自動生成するための条件を設定し，ソート順・イニシャル
文字設定画面にてメタ情報のイニシャル文字のソート順を設定する。
【０２７９】
　（ユーザ設定に応じた動的なソート用テキスト生成）
　まず，ユーザは，ソート用テキストを自動生成するための条件を設定する。図２１の例
では，ユーザは，ソート用テキストを自動生成するための条件として，「ひらがなの読み
がなをつける」，「あだなの読みがなをつける」，「英語の定冠詞を削除する」，「カナ
の定冠詞を削除する（ザ抜き）」を設定している。
【０２８０】
　これをうけて，ソート用テキスト生成部１８２は，記憶部１８０に記憶された複数のモ
ジュールから，ユーザから指定された条件（ユーザ設定）に応じた１または２以上のモジ
ュールを選択する。図２２は，ユーザ設定に応じてソート用テキストを動的に生成する動
作を示した図である。図２２のソート用テキスト生成モジュール３１０に示したように，
ソート用テキスト生成部１８２は，ユーザにより設定された条件「英語の定冠詞を削除す
る」に応じて定冠詞抜きモジュール１８０ａを選択する。また，ソート用テキスト生成部
１８２は，「カナの定冠詞を削除する（ザ抜き）」に応じて，ザ抜きモジュール１８０ｂ
を選択する。また，ソート用テキスト生成部１８２は，「ひらがなの読みがなをつける」
に応じて，逆変換モジュール１８０ｃを選択する。また，ソート用テキスト生成部１８２
は，「あだなの読みがなをつける」に応じて，あだな変換モジュール１８０ｅを選択する
。
【０２８１】
　ソート用テキスト生成部１８２は，記憶部１８０に記憶された優先順位の高いモジュー
ルに規定されたルールから順に，ソート用テキストを生成するためのルールとして用いる
。たとえば，記憶部１８０に記憶された優先順位のうち，あだな変換モジュール１８０ｅ
の優先順位が，逆変換モジュール１８０ｃの優先順位よりも高い場合，ソート用テキスト
生成部１８２は，メタ一覧３００の「砂原良一」から，逆変換モジュール１８０ｃに規定
されたルールに基づいて「すなはらよしいち」をソート用テキストとして生成するのでは
なく，あだな変換モジュール１８０ｅに規定されたルールに基づいて「まりん」をソート
用テキストとして生成する。このように，優先順位にしたがって，メタ一覧３００の各メ
タデータ３００ａからソート用テキストメタ一覧３２０に示したソート用テキスト３２０
ａがそれぞれ生成される。
【０２８２】
　なお，ここでは，英字変換モジュール１８０ｄは選択されていない。この結果，メタデ
ータ「ＰＵＦＦＯ」は，ひらがなに変換されず，そのままの表記「ＰＵＦＦＯ」がソート
用テキスト３２０ａとして生成される。
【０２８３】
　再び，図２１に示した日本語版設定画面に戻って，ユーザが，メタ情報のイニシャル文
字のソート順を設定する方法について説明する。ユーザは，図２１に示したソート順・イ
ニシャル文字設定画面にてメタ情報のイニシャル文字のソート順を設定する。この例では
，洋楽ユーザ向けであれば，メタ情報のイニシャル文字が「ＡＢＣ・・・／数字／［あ－
ん］／その他」の順になるようにメタ情報が並べ替えられる。一方，邦楽ユーザ向けであ
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れば，メタ情報のイニシャル文字が「あ行か行・・・／数字／［Ａ－Ｚ］／その他」の順
になるようにメタ情報が並べ替えられる。
【０２８４】
　ここでは，ユーザは，洋楽ユーザ向けを選択している。これにより，図２２に示したよ
うに，ソート実行部１８４は，洋楽ユーザ向けのソートモジュール３３０のルール（すな
わち，「ＡＢＣ・・・／数字／［あ－ん］／その他」の順）に基づいて，ソート用テキス
トメタ一覧３２０を並べ替えることにより，ソート済みメタ一覧３４０（ソート済みメタ
データ）を生成する。この結果，ソート済みメタ一覧３４０には，最初に英字「ＰＵＦＦ
Ｏ」，その後に，あいうえお順に並べ替えられたメタ情報３００ｂが保持される。
【０２８５】
　図２３に，ユーザの使用する言語環境に応じて，ソート順として設定可能な項目の一例
を挙げる。これによれば，日本語の場合（日本語モード），ソート順として設定可能な文
字種は，「数字＆記号／英字／日本語（読みがな）／その他」となる。韓国語の場合（韓
国語モード），ソート順に設定可能な文字種は，「ハングル＆韓文漢字（読みがな）／数
字＆記号／英字／その他」となる。中国語の場合（中国語モード），ソート順として設定
可能な文字種は，「数字＆記号／英字＆簡体＆繁体（読みがな）／その他」となる。英仏
独伊西語の場合（英字モード），ソート順として設定可能な文字種は，「数字＆記号／英
字／その他」となる。ロシア語の場合（ロシア語モード），ソート順として設定可能な文
字種は，「数字＆記号／英字／キリル文字／その他」となる。
【０２８６】
　ユーザは，このようなソートのルールにしたがって，初期設定時や任意の時点にソート
順を動的に設定してもよく，ユーザの言語環境に応じて自動で定められるデフォルト値に
対してユーザがさらに変更を加えてもよい。
【０２８７】
　なお，図２４に示したように，メタ情報が２以上の文字種（ここでは，日本語，英語で
あるが，分類する文字種は，ユーザの使用する言語環境によって変わる。）からなる場合
，ソート実行部１８４は，文字種分類モジュール１８０ｊを用いて，文字種毎にメタ情報
を分類し，文字種別ソートモジュール３３０ｂ１，３３０ｂ２を用いて，分類されたメタ
情報をそれぞれソートすることにより，文字種毎にメタ情報を並べ替えて文字種別ソート
済メタ情報３４０ａ，３４０ｂをそれぞれ生成する。その後，ソート実行部１８４は，文
字種別リスト合成モジュール３８０に基づいて，文字種別ソート済メタ情報３４０ａと文
字種別ソート済メタ情報３４０ｂとを合成する。
【０２８８】
　（ユーザ設定に応じた動的なイニシャル設定）
　つぎに，ユーザ設定に応じた動的な文字種別のイニシャルソート設定方法について説明
する。図２５に示したように，基本ソートルールとして設定可能な項目は，言語環境（文
字種）によって変わる。たとえば，文字種が「英字」の場合，ユーザは，Ａ，Ｂ，Ｃ，・
・・Ｚのイニシャルに対して，「アルファベット順」，「大文字→小文字の順」を基本ソ
ートルールとして設定することができる。
【０２８９】
　また，文字種が「数字＆記号」の場合，ユーザは，５，＃等のイニシャルに対して，「
数字（文字コード順）→記号（文字コード順）」を基本ソートルールとして設定すること
ができる。
【０２９０】
　また，文字種が「ハングル」の場合，ユーザは，ハングル子音，韓文漢字のイニシャル
に対して，「辞書順（＝文字コード順）」を基本ソートルールとして設定することができ
る。
【０２９１】
　また，文字種が「日本語」の場合，ユーザは，あ行，か行，・・・漢字のイニシャルに
対して，「５０音順」，「ひらがな→カタカナの順」，「普通音→撥音→濁音→半濁音の
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順」，「文字コードの順」を基本ソートルールとして設定することができる。
【０２９２】
　また，文字種が「英字＆簡体＆繁体（英字読み）」の場合，ユーザは，Ａ，Ｂ，Ｃ・・
・Ｚ，簡体字，繁体字のイニシャルに対して，「英文Ａ，中文Ａ，英文Ｂ，中文Ｂ，・・
・，英文Ｚ，中文Ｚ」，「文字種英字と同じルール」，「文字コードの順」を基本ソート
ルールとして設定することができる。
【０２９３】
　また，文字種が「キリル文字」の場合，ユーザは，キリル文字のイニシャルに対して，
「キリル文字順」，「大文字→小文字の順」，「文字コードの順」を基本ソートルールと
して設定することができる。
【０２９４】
　なお，その他の文字種の場合，ユーザは，その他の文字種のイニシャルに対して，「文
字コードの順」を基本ソートルールとして設定することができる。
【０２９５】
　以上の基本ソートルールに基づいて，ユーザの言語環境に応じて，図２４に示したイニ
シャルソート設定３９０が動的に設定される。このようにして動的に設定されたイニシャ
ルソート設定３９０に基づいて，ソート実行部１８４は，合成されたソート済みメタ情報
を並べ替え，ソート済みメタ情報を生成する。
【０２９６】
　ついで，イニシャル情報生成部１８６は，イニシャルデータ生成モジュール３５０に基
づいて，ソート済メタ情報に含まれる各メタ情報のイニシャル情報を生成する。イニシャ
ル情報生成部１８６は，生成されたイニシャル情報をソート済メタデータに追加すること
により，イニシャル情報付きソート済メタ一覧３６０を生成する。
【０２９７】
　たとえば，図２４では，イニシャルソート設定３９０は，ユーザにより「あ行－わ行／
［Ａ－Ｚ］の順」に設定されている。そこで，イニシャル情報生成部１８６は，このユー
ザ設定のルールに基づいて，合成されたソート済メタデータを最初に［あ行－わ行］の順
，つぎに，［Ａ－Ｚ］の順に並べ替え，イニシャル情報付きソート済メタデータ３６０を
生成する。
【０２９８】
　以上，図１７～図２５を参照して，情報処理装置１０が有するイニシャルソート機能に
ついて説明した。なお，携帯型再生装置２０等の再生装置も，上述したようなイニシャル
ソート機能の一部又は全部を有するように構成してもよい。
【０２９９】
　＜検索表示用テーブルの種類＞
　次に，図２６Ａ～Ｍを参照して，本実施形態にかかる検索表示用テーブル１５の具体例
について説明する。
【０３００】
　検索表示用テーブル１５は，携帯型再生装置２０におけるコンテンツの検索時に表示部
２５０に順次表示される複数の検索画面に１対１対応するように，各コンテンツの属性情
報が階層化された構造を有するテーブルである。この検索表示用テーブル１５は，携帯型
再生装置２０におけるコンテンツの検索方式（例えば，楽曲のアーティスト名で検索，楽
曲のジャンルで検索など）に対応して複数種類が用意される。以下に，各検索表示用テー
ブル１５の構造とデータ内容について詳細に説明する。
【０３０１】
　なお，以下の説明で，「アーティスト」とは，音楽コンテンツ（楽曲）の歌手，演奏者
，作詞者，作曲者，編曲者又はプロデューサーであり，「アルバム」とは，複数の音楽コ
ンテンツの集合体であり，「タイトル」とは，音楽コンテンツの名称であり，「トラック
」とは，１のアルバム内に含まれる音楽コンテンツの通称であり，「トラック番号」とは
，１のアルバム内におけるトラックの配列順序を表す番号であり，「ジャンル」とは，音
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楽コンテンツの属する音楽分野である。
【０３０２】
　（Ａ．アルバム検索表示用テーブル）
　図２６Ａは，本実施形態にかかるアルバム検索表示用テーブル１５ａのデータ構造を示
す説明図である。アルバム検索表示用テーブル１５ａは，コンテンツの属性情報として，
グループ名である「アルバム名」と，コンテンツ名である「タイトル」とを含む。
【０３０３】
　このアルバム検索表示用テーブル１５ａは，最上位階層の「アルバム階層」と，最下位
階層の「タイトル階層」とからなる２階層構造を有する。アルバム階層では，アルバム名
が読み順でソート（イニシャルソート）されている。図示の例では，アルバム名「Ｍａｎ
ｙ　Ｐｒｉｎｃｅｓｓ」→「Ｓｉｎｇｉｎｇ」→「Ｓｕｇａｒ　Ｌｏｗ」といったように
，アルバム名を構成する文字列のアルファベットが若い順にソートされている。先頭文字
が同一である場合（「Ｓｉｎｇｉｎｇ」も「Ｓｕｇａｒ　Ｌｏｗ」も先頭文字は「Ｓ」）
には，次の文字で判断される（「ｉ」＜［ｕ」）。また，タイトル階層では，アルバムご
とに，そのアルバムに属する楽曲のタイトルがトラック番号順でソートされている。
【０３０４】
　また，タイトル階層では，各アルバム単位で，そのアルバムに属する楽曲のタイトルが
トラック番号順でソート（イニシャルソート）されている。例えば，アルバム名「Ｍａｎ
ｙ　Ｐｒｉｎｃｅｓｓ」のアルバムでは，タイトル「キロク」→「ｊｕｍｐｉｎｇ」とい
ったように，当該アルバムで設定されているトラック番号順にソートされている。
【０３０５】
　以上のようなアルバム検索表示用テーブル１５ａは，アルバム名を検索キーとして音楽
コンテンツ（楽曲）を検索する際に利用される。この際，アルバム名が読み順で表示され
るので，ユーザは所望のアルバムを容易に検索でき便利である。また，各アルバム内の楽
曲がそのアルバムのトラック順に並んで表示されるので，アルバム検索したユーザにとっ
て便利である。
【０３０６】
　（Ｂ．アーティスト検索表示用テーブル）
　図２６Ｂは，本実施形態にかかるアーティスト検索表示用テーブル１５ｂのデータ構造
を示す説明図である。アーティスト検索表示用テーブル１５ｂは，コンテンツの属性情報
として，グループ名である「アーティスト名」と，グループ名である「アルバム名」と，
コンテンツ名である「タイトル」とを含む。
【０３０７】
　このアーティスト検索表示用テーブル１５ｂは，最上位階層の「アーティスト階層」と
，中位階層の「アルバム階層」と，最下位階層の「タイトル階層」とからなる３階層構造
を有する。
【０３０８】
　アーティスト階層では，アーティスト名が読み順でソート（イニシャルソート）されて
いる。図示の例では，アーティスト名「１９８０ＢＡＮＤ」→「Ｅｖｅｒｙ　Ｂｉｇ　Ｓ
ｉｎｇ」→「鬼塚太郎」といったように，アーティスト名が読み順でソートされている。
【０３０９】
　また，アルバム階層では，各アーティスト単位で，そのアーティストに属するアルバム
名が読み順でソート（イニシャルソート）されている。また，タイトル階層では，各アル
バム単位で，そのアルバムに属する楽曲のタイトルがトラック番号順でソートされている
。
【０３１０】
　以上のようなアーティスト検索表示用テーブル１５ｂは，アーティスト名を検索キーと
してアルバム名を検索し，さらに，アルバム名を検索キーとして音楽コンテンツ（楽曲）
を検索する際に利用される。この際，アーティスト名及びアルバム名が読み順で表示され
るので，ユーザは所望のアーティスト及びアルバムを容易に検索でき便利である。
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【０３１１】
　（Ｃ．ジャンル検索表示用テーブル）
　図２６Ｃは，本実施形態にかかるジャンル検索表示用テーブル１５ｃのデータ構造を示
す説明図である。ジャンル検索表示用テーブル１５ｃは，コンテンツの属性情報として，
グループ名である「ジャンル」と，グループ名である「アーティスト名」と，グループ名
である「アルバム名」と，コンテンツ名である「タイトル」とを含む。
【０３１２】
　このジャンル検索表示用テーブル１５ｃは，最上位階層の「ジャンル階層」と，第２位
階層である「アーティスト階層」と，第３位階層の「アルバム階層」と，最下位階層の「
タイトル階層」とからなる４階層構造を有する。
【０３１３】
　ジャンル階層では，ＪーＰＯＰ，Ｒｏｃｋ，Ｊａｚｚ等の音楽ジャンルが，文字コード
順でソートされている。図示の例では，ジャンル「ＪーＰＯＰ」→「Ｒｏｃｋ」といった
ように，ジャンルが文字コード順でソートされている。また，アーティスト階層では，各
ジャンル単位で，そのジャンルに属するアーティスト名が読み順でソート（イニシャルソ
ート）されている。また，アルバム階層では，各アーティスト単位で，そのアーティスト
に属するアルバム名が読み順でソート（イニシャルソート）されている。また，タイトル
階層では，各アルバム単位で，そのアルバムに属する楽曲のタイトルがトラック番号順で
ソートされている。
【０３１４】
　以上のようなジャンル検索表示用テーブル１５ｃは，ジャンルを検索キーとしてアーテ
ィスト名を検索し，さらに，アーティスト名を検索キーとしてアルバム名を検索し，さら
に，アルバム名を検索キーとして音楽コンテンツ（楽曲）を検索する際に利用される。こ
の際，アーティスト名及びアルバム名が読み順で表示されるので，ユーザは所望のアーテ
ィスト及びアルバムを容易に検索でき便利である。また，ジャンル数は少ないためイニシ
ャルソートする必要性は低いので，上記例では，ジャンルを文字コード順でソートしてい
るが，かかる例に限定されず，ジャンルをイニシャルソートすることもできる。
【０３１５】
　また，上記ジャンル検索表示用テーブル１５ｃの変更例として，上記「アーティスト階
層」と「アルバム階層」の一方若しくは双方を省略した検索表示用テーブル１５を作成す
ることができる。
【０３１６】
　例えば，最上位階層の「ジャンル階層」と，最下位階層の「タイトル階層」とからなる
２階層構造を有する「ジャンル全曲（全コンテンツ）検索表示用テーブル」を作成できる
。この「ジャンル全曲検索表示用テーブル」では，タイトル階層でのタイトルの配列順は
，例えば，読み順，評価値の大きさ順，携帯型再生装置２０に対するコンテンツ追加日時
順，ユーザ定義順，コンテンツデータの再生順，コンテンツ名の文字コード順ジャンル単
位，などとすることができる。また，かかる「ジャンル全曲検索表示用テーブル」は，こ
のような検索表示用途のみならず，ジャンルごとにコンテンツを集合させたプレイリスト
としての利用も可能である。
【０３１７】
　（Ｄ．イニシャル全曲検索表示用テーブル）
　図２６Ｄは，本実施形態にかかるイニシャル全曲検索表示用テーブル１５ｄのデータ構
造を示す説明図である。イニシャル全曲検索表示用テーブル１５ｄは，コンテンツの属性
情報として，グループ名である「イニシャル」と，コンテンツ名である「タイトル」とを
含む。なお，「イニシャル」は，上述したイニシャル情報の頭文字を意味する（図２０等
参照）。
【０３１８】
　このイニシャル全曲検索表示用テーブル１５ｄは，最上位階層の「イニシャル階層」と
，最下位階層の「タイトル階層」とからなる２階層構造を有する。イニシャル階層では，
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イニシャル頭文字がイニシャル順でソートされている。図示の例では，イニシャル「Ｂ」
→「Ｎ」→「Ｊ」→「キ」→「サ」→「ソ」といったように，イニシャル頭文字が，アル
ファベット順及び読み仮名の５０音順でソートされている。また，タイトル階層では，各
イニシャル単位で，そのイニシャルを頭文字に有するタイトルが，読み順でソート（イニ
シャルソート）されてもよい。
【０３１９】
　以上のようなイニシャル全曲検索表示用テーブル１５ｄは，タイトルのイニシャルを検
索キーとして音楽コンテンツ（楽曲）を検索する際に利用される。この際，複数の音楽コ
ンテンツ（楽曲）のタイトルが，イニシャルごとに，読み順で表示されるので，ユーザは
所望の音楽コンテンツ（楽曲）を容易に検索でき便利である。また，アーティスト名やア
ルバム名を介さなくても，所望の音楽コンテンツ（楽曲）をダイレクトに検索できるので
便利であり，タイトル名が分かっている場合には迅速な検索が可能となる。
【０３２０】
　（Ｅ．イニシャル・アーティスト検索表示用テーブル）
　図２６Ｅは，本実施形態にかかるイニシャル・アーティスト検索表示用テーブル１５ｅ
のデータ構造を示す説明図である。イニシャル・アーティスト検索表示用テーブル１５ｅ
は，コンテンツの属性情報として，グループ名である「イニシャル」と，グループ名であ
る「アーティスト名」と，グループ名である「アルバム名」と，コンテンツ名である「タ
イトル」とを含む。
【０３２１】
　このイニシャル・アーティスト検索表示用テーブル１５ｅは，最上位階層の「イニシャ
ル階層」と，第２位階層の「アーティスト階層」と，第３位階層の「アルバム階層」と，
最下位階層の「タイトル階層」とからなる４階層構造を有する。
【０３２２】
　イニシャル階層では，イニシャル頭文字がイニシャル順でソートされている。また，ア
ーティスト階層では，各イニシャル単位で，アーティスト名が読み順でソート（イニシャ
ルソート）されている。また，アルバム階層では，各アーティスト単位で，そのアーティ
ストに属するアルバム名が読み順でソート（イニシャルソート）されている。また，タイ
トル階層では，各アルバム単位で，そのアルバムに属する楽曲のタイトルがトラック番号
順でソートされている。
【０３２３】
　以上のようなイニシャル・アーティスト検索表示用テーブル１５ｅは，アーティスト名
のイニシャルを検索キーとしてアーティスト名を検索し，さらに，アーティスト名を検索
キーとしてアルバム名を検索し，さらに，アルバム名を検索キーとして音楽コンテンツ（
楽曲）を検索する際に利用される。この際，あるイニシャルを入力すれば，そのイニシャ
ルを頭文字にもつアーティスト名だけが一覧表示されるので便利であり，その後は，アー
ティスト名及びアルバム名が読み順で表示されるので，ユーザは所望のアーティスト及び
アルバムを容易に検索でき便利である。
【０３２４】
　（Ｆ．イニシャル・アルバム検索表示用テーブル）
　図２６Ｆは，本実施形態にかかるイニシャル・アルバム検索表示用テーブル１５ｆのデ
ータ構造を示す説明図である。イニシャル・アルバム検索表示用テーブル１５ｆは，コン
テンツの属性情報として，グループ名である「イニシャル」と，グループ名である「アル
バム名」と，コンテンツ名である「タイトル」とを含む。
【０３２５】
　このイニシャル・アルバム検索表示用テーブル１５ｆは，最上位階層の「イニシャル階
層」と，中位階層の「アルバム階層」と，最下位階層の「タイトル階層」とからなる３階
層構造を有する。
【０３２６】
　イニシャル階層では，イニシャル頭文字がイニシャル順でソートされて，アルファベッ
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ト順に並んでいる。また，アルバム階層では，各イニシャル単位で，アルバム名が読み順
でソート（イニシャルソート）されている。さらに，タイトル階層では，各アルバム単位
で，各アルバムに属する楽曲のタイトルがトラック番号順でソートされている。
【０３２７】
　以上のようなイニシャル・アルバム検索表示用テーブル１５ｆは，アーティスト名のイ
ニシャルを検索キーとしてアルバム名を検索し，さらに，アルバム名を検索キーとして音
楽コンテンツ（楽曲）を検索する際に利用される。この際，あるイニシャルを入力すれば
，そのイニシャルを頭文字にもつアルバム名だけが一覧表示されるので便利であり，その
後は，アルバム名が読み順で表示されるので，ユーザは所望のアルバムを容易に検索でき
便利である。
【０３２８】
　（Ｇ．レーティング検索表示用テーブル）
　図２６Ｇは，本実施形態にかかるレーティング検索表示用テーブル１５ｇのデータ構造
を示す説明図である。レーティング検索表示用テーブル１５ｇは，コンテンツの属性情報
として，グループ名である「評価値レベル」と，コンテンツ名である「タイトル」とを含
む。なお，評価値レベルは，例えば，評価値Ｐが「１（Ｐ≦１）」，「２（１＜ｐ≦２）
」，「３（２＜ｐ≦３）」，「４（３＜ｐ≦４）」，「５（４＜ｐ≦５）」という５段階
の評価値の範囲を表している。なお，評価値は，上記演算評価値又は入力評価値のいずれ
かを用いても良いし，双方の平均値等を利用してもよい。
【０３２９】
　このレーティング検索表示用テーブル１５ｇは，最上位階層の「評価値レベル階層」と
，最下位階層の「タイトル階層」とからなる２階層構造を有する。評価値レベル階層では
，評価値レベルが評価値の高い順でソートされている。また，タイトル階層では，各評価
値レベル単位で，その評価値レベルの評価値が付加されたコンテンツ（楽曲）のタイトル
が，再生回数が多い順（或いは当該コンテンツに付加された評価値が高い順）でソートさ
れている。なお，各コンテンツの再生回数は，上記イベントログ（再生履歴）の解析結果
に基づき判別可能である。
【０３３０】
　以上のようなレーティング検索表示用テーブル１５ｇは，評価値レベルを検索キーとし
て音楽コンテンツ（楽曲）を検索する際に利用される。この際，コンテンツのタイトルが
，当該コンテンツの再生回数が多い順，或いは，当該コンテンツに付加された評価値が高
い（若しくは低い順）順で表示されるので，ユーザは，ジャンルや，アーティストに関わ
らず，頻繁に聴くコンテンツや，配信サービス提供者が推薦するコンテンツ（予め高い評
価値が付加されている）などを，容易かつ迅速に検索でき便利である。
【０３３１】
　（Ｈ．年代検索表示用テーブル）
　図２６Ｈは，本実施形態にかかる年代検索表示用テーブル１５ｈのデータ構造を示す説
明図である。年代検索表示用テーブル１５ｈは，コンテンツの属性情報として，グループ
名である「リリース年」と，グループ名である「アーティスト名」と，コンテンツ名であ
る「タイトル」とを含む。なお，リリース年は，例えば，１年単位で区分されているが，
１０年単位，半年単位，１月単位などであってもよい。
【０３３２】
　この年代検索表示用テーブル１５ｈは，最上位階層の「リリース年階層」と，中位階層
の「アーティスト階層」と，最下位階層の「タイトル階層」とからなる３階層構造を有す
る。
【０３３３】
　リリース年階層では，リリース年度が，古い年順にソートされているが，新しい年代順
にソートされてもよい。また，アーティスト階層では，各リリース年度単位で，その年に
楽曲をリリースしたアーティスト名が，読み順でソート（イニシャルソート）されている
。また，タイトル階層では，そのアーティストに属する楽曲のタイトルが読み順でソート
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（イニシャルソート）されている。
【０３３４】
　以上のような年代検索表示用テーブル１５ｈは，リリース年度を検索キーとして音楽コ
ンテンツ（楽曲）を検索する際に利用される。この際，リリース年度ごとに各アーティス
トがリリースしたタイトルを分けて表示できるので，ユーザは，リリース年ごとに流行の
曲を容易かつ迅速に検索でき便利である。
【０３３５】
　（Ｉ．最新転送曲検索表示用テーブル）
　図２６Iは，本実施形態にかかる最新転送曲検索表示用テーブル１５ｉのデータ構造を
示す説明図である。最新転送曲検索表示用テーブル１５ｉは，転送時期検索表示用テーブ
ルの一例であり，コンテンツの属性情報として，グループ名である，情報処理装置１０か
ら携帯型再生装置２０へのコンテンツの「転送時期」と，グループ名である「アルバム名
」と，コンテンツ名である「タイトル」とを含む。
【０３３６】
　この最新転送曲検索表示用テーブル１５ｉは，最上位階層の「転送時期階層」と，中位
階層の「アルバム階層」と，最下位階層の「タイトル階層」とからなる３階層構造を有す
る。転送時期階層では，例えば過去３回の転送時期が，転送時期が古い順でソートされて
いる。図示の例では，転送時期「前々回転送曲」→「前回転送曲」→「最新回転送曲」と
いったように，転送時期が古い順でソートされている。また，アルバム階層では，各転送
時期単位で，その転送時期に転送されたアルバム名が，携帯型再生装置２０に対する追加
順（記録順）でソートされている。また，タイトル階層では，各アルバム単位で，そのア
ルバムに属する楽曲のタイトルが，当該追加順でソートされている。
【０３３７】
　以上のような最新転送曲検索表示用テーブル１５ｉは，転送時期を検索キーとしてアル
バム名を検索し，さらに，アルバム名を検索キーとして音楽コンテンツ（楽曲）を検索す
る際に利用される。この際，転送時期ごとにアルバム名及びタイトルを区分し，さらに，
アルバム名及びタイトルが，携帯型再生装置２０に対する追加順で表示されるので，ユー
ザは，転送時期に応じて所望のコンテンツ（例えば最近転送したコンテンツ）などを容易
に検索でき便利である。
【０３３８】
　なお，本実施形態にかかる最新転送曲検索表示用テーブル１５ｉは，情報処理装置１０
から携帯型再生装置２０へのコンテンツの転送時期に対応した検索表示用テーブル１５の
例であるが，かかる例以外にも，例えば，配信サーバ３０から情報処理装置１０への配信
時期に対応した検索表示用テーブルとして，配信時期検索表示用テーブルも，上記最新転
送曲検索表示用テーブル１５ｉと同様に作成可能である。
【０３３９】
　（Ｊ．アーティスト全曲検索表示用テーブル）
　図２６Ｊは，本実施形態にかかるアーティスト全曲検索表示用テーブル１５ｊのデータ
構造を示す説明図である。アーティスト全曲検索表示用テーブル１５ｊは，コンテンツの
属性情報として，グループ名である「アーティスト」と，コンテンツ名である「タイトル
」とを含む。
【０３４０】
　このアーティスト全曲検索表示用テーブル１５ｊは，最上位階層の「アーティスト階層
」と，最下位階層の「タイトル階層」とからなる２階層構造を有する。アーティスト階層
では，アーティスト名が読み順でソート（イニシャルソート）されている。また，タイト
ル階層では，各アーティスト単位で，そのアーティストに属する全ての楽曲のタイトルが
，読み順でソート（イニシャルソート）されている。
【０３４１】
　以上のようなアーティスト全曲検索表示用テーブル１５ｊは，アーティストを検索キー
として音楽コンテンツ（楽曲）を検索する際に利用される。この際，当該アーティストご
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とに，全ての音楽コンテンツ（楽曲）のタイトルが，読み順で一覧表示されるので，ユー
ザは所望のアーティストの音楽コンテンツ（楽曲）を容易に検索でき便利である。また，
アルバム名を介さなくても，所望のアーティストの音楽コンテンツ（楽曲）をダイレクト
に検索できるので便利である。また，かかる「アーティスト全曲検索表示用テーブル１５
ｊ」は，このような検索表示用途のみならず，アーティストごとにコンテンツを集合させ
たプレイリストとしての利用も可能である。
【０３４２】
　（Ｋ．ユーザプレイリスト検索表示用テーブル）
　図２６Ｋは，本実施形態にかかるユーザプレイリスト検索表示用テーブル１５ｋのデー
タ構造を示す説明図である。ユーザプレイリスト検索表示用テーブル１５ｋは，コンテン
ツの属性情報として，グループ名である「プレイリスト名」と，コンテンツ名である「タ
イトル」とを含む。このユーザプレイリストは，ユーザ入力に応じて自由に作成可能であ
り，図示の例では，「ドライブ用」「ジョギング用」としてユーザ所望のコンテンツを集
めたプレイリストが作成されている。
【０３４３】
　このユーザプレイリスト検索表示用テーブル１５ｋは，最上位階層の「プレイリスト階
層」と，最下位階層の「タイトル階層」とからなる２階層構造を有する。プレイリスト階
層では，プレイリスト名が文字コード順でソートされている。また，タイトル階層では，
各プレイリスト単位で，そのプレイリストに含まれるコンテンツ（楽曲）のタイトルが，
ユーザ定義順でソートされている。
【０３４４】
　以上のようなユーザプレイリスト検索表示用テーブル１５ｋは，プレイリスト名を検索
キーとして音楽コンテンツ（楽曲）を検索する際に利用される。この際，プレイリストに
含まれるコンテンツのタイトルが，ユーザ定義順で表示されるので，ユーザは自己の所望
するコンテンツを容易に検索でき便利である。
【０３４５】
　（Ｌ．再生履歴検索表示用テーブル）
　図２６Ｌは，本実施形態にかかる再生履歴検索表示用テーブル１５ｌのデータ構造を示
す説明図である。再生履歴検索表示用テーブル１５ｌは，コンテンツの属性情報として，
グループ名である「再生年月」と，グループ名である「再生年月日」と，コンテンツ名で
ある「タイトル」とを含む。
【０３４６】
　この再生履歴検索表示用テーブル１５ｌは，最上位階層の「再生年月階層」と，中位階
層の「再生年月日階層」と，最下位階層の「タイトル階層」とからなる３階層構造を有す
る。
【０３４７】
　再生年月階層では，再生年月が，再生年月が古い順でソートされている。また，再生年
月日階層では，再生年月日が，再生年月日が古い順でソートされている。図示の例では，
再生年月「２００５／０３」内に，再生年月日「２００５／０３／２９」，「２００５／
０３／３０」，「２００５／０３／３１」の日付が古い順でソートされている。また，タ
イトル階層では，各再生年月日単位で，その再生年月日に再生されたコンテンツ（楽曲）
のタイトルが，再生時期が古い順でソートされている。
【０３４８】
　以上のような再生履歴検索表示用テーブル１５ｌは，再生年月を検索キーとして再生年
月日を検索し，さらに，再生年月日を検索キーとして音楽コンテンツ（楽曲）を検索する
際に利用される。この際，再生履歴順でトラックが表示されるので，ユーザは，例えば，
過去の所定期間によく視聴した楽曲などを，容易に検索でき便利である。また，かかる「
再生履歴検索表示用テーブル１５ｌ」は，このような検索表示用途のみならず，再生時期
ごとにコンテンツを集合させたプレイリストとしての利用も可能である。
【０３４９】
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　（Ｍ．自動プレイリスト検索表示用テーブル）
　図２６Ｍは，本実施形態にかかる自動プレイリスト検索表示用テーブル１５ｍのデータ
構造を示す説明図である。自動プレイリスト検索表示用テーブル１５ｍは，コンテンツの
属性情報として，グループ名である「プレイリスト名」と，コンテンツ名である「タイト
ル」とを含む。この自動プレイリストは，上述した再生履歴（イベントログ）の解析結果
に基づき，情報処理装置１０が自動的に作成したものである。ここでは，プレイリスト名
が「よく聞くトップ１００」なる自動プレイリストの例を挙げる。このプレイリストは，
再生履歴（イベントログ）の解析結果に基づき，再生頻度が高い１００個のコンテンツを
選択して，再生頻度順（例えば総再生回数順）にソートしたものである。しかし，これ以
外にも，上記のように再生頻度に基づき多様な種類のプレイリストを自動的に作成可能で
ある。
【０３５０】
　上記自動プレイリスト検索表示用テーブル１５ｍは，最上位階層の「プレイリスト階層
」と，最下位階層の「タイトル階層」とからなる２階層構造を有する。タイトル階層では
，プレイリストに含まれるコンテンツ（楽曲）のタイトルが，再生頻度順でソートされて
いる。
【０３５１】
　以上のような自動プレイリスト検索表示用テーブル１５ｍは，特定のプレイリスト内の
音楽コンテンツ（楽曲）を検索する際に利用される。この際，再生頻度順でトラックが表
示されるので，ユーザは，例えば，視聴頻度の高い楽曲を容易に検索でき便利である。
【０３５２】
　以上，本実施形態にかかる複数の検索表示用テーブル１５の例について説明した。上記
例以外にも，他の属性情報を加えた検索表示用テーブル１５など，多様な種類の検索表示
用テーブル１５を作成可能である。また，本実施形態にかかる検索表示用テーブル１５は
，情報処理装置１０により作成されるが，かかる例に限定されず，例えば，データ構造が
簡単な一部の検索表示用テーブル１５は携帯型再生装置２０で作成しても良いし，また，
検索表示用テーブル１５の一部の階層（例えばアーティスト階層，アルバム階層，トラッ
ク階層など）を情報処理装置１０で作成し，残りの階層（例えばイニシャル階層）を携帯
型再生装置２０で作成することもできる。
【０３５３】
　＜動作シーケンス＞
　次に，図２７を参照して本実施形態にかかる情報処理装置１０と携帯型再生装置２０徒
の間の動作シーケンス（情報処理装置１０の通信方法，携帯型再生装置２０の再生方法）
について説明する。なお，図２７は，本実施形態にかかる情報処理装置１０と携帯型再生
装置２０との間の動作シーケンスを示すシーケンス図である。
【０３５４】
　初期状態として，過去に，情報処理装置１０から，接続された携帯型再生装置２０に対
して，複数のコンテンツ及びこれに対応する検索表示用テーブル１５が，転送されて記憶
されており，さらに，当該接続の遮断後に，携帯型再生装置２０において，当該コンテン
ツの一部又は全部が既に再生されてイベントログが蓄積されるとともに削除予定リストが
生成され，その後，情報処理装置１０は配信サーバ３０から新たなコンテンツをダウンロ
ード済みである状態を想定する。
【０３５５】
　この状態で，図２７に示すように，情報処理装置１０と携帯型再生装置２０がローカル
ライン９を介して接続される（ステップＳ１０；接続ステップ）と，情報処理装置１０は
，携帯再生装置２０との接続を検知する（ステップＳ１２；接続検知ステップ）。
【０３５６】
　次いで，情報処理装置１０は，携帯再生装置２０にローカルラインを介してアクセスし
，必要な情報を転送するよう要求する（ステップＳ１４；アクセスステップ）。この結果
，携帯型再生装置２０から，当該携帯型再生装置２０に記憶されている複数のコンテンツ
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に対応するコンテンツＩＤ，イベントログ，削除予定リストなどの情報が，情報処理装置
１０に転送され，情報処理装置１０はこれらの情報を取得する（ステップＳ１６；転送ス
テップ，取得ステップ）。なお，本ステップでは，情報処理装置１０は，コンテンツＩＤ
の代わりに，携帯型再生装置２０に記憶されている全てのコンテンツを特定可能な情報と
して，例えば，携帯型再生装置２０に既に記憶されている上記検索表示用テーブル１５の
一部又は全部などを取得してもよい。
【０３５７】
　次いで，情報処理装置１０は，上記取得したコンテンツＩＤに基づいて，携帯型再生装
置２０に記憶されている全てのコンテンツを認識し（ステップＳ１８；コンテンツ認識ス
テップ），情報処理装置１０に記憶されているコンテンツと，携帯型再生装置２０に記憶
されているコンテンツの差分を検出する（ステップＳ２０；比較ステップ）。本ケースで
は，情報処理装置１０は，上記のように配信サーバ３０から新たなコンテンツを取得して
いるので，携帯型再生装置２０が保有していないコンテンツを保有しており，よって，双
方の間にコンテンツの差分がある。
【０３５８】
　さらに，情報処理装置１０は，携帯型再生装置２０に記憶されているコンテンツを更新
する（ステップＳ２２；コンテンツ更新ステップ）。詳細には，例えば，情報処理装置１
０は，上記取得した削除予定リストに含まれるコンテンツＩＤに対応するコンテンツを，
携帯再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０から削除するよう制御する。また，上記配信
コンテンツの転送要求を表すユーザ入力を受け付けた場合には，情報処理装置１０は，上
記配信されたコンテンツを，自動的に携帯型再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０に追
加するよう制御する。また，情報処理装置１０が記憶しているコンテンツと携帯型再生装
置２０が記憶しているコンテンツの同期をとる機能や，自動転送機能が設定されている場
合などには，情報処理装置１０は，上記配信されたコンテンツを，自動的に携帯型再生装
置２０のコンテンツ記憶部２２０に追加するよう制御する。
【０３５９】
　この結果，携帯型再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０にコンテンツが追加／削除さ
れる（ステップＳ２３；コンテンツ追加／削除ステップ）。このような更新処理の結果，
携帯型再生装置２０に記憶されているコンテンツが変化したことになる。従って，当該コ
ンテンツの変化に対応した新たな検索表示用テーブル１５が必要となる。
【０３６０】
　その後，情報処理装置１０は，携帯型再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０に記憶さ
れている全てのコンテンツを特定する（ステップＳ２４；コンテンツ特定ステップ）。具
体的には，情報処理装置１０は，上記ステップＳ１６で取得したコンテンツＩＤと，上記
ステップＳ２２，Ｓ２３でのコンテンツ更新結果とに基づいて，現時点で携帯型再生装置
２０のコンテンツ記憶部２２０に記憶されているコンテンツを特定する。
【０３６１】
　なお，本コンテンツ特定ステップＳ２４は，ステップＳ２２，Ｓ２３より先に行っても
よい。この場合には，情報処理装置１０は，その後の上記ステップＳ２２，Ｓ２３でのコ
ンテンツ更新処理が実行されたとすれば，携帯型再生装置２０のコンテンツ記憶部２２０
に記憶されることとなる全てのコンテンツを，当該コンテンツ更新前に予め特定すること
になる。
【０３６２】
　次いで，情報処理装置１０は，上記特定された各コンテンツの属性情報を，ホスト記憶
部１４６からのホストデータベース１７０から抽出する（ステップＳ２６；属性情報抽出
ステップ）。
【０３６３】
　さらに，情報処理装置１０は，上記抽出された各コンテンツに関する属性情報に基づい
て，上述した複数種類の検索表示用テーブル１５を作成する（ステップＳ２８；テーブル
作成ステップ）。具体的には，情報処理装置１０は，まず，上記抽出された属性情報の中
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から，所定の基準で少なくとも２種類のグループを選択し，さらに，この選択したグルー
プ単位でコンテンツ名を少なくとも２つの規則でソートすることによって，少なくとも２
つの検索表示用テーブル１５を作成する。
【０３６４】
　次いで，情報処理装置１０は，上記作成した２種以上の検索表示用テーブル１５を携帯
型再生装置２０に転送し，携帯型再生装置２０は，当該転送された検索表示用テーブル１
５を取得する（ステップＳ３０；転送ステップ，取得ステップ）。さらに，携帯型再生装
置２０は，取得した検索表示用テーブル１５をターミナル記憶部２４４に記録する（ステ
ップＳ３２；テーブル記録ステップ）。
【０３６５】
　その後，ユーザ入力に応じて検索指示を受けると，携帯型再生装置２０は，検索表示用
テーブル１５に基づいて検索画面を順次表示する（ステップＳ３４；表示制御ステップ）
。詳細には，携帯型再生装置２０は，ユーザ入力に応じた選択された検索方式に対応する
検索表示用テーブル１５ａを，ターミナル記憶部２４４から読み出し，当該読み出した検
索表示用テーブル１５ａを各階層ごとにそのまま表示させて，当該検索表示用テーブル１
５ａ内の第１の規則（例えばトラック番号順）でソートされたコンテンツ名を表示部２５
０に表示する。一方，ユーザによって他の検索方式が選択された場合には，携帯型再生装
置２０は，当該他の選択された検索方式に対応する検索表示用テーブル１５ｄを，ターミ
ナル記憶部２４４から読み出し，当該読み出した検索表示用テーブル１５ｄを各階層ごと
にそのまま表示させて，当該検索表示用テーブル１５ｄ内の第２の規則（例えば読み順）
でソートされたコンテンツ名を表示部２５０に表示する。
【０３６６】
　次いで，携帯型再生装置２０は，ユーザの選択入力に応じて，上記表示制御ステップＳ
３４でソート表示された複数のコンテンツ名の中から，１のコンテンツ名を選択する（ス
テップＳ３６；コンテンツ選択ステップ）。
【０３６７】
　さらに，携帯型再生装置２０は，コンテンツ記憶部２２０に記憶されているコンテンツ
のうち，上記選択ステップＳ３６で選択されたコンテンツ名に対応するコンテンツを再生
する（ステップＳ３８；コンテンツ再生ステップ）。
【０３６８】
　以上，本実施形態にかかる情報処理装置１０と携帯型再生装置２０との間の動作シーケ
ンスについて説明した。上記のように，検索表示用テーブル１５は，情報処理装置１０の
テーブル作成部１５６によってホストデータベース１７０に基づき作成され，携帯型再生
装置２０のターミナル記憶部２４４に格納される。そして，携帯型再生装置２０は，コン
テンツの検索表示時には，当該格納された複数の検索表示用テーブル１５のうち検索方式
に合う検索表示用テーブル１５を読み出して，そのまま表示するだけでよい。さらに，携
帯再生装置２０が保有するコンテンツが変化すれば，この変化を検出した情報処理装置１
０によって，全ての検索表示用テーブル１５が変更したコンテンツに合うように再構築さ
れ，再び，携帯再生装置２０に格納される。
【０３６９】
　従って，携帯型再生装置２０は，検索表示用テーブル１５を作成する必要がないため，
検索表示時の携帯型再生装置２０の処理負荷を軽減できる。従って，処理能力が低い携帯
型再生装置２０であっても，検索時の表示速度を向上できるとともにバッテリ消費も抑制
できる。
【０３７０】
　さらに，携帯型再生装置２０は，相異なる２種上のソート基準でコンテンツ名をソート
し，相異なる１又は２以上のグループ名で階層構造化した複数種類の検索表示用テーブル
１５を保有するので，複数の検索手法に対応した高度かつ多様な検索画面表示を実現可能
である。
【０３７１】
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　＜画面表示例＞
　次に，図２８～図３２を参照して，携帯型再生装置２０の表示部２５０に表示される表
示画面の具体例について説明する。図２８～図３２は，本実施形態にかかる携帯型再生装
置２０の表示部２５０に表示される表示画面の遷移を示す説明図である。
【０３７２】
　（リスト検索）
　図２８は，上記各種の検索表示用テーブル１５を利用して，ユーザの嗜好に合うコンテ
ンツをリスト検索するための表示画面を示す具体例である。
【０３７３】
　図２８に示すように，まず，ユーザが，操作選択画面５００において，コンテンツのリ
スト検索を表すアイコン５０１を選択すると，検索キー選択画面５０５に，複数の検索キ
ーが表示される。以下に，この検索キーとしては，例えば，「Ｓｏｎｇｓ（イニシャル全
曲）」，「Ａｌｂｕｍｓ（アルバム）」，「Ａｒｔｉｓｔｓ（アーティスト）」，「Ｇｅ
ｎｒｅｓ（ジャンル）」，「Ｒａｔｉｎｇ（レーティング）」，「Ｙｅａｒ　ｏｆ　Ｒｅ
ｌｅａｓｅ（リリース年）」，「Ｎｅｗ　Ｔｒａｃｋｓ（最新転送曲）」などがある。以
下の説明では，各検索キーに基づく検索画面についてそれぞれ説明する。
【０３７４】
　（１．イニシャル全曲検索）
　上記検索キー選択画面５０５で，タイトルのイニシャルに基づく全曲検索を表す検索キ
ー「Ｓｏｎｇｓ」を選択すると，検索結果表示画面５１０が表示され，さらにこの検索結
果表示画面５１０で所望のイニシャル５１１を選択すると，携帯型再生装置２０が保有す
る全てのコンテンツ（楽曲）のタイトル「Ｉｆ　Ｗａｌｌｓ　Ｃａｎ…」「Ｉｆ　Ｗｅ　
Ｃａｎ…」「Ｉｆ　Ｙｏｕ　Ｓｔａｒｔ…」「Ｉｍａｇｉｎｇ」…が，読み順／文字列順
でソート表示される。そして，検索結果表示画面５１０で，再生を所望するコンテンツの
タイトル「Ｉｍａｇｉｎｇ」を選択すると，当該タイトルのコンテンツの再生が開始され
，コンテンツ情報表示画面５１２に，選択されたコンテンツの詳細な情報が表示される。
【０３７５】
　このコンテンツ情報表示画面５１２には，図示のように，タイトル名「Ｉｍａｇｉｎｇ
」，再生時間「０：２４」，アルバム名「Ｉｍａｇｉｎｇ」，アーティスト名「Ｊｈｏｎ
　Ｌｅｎｏ」，ジャンル「Ｒｏｃｋ」，レーティング「★★★★★」，リリース年「１９
７１」などの情報が表示される。ユーザは，再生された所望のコンテンツを聴きながら，
コンテンツ情報表示画面５１２に表示された当該コンテンツの情報を閲覧して，当該コン
テンツの属性を確認できる。
【０３７６】
　かかるイニシャル全曲検索は，上記「イニシャル全曲検索表示用テーブル１５ｄ」に基
づいて行われ，携帯型再生装置２０は，この「イニシャル全曲検索検索表示用テーブル１
５ｄ」の各階層をそのまま表示出力すればよいので，処理負荷が少ない。
【０３７７】
　（２．アルバム検索）
　上記検索キー選択画面５０５で，アルバムに基づく検索を表す検索キー「Ａｌｂｕｍｓ
」を選択すると，アルバム選択画面５２０に，アルバム名が読み順／文字列順でソート表
示され，さらにこのアルバム選択画面５２０で所望のアルバム５２１を選択すると，タイ
トル選択画面５２２に，当該アルバム内のコンテンツ（楽曲）のタイトルが，トラック番
号順でソート表示される。そして，タイトル選択画面５２２で，再生を所望するコンテン
ツのタイトル５２３を選択すると，当該タイトルのコンテンツの再生が開始され，コンテ
ンツ情報表示画面５２４に，選択されたコンテンツの詳細な情報が表示される。
【０３７８】
　かかるアルバム検索は，上記「アルバム検索表示用テーブル１５ａ」に基づいて行われ
，携帯型再生装置２０は，この「アルバム検索表示用テーブル１５ａ」の各階層をそのま
ま表示出力すればよいので，処理負荷が少ない。
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【０３７９】
　（３．アーティスト検索）
　上記検索キー選択画面５０５で，アーティストに基づく検索を表す検索キー「Ａｒｔｉ
ｓｔｓ」を選択すると，アーティスト選択画面５３０に，アーティスト名が読み順／文字
列順でソート表示され，さらにこのアーティスト選択画面５３０で所望のアーティスト５
３１を選択すると，アルバム選択画面５３２に当該アーティストのアルバムが読み順／文
字列順でソート表示され，さらにこのアルバム選択画面５３２で所望のアルバム５３３を
選択すると，タイトル選択画面５３４に，当該アルバム内のコンテンツ（楽曲）のタイト
ルが，トラック番号順でソート表示される。そして，タイトル選択画面５３４で，再生を
所望するコンテンツのタイトル５３５を選択すると，当該タイトルのコンテンツの再生が
開始され，コンテンツ情報表示画面５３６に，選択されたコンテンツの詳細な情報が表示
される。
【０３８０】
　また，上記アルバム選択画面５３２で，当該アーティスト全曲表示「Ａｌｌ　Ｊｏｈｎ
　Ｌｅｎｏ」を選択すると，当該アーティストに属する全てのコンテンツ（楽曲）のタイ
トルが，読み順／文字列順でソート表示される。これにより，アルバムを選択しなくても
，当該アーティストのコンテンツを選択できるのでユーザの利便性が向上する。また，当
該アーティストに属する全てのコンテンツの一覧表示からコンテンツを選択できるので，
ユーザによるコンテンツの再生スタイルの幅が広がる。
【０３８１】
　かかるアーティスト検索は，上記「アーティスト検索表示用テーブル１５ｂ」に基づい
て行われ，携帯型再生装置２０は，この「アーティスト検索表示用テーブル１５ｂ」の各
階層をそのまま表示出力すればよいので，処理負荷が少ない。
【０３８２】
　（４．ジャンル検索）
　上記検索キー選択画面５０５で，ジャンルに基づく検索を表す検索キー「Ｇｅｎｒｅｓ
」を選択すると，ジャンル選択画面５４０に，ジャンルが文字コード順に表示され，さら
にこのジャンル選択画面５４０で所望のジャンル５４１を選択すると，アーティスト選択
画面５４２に，当該ジャンルに属するアーティスト名が読み順／文字列順でソート表示さ
れ，さらにこのアーティスト選択画面５４２で所望のアーティスト５４３を選択すると，
アルバム選択画面５４４に当該アーティストのアルバムが読み順／文字列順でソート表示
され，さらにこのアルバム選択画面５４４で所望のアルバム５４５を選択すると，タイト
ル選択画面５４６に，当該アルバム内のコンテンツ（楽曲）のタイトルが，トラック番号
順でソート表示される。そして，タイトル選択画面５４６で，再生を所望するコンテンツ
のタイトル５４７を選択すると，当該タイトルのコンテンツの再生が開始され，コンテン
ツ情報表示画面５４８に，選択されたコンテンツの詳細な情報が表示される。
【０３８３】
　また，上記アーティスト選択画面５４２で，当該ジャンル全曲表示「Ａｌｌ　Ｒｏｃｋ
」を選択すると，当該ジャンルに属する全てのコンテンツ（楽曲）のタイトルが，読み順
／文字列順でソート表示される。また，上記アルバム選択画面５４４で，当該アーティス
ト全曲表示「Ａｌｌ　Ｊｏｈｎ　Ｌｅｎｏ」を選択すると，当該アーティストに属する全
てのコンテンツ（楽曲）のタイトルが，読み順／文字列順でソート表示される。これらに
よって，アーティスト及びアルバム／アルバムを選択しなくても，当該ジャンル／当該ア
ーティストのコンテンツを選択できるのでユーザの利便性が向上する。また，当該ジャン
ル／当該アーティストに属する全てのコンテンツの一覧表示からコンテンツを選択できる
ので，ユーザによるコンテンツの再生スタイルの幅が広がる。
【０３８４】
　かかるジャンル検索は，上記「ジャンル検索表示用テーブル１５ｃ」に基づいて行われ
，携帯型再生装置２０は，この「ジャンル検索表示用テーブル１５ｃ」の各階層をそのま
ま表示出力すればよいので，処理負荷が少ない。
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【０３８５】
　（５．レーティング検索）
　上記検索キー選択画面５０５で，レーティング（評価値）に基づく検索を表す検索キー
「Ｒａｔｉｎｇ」を選択すると，評価値レベル選択画面５５０に，コンテンツの評価値レ
ベルが５段階で表示される。さらに，この評価値レベル選択画面５５０で，所望の評価値
レベル「★★★★★」５５１を選択すると，タイトル選択画面５５２に，当該評価値レベ
ルの評価値が付加されたコンテンツのタイトルが，例えば評価値が高い順でソート表示さ
れる。そして，タイトル選択画面５５２で，再生を所望するコンテンツのタイトル５５３
を選択すると，当該タイトルのコンテンツの再生が開始され，コンテンツ情報表示画面５
５４に，選択されたコンテンツの詳細な情報が表示される。
【０３８６】
　かかるレーティング検索は，上記「レーティング検索表示用テーブル１５ｇ」に基づい
て行われ，携帯型再生装置２０は，この「レーティング検索表示用テーブル１５ｇ」の各
階層をそのまま表示出力すればよいので，処理負荷が少ない。
【０３８７】
　（６．年代検索）
　上記検索キー選択画面５０５で，リリース年に基づく検索を表す検索キー「Ｙｅａｒ　
ｏｆ　Ｒｅｌｅａｓｅ」を選択すると，リリース年選択画面５６０に，リリース年が年順
にソート表示され，さらにこのリリース年画面５６０で所望のリリース年５６１を選択す
ると，アーティスト選択画面５６２に，アーティストが読み順／文字列順にソート表示さ
れ，さらにこのアーティスト選択画面５６２で所望のアーティスト５６３を選択すると，
タイトル選択画面５６４に，当該アーティストのコンテンツ（楽曲）のタイトルが，読み
順／文字列順でソート表示される。そして，タイトル選択画面５６４で，再生を所望する
コンテンツのタイトル５６５を選択すると，当該タイトルのコンテンツの再生が開始され
，コンテンツ情報表示画面５６６に，選択されたコンテンツの詳細な情報が表示される。
【０３８８】
　かかる年代検索は，上記「年代検索表示用テーブル１５ｈ」に基づいて行われ，携帯型
再生装置２０は，この「年代検索表示用テーブル１５ｈ」の各階層をそのまま表示出力す
ればよいので，処理負荷が少ない。
【０３８９】
　（７．最新転送曲検索）
　上記検索キー選択画面５０５で，転送時期に基づく検索を表す検索キー「Ｎｅｗ　Ｔｒ
ａｃｋｓ」を選択すると，アルバム選択画面５７０に，最近転送されたアルバムが，携帯
型再生装置２０への追加順でソート表示され，さらにこのアルバム選択画面５７０で所望
のアルバム５７１を選択すると，タイトル選択画面５７２に，当該アルバム内のコンテン
ツ（楽曲）のタイトルが，携帯型再生装置２０への追加順でソート表示される。そして，
タイトル選択画面５７２で，再生を所望するコンテンツのタイトル５７３を選択すると，
当該タイトルのコンテンツの再生が開始され，コンテンツ情報表示画面５１２に，選択さ
れたコンテンツの詳細な情報が表示される。
【０３９０】
　かかる転送時期検索は，上記「最新転送曲検索表示用テーブル１５ｉ」に基づいて行わ
れ，携帯型再生装置２０は，この「最新転送曲検索表示用テーブル１５ｉ」の各階層をそ
のまま表示出力すればよいので，処理負荷が少ない。
【０３９１】
　（イニシャル検索）
　次に，図２９に基づき，イニシャル検索について説明する。図２９は，上記各種の検索
表示用テーブル１５を利用して，ユーザの嗜好に合うコンテンツをイニシャル検索するた
めの表示画面を示す具体例である。
【０３９２】
　図２９に示すように，ユーザが，操作選択画面５００において，コンテンツのイニシャ
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ル検索を表すアイコン５０２を選択すると，イニシャル選択画面６００に，複数のイニシ
ャル文字（アルファベット等）が表示される。このイニシャル選択画面６００で所望のイ
ニシャル「Ｊ」６０１を選択し，さらに，当該イニシャル選択画面６００で所望の検索キ
ー（アーティスト／アルバム／タイトル）のいずれかを選択することになる。
【０３９３】
　上記検索キー選択画面６００で，アーティスト全曲検索を表すアイコン６０２を選択す
ると，アーティスト選択画面６１０に，全てのアーティスト名が読み順／文字列順でソー
ト表示され，さらにこのアーティスト選択画面６１０で所望のアーティスト６１１を選択
すると，アルバム選択画面６１２に当該アーティストのアルバムが読み順／文字列順でソ
ート表示され，さらにこのアルバム選択画面６１２で所望のアルバム６１３を選択すると
，タイトル選択画面６１６に，当該アルバム内のコンテンツ（楽曲）のタイトルが，トラ
ック番号順でソート表示される。そして，タイトル選択画面６１６で，再生を所望するコ
ンテンツのタイトル６１７を選択すると，当該タイトルのコンテンツの再生が開始され，
コンテンツ情報表示画面６１８に，選択されたコンテンツの詳細な情報が表示される。
【０３９４】
　かかるイニシャル・アーティスト検索は，上記「イニシャル・アーティスト検索表示用
テーブル１５ｅ」に基づいて行われ，携帯型再生装置２０は，この「イニシャル・アーテ
ィスト検索表示用テーブル１５ｅ」の各階層をそのまま表示出力すればよいので，処理負
荷が少ない。
【０３９５】
　また，上記検索キー選択画面６００で，アルバム全曲検索を表すアイコン６０３を選択
すると，アルバム選択画面６１４に，全てのアルバムが読み順／文字列順でソート表示さ
れ，さらにこのアルバム選択画面６１４で所望のアルバム６１５を選択すると，タイトル
選択画面６１６に，当該アルバム内のコンテンツ（楽曲）のタイトルが，トラック番号順
でソート表示される。そして，タイトル選択画面６１６で，再生を所望するコンテンツの
タイトル６１７を選択すると，当該タイトルのコンテンツの再生が開始され，コンテンツ
情報表示画面６１８に，選択されたコンテンツの詳細な情報が表示される。
【０３９６】
　かかるイニシャル・アルバム検索は，上記「イニシャル・アルバム検索表示用テーブル
１５ｆ」に基づいて行われ，携帯型再生装置２０は，この「イニシャル・アルバム検索表
示用テーブル１５ｆ」の各階層をそのまま表示出力すればよいので，処理負荷が少ない。
【０３９７】
　また，上記検索キー選択画面６００で，タイトル全曲検索を表すアイコン６０４を選択
すると，タイトル選択画面６２０に，全てのタイトルが読み順／文字列順でソート表示さ
れ，さらにこのアルバム選択画面６２０で所望のアルバム６２１を選択すると，当該タイ
トルのコンテンツの再生が開始され，コンテンツ情報表示画面６１８に，選択されたコン
テンツの詳細な情報が表示される。
【０３９８】
　かかるイニシャル全曲検索は，上記「イニシャル全曲検索表示用テーブル１５ｄ」に基
づいて行われ，携帯型再生装置２０は，この「イニシャル全曲検索検索表示用テーブル１
５ｄ」の各階層をそのまま表示出力すればよいので，処理負荷が少ない。
【０３９９】
　（プレイリスト検索）
　図３０～図３２は，表示画面にプレイリストを表示させて，プレイリストに含まれるコ
ンテンツ（楽曲）を再生させる際の画面の遷移を示している。
【０４００】
　図３０は，ユーザの嗜好に合うと推定されるコンテンツを，ユーザの嗜好に沿う順に例
えば１００個集めたプレイリストを表示する例である。ユーザが，操作選択画面５００に
おいて，上記の嗜好に沿うコンテンツからなるプレイリストの表示を示唆するアイコン５
０３を選択すると，タイトル選択画面７００に，該当するプレイリストに含まれるコンテ



(63) JP 4848874 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

ンツ（楽曲）のタイトルが，再生頻度が高い順もソート表示される。そして，タイトル選
択画面７００で，再生を所望するコンテンツのタイトル７０１を選択すると，当該タイト
ルのコンテンツの再生が開始され，コンテンツ情報表示画面７０２に，選択されたコンテ
ンツの詳細な情報が表示される。
【０４０１】
　かかるＴＯＰ１００検索は，上記「自動プレイリスト検索表示用テーブル１５ｍ」に基
づいて行われ，携帯型再生装置２０は，この「自動プレイリスト検索表示用テーブル１５
ｍ」の各階層をそのまま表示出力すればよいので，処理負荷が少ない。
【０４０２】
　図３１は，特定の期間に再生されたコンテンツからなるプレイリストを表示装置に表示
させる例である。ユーザが，操作選択画面５００において，上記の特定の期間に再生され
たコンテンツからなるプレイリストの表示を示唆するアイコン５０４を選択すると，再生
時期選択画面７１０に，再生年月日が日付順でソート表示され，さらにこの再生時期選択
画面７１０で所望の再生年月日７１１を選択すると，タイトル選択画面７１２に，当該再
生年月日に再生されたコンテンツ（楽曲）のタイトルが，再生順の古い順でソート表示さ
れる。そして，タイトル選択画面７１２で，再生を所望するコンテンツのタイトル７１３
を選択すると，当該タイトルのコンテンツの再生が開始され，コンテンツ情報表示画面７
１４に，選択されたコンテンツの詳細な情報が表示される。
【０４０３】
　以上，本実施形態にかかる通信システム１００と，これを構成する情報処理装置１０，
携帯型再生装置２０，配信サーバ装置３０について詳細に説明した。本実施形態によれば
，携帯型再生装置２０は，コンテンツの検索時に，上述した多様な種類の検索表示用テー
ブル１５に基づき，携帯型再生装置２０に記憶されているコンテンツのコンテンツ名を，
上述した複数の順序でソートして表示でき，高度な検索を可能ならしめる。さらに，この
際，携帯型再生装置２０自体は，検索表示用のテーブル１５を作成する処理を行う必要が
無く，格納されている検索表示用テーブル１５をそのまま，各階層ごとに検索用画面とし
て表示するだけでよい。このため，携帯型再生装置２０の処理負荷を軽減できるとともに
，バッテリ消費を抑制できる。よって，処理能力が低くバッテリ面で制約のある携帯型再
生装置２０においても，高度な検索を実現可能である。
【０４０４】
　以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において，各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【０４０５】
　例えば，上記実施形態では，情報処理装置１０が携帯型再生装置２０で使用される検索
表示用テーブル１５を作成して転送する例について説明したが，本発明は，かかる例に限
定されない。例えば，配信サーバ３０等のサーバ装置が，情報処理装置１０または携帯型
再生装置２０に記録されたコンテンツを特定して，当該特定したコンテンツに応じた複数
の検索表示用テーブル１５を作成し，この検索表示用テーブル１５を情報処理装置１０ま
たは携帯型再生装置２０に転送して格納するといったシステム構成であっても，上記と同
様にして実現可能である。
【０４０６】
　また，上記実施形態において，携帯型再生装置２０および情報処理装置１０が，２種類
のイベントログファイルを作成するようにしてもよい。詳細には，例えば携帯型再生装置
２０および情報処理装置１０は，サブスクリプション対応のコンテンツに対するイベント
ログのみを含むイベントログファイルと，サブスクリプション対応のコンテンツを含め，
その他全てのコンテンツに対するイベントログを含むイベントログファイルと，を作成す
ることができる。
【０４０７】
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　さらに，携帯型再生装置２０および情報処理装置１０は，サブスクリプション対応のコ
ンテンツに対するイベントログのみを含むイベントログファイルを，ユーザが操作できな
いように暗号化してもよい。そして，情報処理装置１０は，携帯型再生装置２０から，暗
号化されたイベントログファイルを取得して，自己が保有する暗号化されたイベントログ
ファイルとともに，コンテンツの著作権管理を行う著作権管理サーバに送信してもよい。
【０４０８】
　かかる構成によれば，サブスクリプション対応のコンテンツに対するイベントログのみ
を含むイベントログファイルを，著作権管理サーバにおいて著作権者への原資配布のため
に活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０４０９】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる携帯型再生装置において，検索用画面１６を表
示する方式を示す概念図である。
【図２】同実施形態にかかる携帯型再生装置が有する２種類の検索表示用テーブル１５ａ
，１５ｂを示す説明図である。
【図３】同実施形態にかかる通信システムの全体構成を概略的に示すブロック図である。
【図４】同実施形態にかかる情報処理装置のハードウェア構成の例を概略的に示すブロッ
ク図である。
【図５】同実施形態にかかる携帯型再生装置のハードウェア構成の例を概略的に示すブロ
ック図である。
【図６】同実施形態にかかる携帯型再生装置の機能を概略的に示すブロック図である。
【図７】同実施形態にかかるイベントログと再生操作の関係を示す説明図である。
【図８】同実施形態にかかるイベントログを説明する説明図である。
【図９】同実施形態にかかるイベントログのフォーマットの一例を示す説明図である。
【図１０】同実施形態にかかる再生操作とイベントログとの対応を示す説明図である。
【図１１】同実施形態にかかる情報処理装置の機能を概略的に示すブロック図である。
【図１２】同実施形態にかかる解析結果記憶部の記憶内容を示す説明図である。
【図１３】同実施形態にかかる解析結果記憶部の記憶内容を示す説明図である。
【図１４】同実施形態にかかる演算評価値と入力評価値が表示された表示画面をそれぞれ
示す説明図である。
【図１５】同実施形態にかかる演算評価値の具体的な演算手法を説明するための説明図で
ある。
【図１６】同実施形態にかかるホストデータベースの記憶内容を示す説明図である。
【図１７】同実施形態にかかるソート用テキスト生成およびイニシャルデータ生成の概要
を示した図である。
【図１８】同実施形態にかかる情報処理装置の各機能を示した機能ブロック図である。
【図１９】同実施形態にかかるソート用テキストの生成を説明するための説明図である。
【図２０】同実施形態にかかるイニシャルデータの生成を説明するための説明図である。
【図２１】同実施形態にかかる日本語版ユーザ設定画面を示した図である。
【図２２】同実施形態にかかるユーザ設定に応じてソート用テキストが動的に生成される
動作を説明するための説明図である。
【図２３】同実施形態にかかる言語環境に応じたソート設定項目の一例を示した図である
。
【図２４】同実施形態にかかるユーザ設定に応じて動的にイニシャル設定される動作を説
明するための説明図である
【図２５】同実施形態にかかる文字種別のイニシャルソート設定項目の一例を示した図で
ある。
【図２６Ａ】同実施形態にかかるアルバム検索表示用テーブルのデータ構造を示す説明図
である。
【図２６Ｂ】同実施形態にかかるアーティスト検索表示用テーブルのデータ構造を示す説
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明図である。
【図２６Ｃ】同実施形態にかかるジャンル検索表示用テーブルのデータ構造を示す説明図
である。
【図２６Ｄ】同実施形態にかかるイニシャル全曲検索表示用テーブルのデータ構造を示す
説明図である。
【図２６Ｅ】同実施形態にかかるイニシャル・アーティスト検索表示用テーブルのデータ
構造を示す説明図である。
【図２６Ｆ】同実施形態にかかるイニシャル・アルバム検索表示用テーブルのデータ構造
を示す説明図である。
【図２６Ｇ】同実施形態にかかるレーティング検索表示用テーブルのデータ構造を示す説
明図である。
【図２６Ｈ】同実施形態にかかる年代検索表示用テーブルのデータ構造を示す説明図であ
る。
【図２６Ｉ】同実施形態にかかる最新転送曲検索表示用テーブルのデータ構造を示す説明
図である。
【図２６Ｊ】同実施形態にかかるアーティスト全曲検索表示用テーブルのデータ構造を示
す説明図である。
【図２６Ｋ】同実施形態にかかるユーザプレイリスト検索表示用テーブルのデータ構造を
示す説明図である。
【図２６Ｌ】同実施形態にかかる再生履歴検索表示用テーブルのデータ構造を示す説明図
である。
【図２６Ｍ】同実施形態にかかる自動プレイリスト検索表示用テーブルのデータ構造を示
す説明図である。
【図２７】同実施形態にかかる情報処理装置と携帯型再生装置との間の動作シーケンスを
示すシーケンス図である。
【図２８】同実施形態にかかる携帯型再生装置のリスト検索時に表示される表示画面の遷
移を示す説明図である。
【図２９】同実施形態にかかる携帯型再生装置のイニシャル検索時に表示される表示画面
の遷移を示す説明図である。
【図３０】同実施形態にかかる携帯型再生装置のプレイリスト検索時に表示される表示画
面の遷移を示す説明図である。
【図３１】同実施形態にかかる携帯型再生装置のプレイリスト検索時に表示される表示画
面の遷移を示す説明図である。
【図３２】同実施形態にかかる携帯型再生装置のプレイリスト検索時に表示される表示画
面の遷移を示す説明図である。
【図３３】従来の携帯型再生装置において，検索用画面を表示する方式を示す概念図であ
る。
【図３４】従来の携帯型再生装置が有するリレーショナルデータベースと，検索表示用テ
ーブルとを示す説明図である。
【符号の説明】
【０４１０】
　１０　　　情報処理装置
　２０　　　携帯型再生装置
　３０　　　配信サーバ
　１００　　通信システム
　１２０　　コンテンツ記憶部
　１２２　　再生操作部
　１２４　　再生部
　１２６　　日時情報生成部
　１２８　　再生履歴生成部
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　１３０　　再生履歴記憶部
　１３２　　通信部
　１３４　　接続検知部
　１３６　　取得部
　１３８　　再生履歴解析部
　１４０　　解析結果記憶部
　１４２　　評価値演算部
　１４４　　評価値入力部
　１４６　　ホスト記憶部
　１４８　　プレイリスト生成部
　１５０　　コンテンツ更新部
　１５２　　コンテンツ特定部
　１５４　　属性情報抽出部
　１５６　　テーブル作成部
　１５８　　転送部
　１６０　　配信サービス利用部
　１６２　　リッピング部
　１６４　　表示制御部
　１６６　　表示部
　１７０　　ホストデータベース
　２２０　　コンテンツ記憶部
　２２２　　再生操作部
　２２４　　再生部
　２２６　　日時情報生成部
　２２８　　再生履歴生成部
　２３０　　再生履歴記憶部
　２３２　　削除指示受付部
　２３４　　削除コンテンツ記憶部
　２３６　　転送部
　２３８　　通信部
　２４０　　取得部
　２４４　　ターミナル記憶部
　２４６　　評価値入力部
　２４８　　表示制御部
　２５０　　表示部
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